
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その子のことを、×××みたいだなって、思っていた。




「夜や船ふね～。放課後カラオケ行くんだけど、あんたも来るっしょ？」

　休み時間、席の近い男子達とダベッていた最中。別の女子が「当然来ると思うけど、一応聞いといてあげる」みたいな調子で割り入ってきた。

「行く行く。いつものメンツ？」

「そー。もう飽あきたっちゃ飽あきた顔ぶれなんだけどー」

　スマホをいじりながら話すその女子は、海み各務かがみ真ま鈴すず。

　みかがみ、の下半分をとって、あだ名はガミ。

　俺と同じクラスの、スクールカースト頂点に君臨する存在だ。

　だからこそ、一いつ緒しよにいた男子達も割り込まれようが不快な顔なんて一いつ切さいしない。むしろ、毎日同じ教室にいても飽あきないほどの美しさに見み惚とれている。

　綺き麗れいに整えられた茶ちや髪ぱつ。見せつけるかのように短いスカート。ばっちりメイクされた顔面。

　三百六十度どこから見ても、微み塵じんも隙すきのない外見だ。

　にしても、まだ入学して一ヶ月なのにもう遊あそび飽あきてるって早くないか？

「でも、他にやることもないしー。夜や船ふね、この前のアレまた歌うたって聴きかせてよ。めっちゃ似てた」

　少しの荒あれもない、艶つややかな唇くちびるをにっと上げて顔を近づけてくるガミ。

　モデルみたいに華はなやかで派手で、人を圧あつ倒とうする空気がある。

　素の自分とは真逆すぎて、本来なら相あい容いれない、苦手なタイプだ。

「マジ？　ガミにそう言ってもらえんのすげー嬉うれしい」

　だからって、それを表に出すなんてことはしない。そんなのは賢かしこくない。

　あくまで自然体で爽さわやかかつ、いやみっぽくならない笑え顔がおを作る。

　なにせガミはその美び貌ぼうと存在感、そして家が金持ちらしいという噂うわさで（実際、彼女の持ち物はブランド品ばかりだ）、男女問わず、彼女に逆らおうとする奴やつは既すでにこのクラスにはいない。

　高校入学一ヶ月後という大事な時期にボスを敵に回すなんて、木の棒だけで魔ま王おうに挑いどむようなものだ。しかもリセットもセーブもなし。

　いっそゲームオーバーで終しゆう了りようしてくれればいいものを、日常が崩ほう壊かいしたって人生は続いていく。

　クラスという閉へい鎖さ空くう間かんにおける人間関係、超ちよう大事。

　それは俺が、中一のとき地じ獄ごくを味わって実感したことだ。

　これから一年間、クラス替がえによっては学年が変わっても同じ室内で過ごすのだから。わざわざ自分から敵を増やすような真ま似ねは、自分の首を絞しめるだけ。

　もう二度と、あんな思いはしたくない。だから、俺は今日も自分を押おし殺ころしてでも、カースト上位達とつるんでいる──

「ねー、蒼あお月つきさん。悪いんだけど、宿題見してくんない？」

「うちら昨日部活で忙いそがしくてさー。蒼あお月つきさん、帰宅部で時間あるんだから、やってるっしょ？　ノート貸してよ」

　おまえら、後々ざまぁ展開される三下モブか？　みたいな会話が、教室の前方から聞こえてくる。

　俺達から少し離はなれた席で、同じクラスの女子達が、蒼あお月つきさんという子に話しかけているのだ。

　……というか、ノートを要求している。

　とはいえ金銭を強ゆ請すられているわけでもあるまいし、おとなしくノートを差し出せば、この場はそれですむが──

「…………」

　蒼あお月つきさんは眉まゆ一つ動かすことなく、無視を決め込んでいる。

「まーたアレなの？　蒼あお月つきさん」

　ガミは一度ため息を吐つき、更さらに言葉を続ける。

「あの子、誰だれが何話しかけてもガン無視だよねー。感じ悪ーい」

　そうなのだ。ノートを要求するような奴やつは無視されても仕方ないと思うが、蒼あお月つきさんは他のまともなクラスメイトが普ふ通つうに会話を試みても、いつもまったく言葉を返さない。

　──蒼あお月つき水み悠ゆう。うちのクラスで、実に異い彩さいを放つ女子である。

　異い彩さいを放つというのは「誰だれに話しかけられても無視する」せいもあるが、彼女の容姿自体もかなり人目を惹ひく。

　透すき通とおるような白い肌はだ、華きや奢しやな身体からだ。

　整った輪りん郭かくの中には、硝子ガラス玉だまみたいに綺き麗れいな瞳ひとみと、通った鼻筋、花びらみたいに薄うすい唇くちびる。

　艶つやのある長い髪かみは風に揺ゆれるたび、これなんかのトリートメントのＣＭかな？　ってくらいサラサラなびく。

　端たん的てきに言って美少女。超ちよう美少女。街歩いてたら、十人中二十人が彼女のほうに振ふり向むく。

「なー、あれ、話しかけてる女子達のほうって、ガチかな？　それとも蒼あお月つきさんチャレンジ？（笑）」

　蒼あお月つきさんと女子達の会話を面おも白しろがって、傍そばにいた男子達がニヤニヤと話す。

　蒼あお月つきさんチャレンジ。今うちのクラスで、ちょっとしたゲームみたいに流は行やっているものだ。

　内容は至って簡単。蒼あお月つき水み悠ゆうに話しかけて、なんでもいいから返事をしてもらえたらクリアー。動画を撮とって面おも白しろがっている奴やつらまでいる始末だ。ただし、現時点でチャレンジに成功した者は一人もいない。皆みんなことごとく無視され惨ざん敗ぱいしていた。

「そーいや、夜や船ふねって蒼あお月つきさんチャレンジしたことあんの？」

　ガミに話しかけられる前に喋しやべっていた男子達のうちの一人、坂さか名なが尋たずねてくる。

「んー？　いや、今んとこないけど」

「マジで！　じゃあ行って来いよー、今ここで助けてあげたら、惚ほれてくれるかもよー」

「えー無理だってー。だっておまえが声かけても完全無視だったわけじゃん？」

　坂さか名なはうちの学年で一番のイケメンとして名高い。性格もかなりチャラくて女好きだが、ノリが悪い子は好みじゃないらしく、蒼あお月つきさんのことは無視されたらすぐ諦あきらめていた。

「いいじゃんいいじゃん、俺ら皆みんな挑ちよう戦せんしてんだからさ～。チャーレンジ！　チャーレンジ！」

　あー、もう駄だ目めだ。この流れになったら断るわけにはいかない。断ったら「何こいつノリ悪っ」って思われて空気が悪くなる。それはごめんだ。

　仕方なく「よーし、んじゃいっちょチャレンじゃいますかー！」なんてへらへらした笑え顔がおを作って蒼あお月つきさんのもとへ向かった。

「ねーねー何してんのー、俺も仲間に入れてよ～！」

　努めて明るく、テンション高めに彼女達の輪（？）に入る。

　ノートを要求していた女子達は最初、俺の介かい入にゆうにビクッとしたようだが……。

「ってなわけで蒼あお月つきさん、ノートちょーだい！」

「あ、こっちの仲間に加わるんだ（笑）」

「何々、夜や船ふね君も宿題やってないの～？」

　ふざけたノリで女子達の雰ふん囲い気きが一気に柔やわらかくなったところで、もう一ひと押おし。

「いやいや、俺は偉えらいから、やろうとはしましたよ？　でも全然わっかんなくない？　難しすぎだっつーの～」

「何それ～。やろうとしたってわかんなかったら駄だ目めじゃん！」

「も～、夜や船ふね君てば～」

　女子達も周りも、きゃっきゃと笑う。ひとまずは上々か。

　実際は宿題やってきてるけど、変に正義面して「蒼あお月つきさん嫌いやがってるじゃん、やめろよ」なんて言っても寒いだけだし、教室の空気が凍こおる。それより多少ふざけていようが、場を和やわらげたほうが得策だろう。

「だからさ～、蒼あお月つきさんも。ノートちょーだいは言いすぎたけど、ちょっと教えてくんない？　皆みんなで勉強したほうが楽しいし効率いいじゃん。助け合い的な？」

　蒼あお月つきさんがなぜ誰だれとも話さないのか、理由なんて知らない。単に口下手なのか人見知りなのか……。

　ただ、従うにしろ断るにしろ、無視は反感を買うだけだ。「蒼あお月つきさんチャレンジ」なんて馬鹿げたゲームを終わらせるためにも、ここらでなんでもいいから言葉を発してくれたほうがいいと思うんだが。

　これ以上、周囲に変に目をつけられて、嫌いやがらせがヒートアップしていったら危ないしさ。

　クラス中が敵になって、ゴミのように扱あつかわれるなんて地じ獄ごくだ。

　俺はその地じ獄ごくをよく知っている。

　だから俺は誰だれも敵に回さないし、馬鹿馬鹿しかろうがなんだろうが、空気を読んで立ち回る。

　昔みたいな地じ獄ごくに戻もどらないためにもガタン。

　……ガタン？

「──馬鹿みたい」

　ガタン、は蒼あお月つきさんが椅い子すから立った音で。

　彼女の口から、澄すんだ声が、響ひびいた。

「勝手にノートちょうだいとか言ってきたあげく、皆みんなでのほうが楽しいとか、どれだけ独善的なのよ」

　鈴すずが鳴るような綺き麗れいな声──が、俺を圧あつ倒とうする。

　てか、マジで喋しやべった!?

　今日まで全然口を開かなかった、あの蒼あお月つきさんが!?

「大体勉強なんて、先生とでもないかぎり、一人でやったほうが効率いいに決まってるでしょ。……というか、最初から他人のノートに縋すがって努力しようともしない人達と勉強なんて、楽しいわけないし、頼たのまれてもごめんだわ。少しは自分で頑がん張ばろうと思わないわけ？」

　喋しやべったどころじゃねえぞコレ。山のおいしい湧わき水みずですか？　ってくらい冷たい言葉がどんどん湧わいてくる。

　いやまあ罵ののしられてるんだけど、ここまで真正面から堂々と言われると、一周回って傷つかないというか。逆にすげえなって呆ほうけてしまった。正々堂々というか、陰いん湿しつさがゼロというか。

　……つーか、こちらに向けられる、彼女の瞳ひとみが。

　こんなふうに向き合うのは初めてだけど、曇くもりなくまっすぐで。

　あまりにも澄すんでいて、吸い込まれそうで……。

　すごく、綺き麗れいだ。

　こんな状じよう況きようだっていうのに、思わず見み惚とれてしまいそうになるくらいには。

「ちょっとあなた、ちゃんと聞いているの？　頭だけじゃなく、耳まで悪いわけ？」

　まあ目は綺き麗れいでも、口から出てくる言葉は機き関かん銃じゆう並に激しいんですけどねー。

「そもそも、そっちのあなた達も！」

　俺に言いたいことを言い切ったのか、最初にノートを要求していた女子達のほうに矛ほこ先さきが向く。

「自分達が怠なまけて宿題やってこなかったのが悪いのに、反省するそぶりもなく、親しくもない私にノート見せてもらおうとする神経、信じられない」

　俺と同じように女子達も呆あつ気けにとられ、口をぱくぱくさせている。

「入学早々、宿題やらず人のを写すなんて、よっぽど駄だ目め人にん間げんになりたいわけ？　そんなんでこの先の将来、どうやっていく気なのよ」

　激しい言葉の嵐あらし……だけどまあ、言ってることはまっとうなんだよな。

「一年の初めから他た人にん頼だのみじゃあ、あなた達この先どんどん馬鹿になるわよ。あとになって、受験のときとかに後こう悔かいしたって知らないんだから。困るのはあなた達なんだからね」

　……てか、むしろ言い方がキツいだけで、何気に優やさしくね？

　俺らの学力とか将来とかの心配してくれてんじゃん。普ふ通つう、自分のこといいように利用しようとした奴やつの心配なんかするか？

　しかし女子達は、そんな蒼あお月つきさんの気き遣づかい（？）にも気づかず、スライムみたいにぷるぷる震ふるえとる。

　どうせ口答えなんかされないだろうとタカをくくってたら、予想外にマシンガンのような言葉を浴びせられて、内容まで頭に入ってないんだろう。

「い、いきなりなんなの！　ずっと喋しやべんなかったくせに！」

「駄だ目めなら駄だ目めって一言言えばいいだけなのに、そこまで言うことなくない!?」

　うわ、逆ギレかよ。やべー、このままだとどんどん悪化しそうだぞ。

「まーまー！　俺達にも悪い部分あったからさ、このへんにしとこうよ！　ね？」

　笑え顔がおで割って入ると、蒼あお月つきさんの冷たい視線が再度俺に向けられる。

「あなたも、思っていることがあるなら、はっきり言えばいいじゃない。へらへらして馬鹿みたい。──私は言いたいこと、言わせてもらうわよ」

　ずいっとこちらに顔を近づけ、彼女の言葉の乱射は続く。

「今まで、誰だれとも関わりたくないから、誰だれのことも無視してたけど。それでもあなた達みたいに絡からんでくる奴やつがいるから、ここらではっきりさせておかないとね。私、話しかけられるのが大だい嫌きらいなの。これに懲こりたら、二度と私に構わないでくれる？」

　そこまで言うと蒼あお月つきさんは、今度はクラス全体を睨にらみつけるかのように、キッと目を吊つり上あげた。

「皆みんな、どうせ聞き耳立ててるんでしょ？　我関せずって顔してても、野や次じ馬うま根こん性じようが滲にじみ出でてるのよ。いい機会だから言っておくわ。私はこういう性格なの。他人なんて大だい嫌きらいだし、低レベルな人達と会話なんてしたくない」

　蒼あお月つきさんの言う通り、教室内の奴やつらは、素知らぬ顔して興きよう味み津しん々しんで俺達のやりとりを盗ぬすみ聞ぎきしている。

　静かな室内に、蒼あお月つきさんの声は非常によく通った。

「だから今こん後ご一いつ切さい、私に関わらないで。こんな親切に警告してやったのにちょっかい出してくるような馬鹿には、容よう赦しやしないから」

　──しんと、教室が静まり返る。

　おいおい、この空気、あまりにもやばいぞ。どうしろと！

　いくらなんでも、このままにしておくのはまずい。ほんの少しでもいい、場の空気をマイルドにしなければ。

「蒼あお月つきさん。俺がちょっかい出したのが気に障さわったなら謝るよ。でもさ、そ～んなピリピリすることないじゃん！　もっと笑え顔がお笑え顔がお！　せっかく可か愛わいいんだしさ」

「──そういうことを言って微ほほ笑えめば、ころっと落ちるとでも思っているの？」

　硝子ガラス玉だまのような透すき通とおる瞳ひとみが吊つり上あがり、俺を見上げる。

　花びらのように薄うすく美しい唇くちびるが開き、俺への言葉が投げつけられる──




「勘かん違ちがいしないでよね。私、あなたみたいな人、全然好きじゃないんだから！」
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　──これが、絶対にデレてはいけないツンデレ少女との出会いだったわけだ。







　俺、夜や船ふね史し吹ぶきは、隠かくれオタクである。

　中学一年生までは、隠かくれてないオープンオタクだったのだが。クラスの奴やつらから「キモい」と嫌いやがらせされまくり、地じ獄ごくの日々を送っていた。

　そんな中一の終わりに、父さんの仕事の都合で引ひっ越こすことが……転校することが決まったのだ。

　好機だと思った。

　地じ獄ごくから、脱だつ却きやくするための。

　新しい学校での生活が始まるまで、必死にダイエットとスキンケアしまくって、普ふ段だん行かないおしゃれな美容室で髪かみ型がたを変え、発声や喋しやべり方かたの特訓をし、芸能やスポーツについての話題を頭に叩たたき込こんだ。

　どれもこれも俺には難易度が高かったが──大好きな脱だつオタもののラノベを参考にしたりして、それはもう頑がん張ばった。頑がん張ばったんだ。

　苦労して、努力して、血ち眼まなこになって、「誰だれからも馬鹿にされない自分」に変身。

　つまり、高校デビューならぬ転校デビュー。

　血の滲にじむような努力の甲か斐いあって、転校先ではなんとスクールカースト上位の座をゲット。

　この四月から始まった高校生活でも、無事にハイカースト組に属せている。

　正直、漫まん画がやアニメについて思いきり語りたい、と思うときはある。

　ぶっちゃけて言うと、おしゃれだの流行だの意味わかんねーって思うときも、陽キャと話合わせるの辛つらいって思うときだってある。

　それでも俺は、もう昔みたいな地じ獄ごくには戻もどりたくない。

　だから必死に周囲の空気を読むし、皆みんなの輪から外れないよう、クラスで浮うかないよう、細心の注意を払はらう。

　そんな俺にとって蒼あお月つき水み悠ゆうは、理解不能な存在にして関わりたくない存在だ。

　アイドルのオーディションでも受けたら満まん場じよう一いつ致ちでセンターに決定しそうな恵めぐまれたスペックを持っているくせに、それをまったく利用せず、自ら敵を作ってゆくスタイル。

　クラス中、いや学年中から奇き異いの目で見られているという地じ雷らい感かん。

　そもそもあの台詞せりふ──「勘かん違ちがいしないでよね。私、あなたみたいな人、全然好きじゃないんだから！」って、ツンデレのテンプレかよ。

　もちろん蒼あお月つきさんの言葉が好意の裏返しなわけもなく、普ふ通つうに嫌きらわれてしまっただけだ。

　美少女な上にツンデレというのは、二次元であれば好みの属性ではある。

　だけどここは現実だし、彼女はデレてもいないからツンデレでもない。

　俺は「蒼あお月つきさんチャレンジに成功した勇者」としてちょっとだけ周囲の株が上がったようなんだが……でもあの一回でもう懲こりた。

　あれは絶対関わってはいけないタイプの女。本人だって構うなって言ってたんだし。たとえ蜂はち蜜みつの甘い匂においがするからといって、無防備に蜂はちの巣すをつつく真ま似ねは馬鹿のすることだろ。

　放課後の教室。適当にスマホの画面をいじりつつ、ぼんやりそんなことを考えていたら、ガミが近づいてきた。

「夜や船ふね～。今さ、二組のアユから、これから皆みんなでゲーセン行こうって連れん絡らくあったんだけど。このあと暇ひま？」

　俺はすぐにスマホをしまい、さも「テンション上がる！」みたいな笑え顔がおを浮うかべてみせる。

「もち。行く行く！」

「坂さか名な、あんたも来るっしょ？　清し水みずとか鈴すず木きも来るし」

「行っく～。俺のクレーンゲームの腕うではすごいぜ～」

　俺はもう二度と蒼あお月つき水み悠ゆうに関わることなく、今日も明るい作つくり笑え顔がおでクラスの中心人物達と馬鹿みたいにはしゃぐ。

　本当は別に楽しいと思っていないとか、こんな自分は素の俺とは程ほど遠とおいとか、そんな思いには蓋ふたをして。

　好きなものとか、本当の姿とか。──大切なものほど、誰だれにも見つからないよう隠かくしておくべきなんだ。

　世の中には、人の大事なものこそ傷つけたがる奴やつが多いから。







　季節はあっという間に梅つ雨ゆ時どき。

　関わらないと決めたものの、俺は自然に彼女のことを目で追うようになっていた。

　あれからもずっと、蒼あお月つき水み悠ゆうはクラスで浮ういた存在だ。

　常に一人でいて、ほとんど喋しやべらず、たまに口を開けば言葉のブリザード。

　いじめられないことが不思議なくらいだ。……いじめようがないのかもしれないけど。

　女子にとって効果的な嫌いやがらせとなるのは、グループから外し、孤こ立りつさせること。

　最初から一人でいる人間を「仲間外れ」にすることはできない。

　しかも蒼あお月つきさんは成績も運動神経も抜ばつ群ぐんで、協調しないこと、言動が冷たいこと以外は完かん璧ぺき超ちよう人じん。つけ入る隙すきがない。

　同性が迂う闊かつに彼女を攻こう撃げきすれば「僻ひがんでいる」と見られ、周囲からの株を下げることになりかねん。

　クラス内での序列や立ち位置が決まりつつあるとはいえ、まだ不安定なこの一学期に、自ら余計なことをしようという奴やつはなかなかいない。

　ゆえに蒼あお月つきさんは「いじめられているわけではないけど敬遠されている」という異質な立ち位置にいた。




「あ……っ！」

　ある日。蒼あお月つきさんの隣となりの席の女子が、ペットボトルから水を飲もうとして手を滑すべらせ、床ゆかに中身をぶちまけてしまった。

　水は蒼あお月つきさんにもかかり、靴くつ下したが濡ぬれている。

「あっごめっ、ごめんなさい……」

　わざと嫌いやがらせとかじゃなくて、本当に悪気なくやってしまったらしい。

　彼女は、怒おこられるんじゃないかとビクビクと蒼あお月つきさんの様子を窺うかがう。

　しかし蒼あお月つきさんは、軽く眉まゆをひそめただけで、声を荒あららげることはなかった。

「あなた、体調悪いんじゃないの？」

「え……どうして、わかるの？」

「顔赤いし、手も震ふるえてるじゃない。力が入らないからペットボトル落としたんでしょ」

「ご、ごめんなさい。今、拭ふくから……」

「いらない。ここは拭ふいておくから、とっとと保健室に行ってきなさいよ」

「え、で、でも……」

「隣となりの席に具合の悪い人がいたら、私が迷めい惑わくだって言ってるんだけど。風か邪ぜとかなら、うつされても困るし」

「あ、えっと……ご、ごめんなさい……」

　女子は困こん惑わくしながらも席を立ち、ふらふらと教室を出て行った。

　蒼あお月つきさんの言葉に従い、保健室に行ったんだろう。

　聞き耳を立てていた連中は、ひそひそ声で蒼あお月つきさんを非難する。

「何あれ。具合悪い子に、あんな言い方することなくない？」

「ほんと蒼あお月つきさんって、こわ～」

　……怖こわいか？

　言葉がキツいだけで、言ってる内容や行動は優やさしいと思うんだが。

　なんで、あんな態度ばっかとるんだろ。

　根は悪い子じゃなさそうなんだから、もっとうまくやればいいのに。解げせぬ。

「ちょっと。私に何か文句があるなら、正々堂々言いにきたら？　聞こえよがしにぼそぼそ呟つぶやくとか、かっこ悪いわよ」

　彼女はまた自ら火に油を注ぐ。そんなにキャンプファイヤーがお好きか？

「……うざ～」

　隣となりから、不ふ機き嫌げんそうな声。

　ガミが校内の自じ販はん機きで売ってる「ロイヤルストロベリーチョコレートミルクレモンティー」をすすりながら、蒼あお月つきさんに不ふ穏おんな視線を向けている。

　クラスの女王であるガミからしたら、自分と同じくらい目を引く容姿な上に、自分に従属しない蒼あお月つきさんのことは、かなり苛いら立だたしい存在なんだろう。

　怒いかりを緩かん和わさせることを狙ねらって、あえて、からっと笑ってみせる。

「どーでもよくね？　ほっとけば。んなことより、楽しい話しよーぜ。駅の向こう側にオープンする店のことなんだけどさー」

　流され、流す。自分のことも他人のことも。

　そうやって川の中の落ち葉のように暮らしていけば、三年間なんてきっと、あっという間に過ぎてくれるさ。







　それにしても、陽キャってなんでこうしょっちゅうつるんで遊びに行くんだろうね。

　カラオケ、ファミレス、カフェ、ゲーセン、ファーストフード。金がない日は教室に残ってダベッたりとか。

　人間関係のために調子を合わせてるけど、本当は、皆みんなノリノリすぎてついていけねーと思う。

　今日も、ガミ達に付き合っていたらすっかり遅おそくなってしまった。もう空が暗い。

　たまには一人、家でゆっくりアニメ観みてぇー。

　録とり溜ためたアニメのことを考えつつ、最も寄より駅えきから家への道を歩く。

「……ん？」

　その途と中ちゆう──近所の公園で、ブランコに腰こしかける人ひと影かげを見つけた。

　うちの学校の制服。六月の風に揺ゆれるサラサラロングヘア。

　暗いから顔はよく見えないが、蒼あお月つきさん、だよな？

　こんな時間に一人で何してるんだ、あの子。

　ぽつんとブランコに座り、文庫本を眺ながめている姿は、どこか物もの憂うげに見える。

　本を読んでいるというより、ただポーズとして本を開いて、読みもせず物思いに耽ふけっている感じ。あるいは時が過ぎるのをじっと待っている感じ。

　実際、彼女の手は全然ページをめくろうとしない。

　もう遅おそいのに、こんなひとけのない場所に女の子一人ってのは、危なくねえか。

　これがゲームなら、選せん択たく肢しが出る場面だよなー。




　・話しかける

　・無視して帰る




　って、わかりやすいくらいにフラグが分かれるやつ。蒼あお月つきさんルートに入るか否いなかの分ぶん岐き点てん。

　そんなことを考えていると、うっかり声をかけたくなる衝しよう動どうにかられてしまう。

　だがしかし、いっときの感情に左右されてはいけない。

　俺は平へい穏おんな学校生活を送りたいんだ。地じ雷らいは回かい避ひするべし。

「…………」

　気づかなかったふりをして去ろうとした──ものの。

　なぜか足が動かない。おかしい、故障かな。スポーツ漫まん画がの主人公だったら、大事な試合中とかに突とつ然ぜん足の調子が悪くなったらドラマになるところだが。生あい憎にく俺は運動部に所属しているわけでもないし、なんのドラマも始まらない。

　──実際には別に、足が痛いとかそんなんじゃない。

　ただ、気になってしまったんだ。

　こんな機会、二度とないかもしれないし。

　ずっと不思議だった。なんで、蒼あお月つきさんはわざわざ皆みんなにあんな態度をとるのか。

　だって彼女は本当に、危険を一身に引き受ける×××みたいじゃないか。

　クラス中から敬遠され、奇き異いの目で見られて、平気なのか。

　嫌きらわれているとわかっていても、彼女の口から、答えを聞いてみたい。

　……少しだけ。

　誰だれも見ていないから、少しだけ、だ。

「や、蒼あお月つきさん。こんな時間にこんなとこで何して──」

　いつもクラスで皆みんなにやっているように、ごく軽い調子で声をかけ──

　蒼あお月つきさんが顔を上げた瞬しゆん間かん、俺は凍こおりつく。

　彼女の、硝子ガラス玉だまみたいな瞳ひとみから。

　涙なみだが、流れていたから。

「…………」

「…………」

　俺も蒼あお月つきさんも、一時停止ボタンを押されたように動けなくなる。

　どのくらい、そうしていただろうか。

　やがて蒼あお月つきさんは、はっと我に返ったように、ごしごしと涙なみだを拭ふいて──




「忘れる!!」




　静かな公園によく響ひびく声で、おっしゃいました。

「……はい？」

「あなたは！　今見たものを！　忘れるっ！」

　ああ。いきなり何言ってんのかと思ったら、そういうことか。

　でもそれなら普ふ通つう、「忘れろ！」とか「忘れなさい！」とか言うだろ。どうやら相当取り乱しているご様子。

　本人も慌あわてすぎだと自覚したのか、わざとらしく咳せき払ばらいをする。

「……わ、忘れなさい。いい？　これ、命令だからっ！　従わなかったらその……えっと……あの……せ、世界が滅めつ亡ぼうするんだから！」

「さすがに規模がでかすぎるだろ」

　一いつ生しよう懸けん命めい偉えらそうな態度を取とり戻もどそうとしているけど、必死すぎて目がぐるぐるしている。微み塵じんも怖こわくない。

「と……とにかく、忘れて。私、もう行くから……っ」

「あ、待って」

　駆かけ出だそうとした彼女の手首を摑つかむ。

　反射的な行動だったので、理由も意図も何もない。このあとどうするかも、まったく考えてない。

　仕方ないだろ。正直、俺だって動どう揺ようしているんだから。

「何か嫌いやなことでもあったの？」

「うっさい。生きてりゃ嫌いやなことくらいあるでしょ。あなたに同情される筋合いない」

「つってももう遅おそいし、一人でどっか行かせるのはさすがに心配っていうか……そもそも、ここで何かしてたの？」

「何もしてないわよ……っ。家にいるのが嫌きらいだから、時間潰つぶしてただけ」

　家にいるのが嫌きらい、か。極度に人と関わらないようにしてることといい、何か事情でもあるんだろうな。

　とはいえ、そんなデリケートな部分に踏ふみ込こめる関係でもないし、ああもうどうしたらいいんだ、この状じよう況きよう？

「でももう暗いし、危なくない？」

「別に。家、すぐ近くだし」

「え、蒼あお月つきさんこのへん住んでるの？　俺もすぐ近所なんだけど」

「あっそう。だから何？」

　そろそろ苛いら立だってきたのか、じろりと睨にらまれる。

　いいかげんしつこいよな。でも……。

「あのさ……うちのクラス、辛つらい？」

「……それも、別に。浮うくようなことしてるのは、私自身だもの」

「だよな。なんで、わざわざそんなことするんだ？」

「あなたには関係ない」

「皆みんなから冷たい目で見られるの、好きなの？」

「蹴けり飛とばして踏ふむわよ!?」

「や、場を和なごまそうとしての必死のジョークでした。ごめん」

　美少女からでさえあれば踏ふまれるのもご褒ほう美びだけどね。

「だってさ。わざわざ周囲を敵に回す理由がわからなくて。自分に損なことしかないのに」

「別に損得とかで考えてるわけじゃないわ。ただ……言いたいことを、言ってるだけ、よ」

「本当？　でも蒼あお月つきさん、実は優やさしいじゃん」

「は？」

「いつも口ではキツいこと言いながら、行動自体は優やさしいでしょ。ノート貸さなかったのは、自分で勉強しなくなるのを心配してのことだし、他にも体調悪い人を保健室に行かせようとしたりとかさ」

　頭ではちゃんとわかっている。「蒼あお月つきさんに優やさしくしたところで、俺にメリットはない」と。

　でも、こんな場面見てしまって放っておけるほどには、割り切れない。

「だからさ……もったいないよ。そういう優やさしさ、もっと表に出せばいいのに」

　きっとまた辛しん辣らつな言葉を返されるのだろうなと思いながら言う。

　しかし蒼あお月つきさんは俺を罵ば倒とうすることなく、冷たい視線を向けてくることすらなかった。

　ただ下を向いてぎゅっと制服のスカートを握にぎり、ぽつりと呟つぶやく。

「…………傷つけちゃうだけ、だから」

「──え？」

「なんでもない。ああもう、あなたしつこい！　うざい！」

　蒼あお月つきさんは俺の手を振ふり払はらい、走っていく。

　けれどある程度距きよ離りをとったところで振ふり返かえり、キッと目を吊つり上あげた。

「言っとくけど！　人間なんだから、たまには涙なみだが流れることくらいあるの！　その、なんていうか、たまたま目にゴミが入っただけ！　だから、あなたが心配する必要なんてないんだから……明日までに、記き憶おく喪そう失しつになっておくこと！」

　それだけ言うと、今度こそ彼女は振ふり返かえらず走ってゆく。

　……さっきの言葉。なんでもないと言われたって、残念ながら俺はラブコメの「今なんて言ったんだ？」系聞きき逃のがし主人公ではないので、ばっちり聞こえてしまった。

「傷つけちゃうだけだから、ねえ……」

　絶対、何か事情がありそうなんだよな。

　深入りすべきじゃない、とはわかっているんだけど。







　家が近いと言っていただけあって、それから何度か、俺は同じ公園で蒼あお月つきさんに出くわした。

　関わらないようにしようと思う反面、彼女を見かけると声をかけてしまう自分がいる矛む盾じゆん。

　教室では人目を気にしてしまうけれど、誰だれの目もないところでなら、彼女に声をかけるハードルも低いし。

　蒼あお月つきさんからしたら、お節せつ介かいで迷めい惑わくなんだろうが。

　だが意外にも彼女は──いつも決して笑わないし愛あい想その欠片かけらもないものの──話しかければ無視することなく会話に応じてくれた。

　まるで、冷たい言葉の下では会話に飢うえていて、他者との交流を求めているように。

　──公園でのやりとりは一学期が終わり、夏休みに入ってからも続いた。

　俺がクラスの連中と遊んできた帰りとか、駅から家に帰るまでに、どうしてもこの道は通るわけだし。

　蒼あお月つきさんはいつも、これまでと同じ時間を切り取っているように、代かわり映ばえなくぽつんとブランコに腰こしかけている。

「夜とはいえ、さすがに屋外は暑いでしょ。熱ねつ中ちゆう症しようとかなるよ」

「うるさい」

「もっとクーラーきいてるとことかに行けばいいのに」

「余計なお世話。昼は図書館に行ってるし」

「そっか。……でもほんと、体調には気をつけなね」

「…………」

　無言で俯うつむいたあと、蒼あお月つきさんはブランコの前に立っている俺をじっと見上げる。

「……ねえ、あなたさ」

「ん？」

「どうして、私に構うの？」

「どうしてって──」

　あんな涙なみだを見てしまったから。

　誰だれも味方のいないひとりぼっちなところが、昔の自分を思い出すから。

　本当の気持ちを隠かくしてそうなところが、今の自分と重なるから。

　だから気になって、放っておけない？

　──いや。

　本当は、違ちがう。

　蒼あお月つきさん相手だと、いちいち顔色を窺うかがわずにすむ。

　ガミとか、スクールカースト上位の奴やつらと接するときと違ちがって、蒼あお月つきさんにはいちいちご機き嫌げんをとる必要がない。

　だって別に、彼女に嫌きらわれたところで、クラスでの人間関係に支障が出るわけでもないのだから。

　それに、確かに蒼あお月つきさんは表面上、気が強くて辛しん辣らつだけど。

　でも俺だけに冷たいんじゃなくて、「蒼あお月つきさんは誰だれに対しても同じようにこうなんだ」って思えば気にならないし。

　本当に怖こわいのは、皆みんなには笑え顔がおな人が、自分にだけ蔑さげすみの目を向けてくることだから。

　だから、彼女といると、楽だ。

　クラスで「友達」として接してる、他の奴やつらといるよりもずっと。

　でもそんなこと言えない。

　また教室という箱の中に戻もどったら、皆みんなと同じように彼女を腫はれ物ものとして扱あつかうくせに、そんなこと言えるはずない。

「だってクラスメイトだし、気になるじゃん？」

　だから俺はミントの歯は磨みがき粉こかよという爽さわやかな作り笑いで、ごくごく無難なことを言う。

「…………」

　蒼あお月つきさんはしばらく黙だまったあと、ゆっくりと口を開いた。

「《馬鹿みたい》」

　あまりにばっさりと切り捨てられ、苦く笑しようする。

　けど不思議なことに、彼女は見下すような目はしておらず、むしろその目は微かすかに潤うるんでいた。

「……なんでもない、忘れて。……やっぱり、駄だ目めだ……」

　駄だ目めってどういうことだ？　蒼あお月つきさんの言動が謎なぞなのはいつものことだし、追及はしないけど。

「とにかく、何度も言うけどもう私に関わらないで。夜や船ふね君は友達が多いんだから、私なんかにちょっかい出す必要ないでしょ」

「……まあ。確かに俺は、友達と呼べる人は多いけど」

　でもそれは本当に友達と「呼べる」だけだ。名目上、表面上だけの付き合いだ。

　少しも本心を打ち明けられない、好きなものも共有できない相手が、本当の友達であるはずがない。

　なのに今の蒼あお月つきさんみたいに、周りから見たら友達が多いと思われている。

　虚きよ像ぞうと現実の温度差がひどくて、たまに現実を思い知りたくなってしまう。

「ねえ、蒼あお月つきさん」

「何よ」

「俺のこと、嫌きらい？」

「…………」

「えっ無視？　何か言ってよー（笑）」

「……《当然でしょ》」

「うん。蒼あお月つきさんはそう言ってくれるって、知ってた。よかった」

「……何が言いたいの？」

　訝いぶかしげにじっと見つめる蒼あお月つきさんと対照的に、俺は穏おだやかな笑え顔がおを浮うかべていられた。

「蒼あお月つきさんの言う通り、俺は馬鹿みたいな人間なんだ」

　素の自分を隠かくして、噓うそや綺き麗れいごとで塗ぬり固かためて。

　この生き方を変える気はないけれど、上うわっ面つらだけの薄うすっぺらい自分が好かれているのが、ときどき無む性しように気色悪くなる。

　──脳のう裏りに一いつ瞬しゆん過よぎってしまったのは、中学二年生のときの体育祭のこと。

　今にも泣きそうなクラスメイトを、俺は遠くから、ただ見ていただけだ。

　思い出すと吐はき気けがしてくるので無理矢理記き憶おくに蓋ふたをして、目の前の瞳ひとみを見つめた。

　蒼あお月つきさんはこんな俺を、はっきり馬鹿みたいと言ってくれる。

　俺も、そう思うよ。

「だからさ、蒼あお月つきさん。他の奴やつらが【俺】をもてはやそうが、蒼あお月つきさんは……」

　何を言っているのか、自分でもわからなくなってきた。夏の暑さで、頭がどろどろに溶とかされてしまっている。

　夏って、どうかしてる季節だと思う。

　暑いし、じめじめしてるし、蟬せみは呪じゆ文もんかよってくらい無限に鳴いてるし、太陽はひたすら眩まぶしいのに影かげは濃こいし、エモさの象しよう徴ちようみたいに言われてる駄だ菓が子し屋やのラムネだって、俺は飲んだことねーし。

　夏休みなんて、リア充じゆうと非リアの明暗がはっきり分かれる時期だ。だから思考がおかしくなる。非リアのくせにリア充じゆうぶってる自分が馬鹿馬鹿しくてバグッちゃう。

　ともかく、俺がこんなこと言ってるのも、夏のせいなんですよ。

「蒼あお月つきさんだけは絶対に、【俺】にデレたりしないでほしい」

　ぱちぱちと、二度ほど瞬まばたきされた。

　硝子ガラス玉だまみたいな瞳ひとみがじっと俺を見つめる。

「…………デレる、って？」

　首を傾かしげる蒼あお月つきさん。意味がわからないというより、なんでその言葉をチョイスしたのか不思議がっている様子だった。

「──なんでもない、忘れて」

「ちょっと、それは卑ひ怯きようでしょ」

「蒼あお月つきさんだってさっき言ったじゃん」

「…………」

　蒼あお月つきさんはむっと黙だまり込こんでしまったけれど、やがてブランコに座ったまま、俺を見上げ尋たずねてきた。

「夜や船ふね君は……自分のことが、嫌きらいなの？」

　心の柔やわらかな部分に触ふれるような声。

　これ以上踏ふみ込こまれたらまずい、と我に返る。

　自分を晒さらしすぎた。「やだなー、冗じよう談だんだよ」みたいにおどけてみせる場面だったはずなのに、迂う闊かつにも咄とつ嗟さに言葉に詰つまってしまい、せめて明るい笑え顔がおを浮うかべることで誤ご魔ま化かす。

「じゃ、俺もう行くわ。蒼あお月つきさんもそろそろ帰りなよ」

　彼女に背を向け、呼吸しているだけでもじっとりと汗あせの浮うかんでくる、気持ちの悪い夏の夜道を歩く。

　表面を取とり繕つくろってるだけで、本来俺は人に好かれるようなキャラじゃない。

　もちろん、リア充じゆう的な演技は意図してやってることなんだから、好かれなきゃ困るわけだし、本当の自分をわかってほしい！　なんて全部曝さらけ出だして人生転落することが一番愚おろかだと理解しているけど。

　誰だれにも弱い自分なんか見せないまま歩き続けていくのが賢かしこい人生なんだってこともわかっているけど。

　でも、どうしてだろう。

　作り笑いなんか浮うかべてる偽にせ物ものの俺なんか、彼女にだけは、好きになってほしくないと思う。

　まあ多分、全部夏のせいなんですよ、うん。夏のばかやろー。




　　　　　　　　　　◇




「……ただいま」

　私が帰ってきてそう言ったところで、「おかえり」なんて声が返ってこないのはわかっている。

　なのにどうして、ただいまなんて言ってしまうんだろう。

　私はまだ何か、期待しているんだろうか。

　リビングではお父さんとお母さん、それと弟が楽しそうに喋しやべっている。

　夕飯は公園でサンドイッチを食べたので、そのまま自分の部屋に直行し、ベッドに倒たおれ込こんだ。

　ぼうっと天てん井じようを見ていると嫌いやなことを考え込んでしまいそうなので、気を紛まぎらわすため、いつも通り文庫本を開く。

　だけど開いたページは、よりにもよってヒロインが主人公に告白するシーンだ。

　話題になってるミステリ小説だから買ったのに、どうしてどんなエンタメ作品にも「恋れん愛あい要よう素そ」なんてものはついて回るんだろう。

　ため息を吐つきつつ、反へ吐どの出るような文章を視線でなぞってゆく。

　好き。

　愛してる。

　ずっと傍そばにいて。

　砂糖の塊かたまりみたいに、甘ったるい言葉の羅ら列れつ。

　私にとっては全部「意味のない言葉」。

　……でも。

　なんとなく、今日はそんな言葉達を口にしてみる。

　単なる気の迷い。……さっき夜や船ふね君にわけのわからないことを言われたから、気分が変になっているんだ。

　軽く息を吸い込んだあと、「本に書かれているのとまったく同じ言葉」を口にする。

「《嫌きらい》……」

「《消えてほしい》……」

「《金輪際近寄らないで》……」

　本当は甘いはずの告白達は、苦々しい独り言として部屋の中に消えてゆく。

「やっぱり、駄だ目め」

　夜や船ふね君の前で言ったのと同じ言葉を繰くり返かえして、文庫本を閉じる。

　甘い愛の言葉なんて囁ささやくことができない。

　──だって私は、呪のろわれているから。

　それはきっと、誰だれに話しても信じてもらえない、馬鹿げたおとぎ話みたいな過去。

　子どもの頃ころ、私は「魔ま法ほう使つかい」にとあることを願った。

　その代だい償しようとして、「素す直なおな好意の言葉」を封ふうじられた。

　好意の言葉を口にしようとすれば、全て「反転」してしまう。

　好きと言えば《嫌きらい》に。

　傍そばにいてと言えば《近寄らないで》に、といった具合だ。

　想おもいが強ければ強いほど反動的に、口から出た瞬しゆん間かん冷ややかな言葉と化してしまう。

　反転するのは好意の言葉だけだから、「嫌きらい」と言ってもそのまま口から出るだけで、逆にして言おうが意味がない。ちなみに「好き」だけだと言えないけど「好きじゃない」なら好意ではないから言える。

　口にしないで紙に書いたり、スマホのメッセージで伝えようと試ためしてみたこともあるけど、全部無む駄だで反転されてしまった。

　だから私は、他人に好意を伝える方法がない。

　好意というのは、家族愛、友愛でもそうだ。……というかむしろ、「恋れん愛あい」は試ためしたことがない。恋こい人びととか、いたことないし。

　いずれにせよ、反転によって不用意に他人を傷つけないよう、高校に入学してからも、誰だれとも関わらないようにしていたんだけど。

　完全な無言を貫つらぬき通とおしているのも、物もの珍めずらしがられてちょっかいを出されてしまうことが多々あって。

　忘れもしない、あれは一ヶ月前──クラスの女子達と、そして夜や船ふね君にノートを貸してと言われたとき。

　ここらで私がどれだけ辛しん辣らつか、関わらないほうがいい人間か知らしめるために、あえて冷たい言葉を浴びせたのだけれど。

　……あれは、やりすぎた。完全に、やりすぎた。

　思い出すと羞しゆう恥ち心しんと自じ己こ嫌けん悪おが込こみ上あげてきて、ぼふっと枕まくらに顔を埋うずめてじたばたしてしまう。

　あああ、ごめんなさい。夜や船ふね君も、あのときの子達も、本当にごめんなさいごめんなさい……。

　夜や船ふね君とちゃんと話すようになって、彼は本気でノートを要求したわけじゃなく、むしろ私を助けようとしてくれていたんだなって、ようやく気づいたし……。

　どうして私は、いつもこうなんだろう。

　好意の言葉が反転するからといって、人を傷つけずにすむ方法はいくらでもあるはずだ。

　それこそもっと加減すればいいものを、これまで全然人と関わろうとしてこなかったせいで、いざ話しかけられると緊きん張ちようしてちっともうまくできない。自分でも呆あきれるくらい酷ひどい言葉が喉のどを抜ぬけてゆく。

　しかも、「素す直なおな謝罪」というのも、広義の意味で「素す直なおな好意」に含ふくまれてしまうのか、「ごめんなさい」も「悪かったわ」も言えないのでフォローすることもできない。どうせ《謝らないわよ》とか《私は悪くない》に反転してしまう。

　そう──「素す直なおな好意」って、どこまでセーフでどこからアウトなのか、かなり曖あい昧まいなのだ。自分自身でも定義がよくわからない。グレーっぽい言葉を発するのはリスクが高いので気をつけるようにしている。

　はあ、と大きなため息を吐ついた。

　──皆みんな、最初から私のことなんて放っておいてくれればいい。

　そうしたら、私のせいで誰だれも傷つけずにすむ。諦あきらめもつく。

　皆みんなを不快にさせないためにも、私は独りでいるべきなんだ。

　それが一番なんだってわかっているのに──

　強がっていても、本当は友達が欲ほしくて、誰だれかと話したくて。

　寂さびしくて泣いていたところを、夜や船ふね君に見つかってしまって。

　……夜や船ふね君は、とても人気者だ。彼の周りにはいつも人がいて、学校じゃ簡単に話しかけられる相手じゃない。

　でも夜の、あの公園では、いつも私に話しかけてくれる。

　普ふ段だん全然人と話さないから、うっかり嬉うれしくなって……本当は彼とも関わらないようにするべきなのに、会話に応じてしまっていた。

　あの公園に行くべきではないと思うときもあったけど、結局足を運んでしまう。

　正直すごく楽しい。私の退たい屈くつで冷たい日常の中で、あの時間だけが別の色を持っている。

　でも──結局駄だ目めなんだ。

　今日だって本当は、「ありがとう」って。あのとき、そう言いたかったのに。

　好意を込こめた言葉は捻ねじ曲まがり、《馬鹿みたい》なんて言葉になってしまった。

　そのあと、「俺のこと、嫌きらい？」って聞かれたときの「そんなことない」も、《当然でしょ》になってしまったし。

「……だけど」

　ころんと寝ね返がえりを打ち、天てん井じようを見つめる。

　あのとき──私が「どうして、私に構うの？」と聞いたとき。

　本当は夜や船ふね君も、別のことを言おうとしていた気がする。

　まさか私みたいに、特とく殊しゆな事情を抱かかえているわけではないだろうけど……。

　でも、私と二人で話すときと、教室で皆みんなと話しているときとで、夜や船ふね君は雰ふん囲い気きが少し違ちがう。

　私に声をかけてくれる理由……私が独りぼっちだから気を使って話しかけてくれている、なんて親切心だけじゃないようにも思えるんだ。

　だったら本当の理由はなんなのかって、それはわからないけど……。

　──「夜や船ふね君は……自分のことが、嫌きらいなの？」

　そう聞いたとき、彼は何も言わなかった。

　ああ聞かれて咄とつ嗟さに否定しないなんて、肯こう定ていと同義だ。

　彼からの、嫌きらいかという質問に私が《当然でしょ》と言ってしまったことにも、「よかった」なんて返していたし。

　まるで自分の嫌きらいな自分自身を他人からも嫌きらってもらえて、安心しているみたいだった。

　どうしてだろう。あんなに明るくて、優やさしくて、皆みんなから人気なのに。

　……本当の夜や船ふね君はもしかして、周りの人達が思っているような人じゃないのかもしれない。

　明るい顔の下に違ちがう顔を隠かくしているのかもしれないし、歪ゆがんだ部分だってあるのかもしれない。

　でも、関係ない。

　私にかけてくれる優やさしい言葉が、噓うそでもいいの。

　それでも、私が嬉うれしかったことに変わりはないんだから。

　それに、本音を出せずにいるんだったら、私だって同じだ。本当に思っていることを、伝えられずにいる。

　呪のろいなんか受けている私は、人と関わったり、まして人を好きになったりするべきじゃない。

　独りは寂さびしいけれど、呪のろいを受けたのは自じ業ごう自じ得とくなんだって、自分への罰ばつなんだって思って今まで我が慢まんしてた。

　だけど──夜や船ふね君と、もっとちゃんと、話してみたい。

　たとえあなたがどんな人であっても、私はあなたに感謝しているんだって、伝えてみたい。

　私なんかの言葉で何かが変えられるとは思わないけど、ほんの少しでも、私でも力になれることがあるのなら……夜や船ふね君のために、何かしたいと思う。

　夜や船ふね君は泣いている私に声をかけて、私なんかのことを、本当は優やさしいと言ってくれた。

　嬉うれしかった。心が、ふわっと温かくなったの。

　だから私も、ほんの少しでも、夜や船ふね君に何か返したい。

　だけど、どうしたら伝えられるんだろう。努力だけじゃどうにもできない。だって私にかけられているのは魔ま法ほうの力であり、呪のろいだ。

　……この呪のろいを、完全になくしたいなんて虫のいいことは言わない。

　一度……一度だけでいい。私はあなたが嫌きらいじゃないって、伝えたいの。

　もどかしい思いを抱かかえて、ぎゅうっと枕まくらを抱だきしめる。

　ああでも、待って？　夜や船ふね君、こうも言ってたっけ。「蒼あお月つきさんだけは絶対に、【俺】にデレたりしないでほしい」って。

　デレる、なんて普ふ段だんの彼らしくない言葉のチョイスだ。

　だからこそ、彼の心に小骨のように刺ささっている何かがあるんじゃないかと感じて、胸がモヤモヤする。「何か」の正体がはっきりとはわからないから、尚なお更さら。

　デレないでって、好きにならないでほしいってことだよね。……遠回しに、おまえなんか好みじゃないから、恋れん愛あい対たい象しようにするなって言われてる？

　そう言われても無理はないけど、もっと別なニュアンスだった気がする。

　やっぱりこれも、自じ己こ嫌けん悪おとか、自じ罰ばつ的てきなものが、秘められてるんじゃないのかな。

　私にもそういうところあるから、自分を嫌きらう気持ちっていうのは、わかるよ。

　でもあなたは私と違ちがって、自分を嫌きらいになる必要なんてない。

　私はあなたをよく知っているわけじゃないけれど、あなたはきっと、本当に優やさしい人だから。

　私だって、本当はあなたを嫌きらいなんかじゃない。……全然、ない。

　だから、あなたはそのままで素す敵てきだよって、心から伝えたいのに──

「……こっちはデレたくてもデレられないのよ、ばか」
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　ガミ達に付き合ってライブ行ったり祭り行ったり、イベントスタッフのバイトしたり。そんな、いかにもな夏休みが明けた。

　夏休みこそ交友関係に時間を割さかなければ、夏休み明けに居場所がなくなってるからな。

　高校生活も二学期ともなると、一学期のときは不安定だったクラス内の地位や人間関係もすっかり固定化される。夏休みデビューなんて人はいないみたいだ。

　なお、蒼あお月つきさんの立ち位置は変わらず「クラスで浮うきまくってる孤こ高こうの毒どく舌ぜつ娘むすめ」。

　もはや誰だれも彼女に近寄ろうとしないし、俺も教室では彼女に話しかけない。

　しかし、どんなに多た忙ぼうな毎日でも、夜の公園でのお喋しやべりは続けていた。

　俺みたいな人間が、彼女とこれ以上関わるべきではない。そう思いつつも、何かと都合をつけて彼女と会っている。

　だけど誰だれも見ていないところでしか話せない。その件に関して、もしも誰だれかに「卑ひ怯きようだ」と言われれば「そうですね」としか答えようがない。誰だれも俺達の関係なんか知らないから、そんなこと言う第三者はいないけど。




「ガミー、今日はこのあと、どうすんの？」

　授業が終わり、俺が尋たずねると、ガミは「ロイヤルストロベリーチョコレートミルクレモンティー」をストローで吸いながら笑う。

「私、これから合コン。羨うらやましいっしょ」

「わー何それ。ガミと合コンとか、他の女子がかわいそ」

「どーいう意味？」

「だってガミいたら、男全員ガミ狙ねらいに行くっしょ」

「ふん」

　当然でしょ、とでも言いたげな表情。女王はこのくらいのお世辞で上じよう機き嫌げんになるほどちょろくない。

「えー何。ガミ今日、雰ふん囲い気き違ちがうなーと思ったら合コンなの？」

　ひょこりと俺達の会話に割って入ってきたのは、坂さか名なだ。

　この男、イケメンで女好きという、本来の俺からすれば対極のタイプだが、いつの間にか俺のいわゆる親友キャラ的なポジションになっていた。

　ガミを囲んで皆みんなで一いつ緒しよに遊んだりしているうちに、なんか自然とそうなっていたのだ。体育とかで「二人一組作って」って言われると相手は大体こいつ。

　別に特段好きとかではないけれど、坂さか名なを敵に回すとこいつのファンの女子も敵に回すことになるから、仲よくしておくにかぎる。

「そ。他校の男子達とね」

「へー、なんか不思議。夜や船ふねとガミって、よく一いつ緒しよにいんのに付き合ってないんだよなあ」

「そりゃーガミ様は俺なんかにはもったいないですから？」

「夜や船ふね、あんたちょっと馬鹿にしてない？」

「してない、してないって。マジで思ってるよ。ガミならもっといい男捕つかまえ放ほう題だいじゃん。摑つかみ取どりっつーか、踊おどり食ぐいっつーか？」

「何それ。ま、その通りだけど！」

「うわー、自分で言い切ったよこの子」

「夜や船ふねは彼かれ氏しとかじゃなくて、飼い犬みたいなもんだから」

「いやいや、俺、犬っすか！」

「私の犬なんだから嬉うれしいでしょ。ワンって鳴いてみなさいよ」

「うわー、女王様だ！（笑）」
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　上うわ滑すべりの会話だ。でもガミも坂さか名なもいかんせん顔が美しいから、やけにキラキラした空気が流れているような気がしてしまう。

「さて。あんたらと話してる時間とかないし。じゃーねー」

　短いスカートを翻ひるがえし去っていくガミ。

　その後ろ姿が完全に見えなくなったところで、空気を悪くしないための笑え顔がおを保ちつつ、坂さか名なのほうを向く。

「おまえさー、何言ってんの」

「え、俺なんか変なこと言ったー？」

「俺とガミが付き合ってるとかなんとか」

「えーだって、ガミっておまえのこと気に入ってんじゃん。合コン行くとかわざわざ言うのもさ、妬やいてほしいんじゃねーの？」

「さっきも言ってただろー、俺は単なる犬なの。ワンワン！」

「何それ無む駄だに鳴なき真ま似ねうめえ（笑）。さーて、俺もこのあと、最近知り合った子とデートだから行くわー。じゃーねー」

　へらへら笑いながら去っていく坂さか名な。

　付き合ってるとかどうとか、そういう恋れん愛あい話ばなしが好きなのはわかるが、俺を巻き込まないでほしい。本人達が合コンとかデートとか行きまくる分には、ご自由にって感じなんだけど。

　陽キャだろうがリア充じゆうだろうが、俺に実害さえ出さないならどうでもいい。ガミのことも坂さか名なのこともだ。

　そういうふうにレッテルを貼はって、区別している自分がクソだという自覚はある。

　陽キャのふりをして陽キャと一いつ緒しよにいるのは他でもない自分自身で、結局は全部、自分が選んでやっていることなんだから。

　……ともあれ、今日の放課後はフリーだな。家帰ってゆっくりラノベでも読もう。

　下げ駄た箱ばこへ向かっていると、途と中ちゆうの資料室の前で、蒼あお月つきさんがうちの担任と何か話しているのが目に入った。

　あ、なんかフラグの予感。強制イベントの予感。

「蒼あお月つきさん、もう一人の日直はどうしたの？　私、二人で来てって言ったよね」

「知りません。多分サボりだと思いますけど」

「も～仕方ないなぁ……。さすがに一人じゃ大変だろうし……あっ」

　早足で通り過ぎようとしたけれど、そこは先生に発見されるというお約束。

「夜や船ふね君！　ちょうどいいところに。ちょっと蒼あお月つきさんを手伝ってあげてくれる？」

「先生。私、手伝いなんていりません」

「だーめ。一人だと時間がかかって今日中に終わらないでしょ。それに先生ね、蒼あお月つきさんはもうちょっと、人と交流することを覚えるべきだと思うの！　だから、たまには誰だれかと一いつ緒しよに作業してみて？」

　うちの担任であるこの白しら浜はま先生は、生徒にもフレンドリーで明るいが、悪気なくデリカシーのない部分もある、諸もろ刃はの剣つるぎのような人だ。若くて可か愛わいいので男子には人気があるが、女子からは嫌きらわれているという声もよく聞く。

　蒼あお月つきさんは不快そうに眉まゆを動かしたものの、先生は気づいていないのか、けろりと告げる。

「だーいじょーぶ、資料室を掃そう除じして、いらないプリントを適当にシュレッダーかけてくれればいいだけだから！　夜や船ふね君、サボって逃にげちゃ駄だ目めだよ！　終わったらちゃーんと二人で報告に来ること！」

　元の日直はサボって逃にげてるのにか。理り不ふ尽じん。

　先生は簡単に書類の整理の仕方、どのへんが処分していいものなのかなどを告げると、早々に去ってしまう。

　俺は蒼あお月つきさんと二人、資料室前に残されたわけだが……。

「…………」

「…………」

　視線だけ一いつ瞬しゆん交わっても、会話を交かわすことはない。

　室内に入ってからも微び妙みような距きよ離りを開けたまま、二人で作業を始めた。







「大体こんなもんでいいか……」

　資料室、なんていっても実際は雑多な物置みたいなものだ。

　古いプリントやら教材の山やらにたっぷり埃ほこりが積み上がっていて、片付けに結構な時間がかかってしまった。窓の外の空も、すっかり赤みがかっている。

　結局、作業開始から終しゆう了りようまで、俺達は事務的なこと以外ほとんど言葉を交かわさなかった。

　室内は二人だけとはいえ、学校内というだけで夜の公園で過ごしているときとは空気が違ちがって、どこか息苦しい。

「蒼あお月つきさん、そっちは終わった？」

「あと、このダンボールの中身を整理したら……」

「んじゃ手伝うよ。とっとと終わらしちゃおう」

　大きめのダンボール箱を開けると、古く黄ばんだプリント類がぎっしり詰つまっていた。

「なんでこんなの、いつまでもとっとくんだろ。んで、なんで俺らが捨てなきゃならないんだか」

　今まで放置しまくってたのが校長に見つかって、いいかげんやらなきゃならない、みたいなことを先生は言ってたが。ちょうど日直だった蒼あお月つきさんも、それに付き合わされた俺も運が悪いとしか言いようがない。

「……あれ。これなんだろ」

　箱の脇わきのほうに入っていたのは、一冊の分厚いノート。

　ピンク色で、表紙には星だの猫ねこだののシールが貼はられている、いかにも女子っぽいものだ。

「誰だれかの忘れ物か？」

　ぱらぱらとページをめくり、中身に目を通す。

「授業用とかじゃなくて、日記……？」

「……あんまり見ないほうがいいんじゃないの」

　蒼あお月つきさんがじとりとした視線を向けてくる。持ち主に悪い、と言いたいのだろう。

「そうだけど、置きっぱにしとくのもアレだし。名前とかクラスが書いてあったら返せるのになーと思って。……つっても、古さ的に卒業生のやつかな……ん？」

　ぱらぱらとノートを流し見していた中、大きく絵が描かかれたページが目に留まる。

「なんだ、この絵」

　黒い三さん角かく帽ぼう、長いローブ。木製の杖つえ。

　ファンタジーに出てきそうな「魔ま法ほう使つかい」そのまんまって感じの絵だ。つっても絵自体はあまり上う手まいとはいえない、拙つたないものだが。





■七月二十五日

　魔ま法ほう使つかいさんと出会った。

　夜色の帽ぼう子しと服。月の光みたいな金色の髪かみ。木でできた長い杖つえ。

　小さい頃ころ、絵本で読んだ魔ま法ほう使つかいの姿そのもので、しかもすっごく可か愛わいい女の子で……初めて見た瞬しゆん間かん、自分の目がキラキラするのがわかりました。

　興奮して思わず魔ま法ほう使つかいさんに抱だき着つこうとしたら、長い杖つえで叩たたかれて、とっても怒おこられました。「人間が私に触ふれると危険だ。絶対に触さわるな」って。

　魔ま法ほう使つかいさんの名前は「シェル」と言うらしいです。

　どうやらシェルのことが見える人はあまりいなくて、霊れい感かん？　とはちょっと違ちがうけど、そういう素質が必要なんだそうです。

　シェルが自分から「姿を見せよう」と思えば見えるようになるらしいですが……何もしないでも見える、私みたいな人間は珍めずらしいんだって。

　シェルは私に「さっさと帰れ」と言って、最初は全然話してくれませんでした。

　でもせっかく、初めて会えた魔ま法ほう使つかいさんです。私はシェルと仲よくなりたかったので、一人でたくさん、いろんなことをシェルに話しました。

　学校のこと。よく行くお店のおいしいケーキのこと。登校中によく見かける黒くろ猫ねこのこと。

　シェルはほとんど相あい槌づちも打ってくれなかったけど、でも少し離はなれたところに座ったまま、どこかへ行こうともしませんでした。

　日が暮れた帰かえり際ぎわ、シェルは私に「今から日課の魔ま法ほうの練習をするから、暇ひまなら見ていけば」と言って。シェルが杖つえをひと振ふりすると──

　薄うす暗ぐらくなった空に、大きな蛍ほたるみたいに、ふわふわと光の球がいくつも浮ういたのです。

　今まで見たことのない綺き麗れいな光景で、私はこのままずっと、いつまでも見ていたいと思いました。

　私が「綺き麗れいだね」と笑うと、シェルは少し頰ほおを赤くして、そっぽを向きながら「あっそ」と言いました。

　日課の練習なんて言っていたけど、私のために見せてくれたんじゃないかな？

　シェルは照れ屋さんなだけで、本当はとっても優やさしいのだと思います。

　私は、シェルが大好きになりました。

　明日からもまたここに遊びに来ていい？　と聞いたら、シェルはやっぱり目を合わせてくれないまま「私に触ふれさえしなければ、好きにすればいい」と言ってくれました。

　来ちゃ駄だ目めと言われたらどうしようかと思ったので、とっても嬉うれしかったです。

　絶対絶対、明日も、明後日あさつても、シェルに会いに行こうと思います。






「なんだこれ……日記だと思ってたのに、ここだけ創作小説なのか？　魔ま法ほう使つかいのシェルって……」

　それまでは普ふ通つうの日常が書かれていたのに、いきなりファンタジーだ。しかも百ゆ合り？

　持ち主は日記を書いている途と中ちゆうに、創作に目覚めたんだろうか。たまにあるよな、急に漫まん画がとか小説とか書いてみたくなる時期。俺はいつも途と中ちゆうで挫ざ折せつして完成させられたためしがないが。

「……っ……」

「蒼あお月つきさん？　どうかした？」

「ちょっと、よく見せて！」

　隣となりでノートを覗のぞき込こんでいた蒼あお月つきさんが、俺からノートを奪うばいページに目を通してゆく。

　さっきは「あんまり見ないほうがいいんじゃないの」なんて言っていたのに、食い入るように読んでる。どうしたんだろう？　やけに真しん剣けんな表情だ。

　蒼あお月つきさんの集中っぷりが気になって、俺も彼女の隣となりでそっとノートの字を追っていく。

　ノートにはそれからも、持ち主と魔ま法ほう使つかいの交流が毎日書かれていた。

　魔ま法ほう使つかいは素っ気ないけど、日に日に持ち主に心を開いて。

　持ち主のほうも、そんな魔ま法ほう使つかいのことをどんどん大切に思っていく内容だ。

　──けれどそんな二人の交流は、夏の終わりとともに幕を閉じる。





■八月三十一日

　夏休みが終わってしまいます。

　今年の夏休みは、毎日シェルと一いつ緒しよに過ごして、人生で一番楽しかったです。

　シェルの姿は他の人からは見えないので、人がたくさんいる場所へ行ったりはしませんでした。

　でも二人で毎日、木に登って虫の声に耳を澄すませたり、川の冷たい水に足を浸ひたしてみたり、草の上に寝ね転ころんで星を眺ながめたり……。

　何気ない時間のひとつひとつが、私には宝物でした。

　明日からは学校が始まりますが、明日からも変わらず、私はシェルのところへ来るつもり、……でした。

　──なのに。

　シェルは私に、「もうここに来るな」と言いました。

　どうしてと尋たずねると、返事はこうでした。

　私は人間で、シェルは魔ま法ほう使つかい。

　私達は本来、関わってはならない存在なのだと。

　だからシェルは「私がこれ以上おまえの時間を奪うばうわけにはいかない」と言いました。

　人間は人間同士で共に歩むべきなのだと。それが私のためなのだと。

　……シェルには、私がシェルと過ごすため、この夏休み、他の友達からの誘さそいを全て断っていたこともお見通しだったのかもしれませんね。

　このままでは私はシェルのことばかり構って、人間のお友達がいなくなってしまうと、心配してくれていたのだと思います。

　シェルは他の人間からは見えないのだから、シェルとばかり遊んでいたら、皆みんなから不気味に思われてしまうぞと──

　でも私は、シェルのことが大好きです。

　ただの好きではありません。

　少し前から、気づいていました。私のシェルへの感情は、他のお友達といるときとは違ちがうと。

　シェルと一いつ緒しよにいると顔が熱くなって、胸がとくんとくんと音を立てます。

　他の誰だれといるよりも、心がぽかぽかするのです。

　他の人では駄だ目めです。私には、シェルでなければいけないのです。

　だってシェルは、いつも一人でたくさん喋しやべってしまう私の話を、嫌いやがらず隣となりで聞いてくれていました。

　私がお母さんと喧けん嘩かして落ち込んでいた日には、何も聞かず、綺き麗れいな花を摘つんできて励はげましてくれました。

　虹にじが見てみたいと言ったら、魔ま法ほうで太陽の下に水を踊おどらせて、空いっぱいの七色の橋を見せてくれました。

　シェルはちょっと口が悪くて、不器用です。人によっては、冷たい性格に見えてしまうかもしれません（シェルが見える人はほとんどいないですが）。

　でも私は、シェルは誰だれより優やさしいと知っています。

　だから伝えました。「シェルがいてくれるなら、他のお友達なんていらない」と。

　そのときのシェルは、今まで見たこともない顔をしていました。

　薄うすく笑っているのに、目は少しも笑っていなくて、むしろどこか泣きそうな顔をしていて……。

　シェルは言いました。感情なんて全て一過性のものだと。

　だからおまえの気持ちだって、どうせ偽にせ物ものに違ちがいないと。

　私は、それを試ためすのが怖こわいのだと──

　私はどう言えばシェルが私の気持ちをわかってくれるんだろうと、混乱して、うまく言葉が出てこなくて。

　やっとの思いで、一言だけシェルに聞きました。「シェルは私のことが好きじゃないの？」と。

　そうしたら、シェルは言いました。

　──「おまえなんか嫌きらいだ」と。

　そのまま、シェルは魔ま法ほうで姿を消してしまいました。

　どれだけ呼んでも、二度と出てきてはくれませんでした。

　ぽろぽろと涙なみだが零こぼれて、私はたくさんたくさん泣きました。

　もしかしたら、シェルはもう私と会ってはくれないのかもしれません。

　それでも──

　もう二度と、会えないのだとしても。

　この気持ちは、一過性なんかじゃありません。

　たとえ、シェルが私のことを嫌きらいでも。

　私はずっと、ずっと、シェルのことが大好きです。






「なんか、切ない話だな……」

「……これ……」

「……蒼あお月つきさん？」

　彼女の声が、微かすかに震ふるえている。

「私……私、」

「どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　じっとノートを見ていた視線が、ばっとこちらに向けられた。

　その瞳ひとみの奥には、強い意志が宿っている。

「私……このノートの持ち主を、探したい！」

　まっすぐに俺を見て、はっきりと通る声で、彼女は言った。

　こんな蒼あお月つきさんは初めて見る。

　蒼あお月つきさんは気が強いけど、自分から何かがしたいとか、何かが欲ほしいとか、そういうことはほとんど言わない子だから。

　そんな彼女がこうも熱量を持っているのだから、力になってあげたい気持ちもあるけど──

「でもこのノート、どこにも名前が書いてないんだよな」

　表紙にも裏表紙にも、どのページをめくってみても、持ち主の名前は出てこない。日記ということもあって完全に一いち人にん称しようが「私」なのだ。

　友達の話とかも出てはくるんだけど、「あっちゃん」だの「ゆーぽん」だの、あだ名で書かれてるから本名がさっぱりわからん。

　八月三十一日以降の日記は、書く気が削そがれたのか、日付がかなり飛び飛びだし、何か書いてあっても数行だったりすることが多い。

　ただ最後まで読んでいくと、持ち主はもう卒業しているということはわかった。

「とりあえず、掃そう除じ終しゆう了りようの報告がてら職員室行こうか。先生達に聞けば、誰だれかしら何か知ってるかもしれないし」







「え？　そんなの無理だよー！」

　はい、職員室で白しら浜はま先生にノートを見せ「持ち主を探したい」と言ったあとの無む慈じ悲ひな即そく答とうがこれです。

「だって私はこの生徒を知らないし、ぱらっと読んだ感じ、結構前の卒業生っぽいし。大勢の卒業生の中から、この持ち主を特定して今どこで何をしているか教えるなんて無理無理！」

「……でも、先生。私、この人が今どこにいるか、どうしても知りたいんです」

「んー、けどねえ蒼あお月つきさん」

　必死に食い下がる彼女に、先生は困ったように眉まゆを下げる。

「名前も、どの代の生徒なのかもわからないんじゃ、探しようがないよー。仮に筆ひつ跡せきだけでわかる先生がいたとしても、この個人情報の取とり扱あつかいが厳しいご時世、卒業生の住所とか電話番号とか、連れん絡らく先さきを教えるのは絶対厳禁なわけね、学校として」

　ごもっともである。

　そもそも日記の持ち主からしてみたら、勝手に日記を読まれたあげく個人を特定されるなんて地じ獄ごくだよな。学校に日記を忘れるのが不注意とはいえ。

「で、でも……！」

「ていうか蒼あお月つきさん、なんでそんなに、このノートの持ち主を見つけたいの？」

　先生からの質問に、蒼あお月つきさんはぐっと言葉を詰つまらせ目を逸そらしてしまう。

「……別に、なんでもないです」

　うわあ……噓うそがつけないと言えば聞こえはいいが、不器用すぎるだろう。

　本当の理由がなんなのかは知らないが、適当にそれらしい話をでっちあげるなりすればいいのに。こんなんじゃ先生の協力が得られるはずがない。

「掃そう除じしてくれたことはありがとう。でもそのノートもきちんと処分しておいて？　それで、二人はもう下校すること！」

　笑え顔がおだがピシャリとはねのけるように言われ、二人で職員室を出た。

　さて、どうするべきか。蒼あお月つきさんとは家が近所なので、このままだと一いつ緒しよに帰ることになる。二人で駅まで行って、同じ電車に乗って……。

　もう遅おそいから生徒はほとんど残ってはいないとはいえ、誰だれかに見られたら、あらぬ誤解を招きそうだ。

「私、先帰るから。あなたはどこか寄り道でもしてればいいんじゃないの？」

「え？　いや、そこまでしなくても……」

　俺の言葉を聞くこともなく、彼女はすたすたと去ってしまう。

「……あなたと一いつ緒しよに帰りたくないって言ってるだけ。別に、気を使っているわけじゃないんだから」

　……そういう言い方をするってことは、百パーセント気き遣づかいだよな。こちらの考えを見み抜ぬかれている。

　蒼あお月つきさんと接してることを、他のクラスメイト達には知られたくない、ってことを。

　蒼あお月つきさんが俺を責めないからこそ、なけなしの罪悪感が痛む。

　こういうときこそ、「馬鹿みたい」って罵ののしってくれて構わないのに。







　学校近くの書店に寄り、男性向けファッション誌を適当にチェックして（本当はラノベとかも物色したいところだが、ここだと誰だれが見てるかもわからんから断念）、電車に乗り、駅から家への道を歩いていると──

　いつもの公園に、いつものように蒼あお月つきさんがブランコに座っていた。

　ただいつもと違ちがうのは、今日の彼女は文庫本を開くこともなく、ただブランコの鎖くさりに手を添そえて俯うつむいている。

　明らかに、消しよう沈ちんしているな。

　ノートの持ち主を探し出すのは無理だと一いつ蹴しゆうされたのが、そんなにショックだったんだろうか。

　なぜ？　あのノートの持ち主が、彼女にとってそんなに大事なのか？

　知り合いだとか？　いや、だったら名前くらいわかるよな。

　理由はさっぱりわからない。けどあんなに消しよう沈ちんするってことは、よほどのわけがあるんだろう。

　人には理解してもらえなくても、自分にとっては大事なことってあるものだし。

　例えば、他の奴やつらに「アニメなんてキモい」とどれだけ言われたって、俺にとっては人生の糧かてであるように。

　俺は自分の大事なものを踏ふみにじられるのが嫌いやで、隠かくすほうが賢かしこいと思って生きてるけど。

　──ただ、大事なことを誰だれにも理解されないのは辛つらいことも、知ってる。

「……あ……」

　そんなことを考えていたところで、顔を上げた蒼あお月つきさんが俺の存在に気づいた。

「またここにいたんだ」

「……無理して話しかけてくれなくていいのよ」

　そう言われると、学校では彼女と距きよ離りを置いているくせに、とまた胸がチクチクするけれど。

　でも俺は卑ひ怯きような奴やつだから、話をすり替かえる。

「さっきのノートのことなんだけど」

「……ん」

「あのノートの持ち主が、誰だれなのかっていうのが……蒼あお月つきさんにとっては大事なことなんだよね？」

「…………」

　沈ちん黙もくは肯こう定ていだ。

　詳くわしく聞こうとしても、彼女の性格上、素す直なおに打ち明けてはくれないんだろうけど。

　──協力してあげたい。

　友達と言える関係性でもないくせにそんなの、偽ぎ善ぜんでしかない。

　わかっている、俺が本当に救いたいのは、自分自身だ。

　オタク気持ち悪い、っていじめられてた、誰だれも味方のいなかった昔の自分。

　彼女の孤こ独どくさと不器用さに、昔の自分を重ねている。

　結局は他人を利用した憂うさ晴ばらしだ。タチが悪い。

　とはいえ世の中には、偽ぎ善ぜんであってもやらないよりマシ、的な価値観もあることですし。

　蒼あお月つきさんはそんな偽ぎ善ぜん的てきな俺を、思いきり嫌きらってくれればいいさ。

「あのノート、もう一回見せてくれない？」

　先生には処分しろと言われたけれど、多分蒼あお月つきさんは捨ててないだろう。

　案の定、彼女は鞄かばんからゆっくりとノートを出した。

　手て渡わたされたそれを、ぱらぱらとめくっていく。

　何か個人を特定する、決定的な情報とかないだろうか。

　学校の方針として個人情報が明かせないんじゃ、どの先生に聞いたって無む駄だだしなあ。

　思案していると、最後のページに目が留まった。





　これで私も、もう卒業。

　大学に合格したのは嬉うれしいけど、遠くの大学だから、この町を離はなれなくちゃいけません。

　正直、やっぱり寂さびしいです。

　この町は、シェルと出会えた町だから。

　あれから本当に、二度と会えなくなってしまったけど……。

　でも私は、まだシェルを覚えています。

　ねえ、シェル。あなたは私の気持ちを、一過性だなんて言ったけれど。

　私はまだ、あなたを覚えているよ。

　あなたは私を嫌きらいだと言ったけど、私はあなたが大好きだよ。

　どうして、あの夏の間しか会えなかったあなたを、こんなに好きなのか。自分でも不思議なのだけれど。

　でもあなたは、私の寂さびしさに気づいてくれた人だから。

　だから私は、あなたを好きになったのかもしれませんね。

　シェル。あなたは冷たい態度をとっていても、寂さびしがりな人だったでしょう。

　私も、周りに心配させないようになるべく笑え顔がおを心がけていたけど、本当はずっと寂さびしかった。誰だれかにそれを見み抜ぬいてほしかった、寄より添そってほしかった。

　私達はちょっと似ていたし、あなたは私をわかってくれました。

　……わかっていたのに、わかってくれませんでしたね。

　私のためだなんて言って突つき放はなすのは、ずるいよ。

　寂さびしい。私は寂さびしいよ、シェル。

　だけど、泣いていたらあなたにもっと嫌きらわれちゃうかもしれないから、私は笑ってこの町を離はなれます。

　──でもこの町も、この学校も、本当に大好きだった。

　一年に一度くらいは、戻もどってこようと思います。うん……文化祭の時期には毎年帰ってこようかな。うちの学校の文化祭、毎年どのクラスも部活も気合いが入っていて、すごく楽しかったし。それに……。

　どんなに寂さびしくても、この町を、忘れたくはないもの。






「……もしかして文化祭でなら、持ち主探せるんじゃない？」

　蒼あお月つきさんの目が、星の欠片かけらを宿したようにぱっと輝かがやく。

　とはいえ、本当に持ち主が毎年文化祭に来てる保証なんて一いつ切さいない。

　こんなの卒業の感傷に浸ひたって書いただけで、実際大学生活なり、仕事なりが始まったら、忙いそがしくて帰ってくるどころじゃない可能性のほうが大きいし。

　ただ、他に方法が思いつかない。

「でも……文化祭で探すって、どうやって？」

　俺はまだ一年生だから文化祭を経験したことはないとはいえ、去年学校見学をかねて、一いつ般ぱん客きやくとして文化祭を見たことはある。

　日記にも書かれている通り、うちの学校の文化祭は力が入っていて、来客はかなり多い。一人一人に聞いて回るなんてできるはずない。

　忘れ物として展示するのは本人が嫌いやがるだろうし、先生の許可も下りなさそうだし。

「難しいよな。いっそ自分から名乗り出てもらえれば一番楽なんだけど」

「……でも、高校生の頃ころの日記を預かっています、名乗り出てください、なんて文化祭で公表されたら生いき恥はじものよね。それだけだと持ち主も気づかないかもしれないし」

　蒼あお月つきさんは「やっぱり無理か」みたいにまた俯うつむいてしまって。

　悲しいかな俺は、「暗い空気」＝「早さつ急きゆうに変えなきゃいけないもの」みたいな習慣が身についているので、アホみたいにかえって明るい声を出してしまう。

「あっじゃあこんなんどう!?　本人にしかわからないように細工して公表する、とか！」

「え……どうやって？」

「あー、ほら！　あくまで例えば、の話なんだけどさー」

　正直、喋しやべりながら考えているので全然意見がまとまっていない。

　けど変な間を空けてしまうのも嫌いやなので、とにかく口を動かし続ける。

「その日記、なぜか一部だけ創作小説っぽくなってるところあるじゃん。最後にも名前が出てくるけど、シェルとかいう魔ま法ほう使つかいのとこ。でさ、文化祭なんだし、その部分を使った催もよおしをするとか」

「催もよおし？」

「あー……本当に例えばなんだけど、演劇とかさ」

　ラノベとかでよくある展開だよな。

　文化祭イベントといえば、演劇かライブの二に択たく。もしくは美少女によるコスプレ喫きつ茶さ。ザ・鉄板ネタ。

「でも……一応日記なんだし、そのまま劇にしちゃったら、プライバシーの侵しん害がいとかになるんじゃないの」

「日記部分はそりゃやばいけど。でも、創作小説の部分をアレンジして演じるとかなら、ギリギリありじゃない？　本人にだけわかる程度に元ネタ残して、他は改変とかもできるし」

「アレンジ……元ネタだけ残して……」

「うん。魔ま法ほう使つかいと女の子って部分を使って、舞ぶ台たいは現代日本じゃなくファンタジーにしちゃうとかさ。魔ま法ほう使つかいっていろんな物語に登場するから、変化もつけやすそうだし。それで重要なエピソードとか、持ち主にだけわかりやすい台詞せりふは使うとか」

　ぺらぺら語りながら自分でも「いやいやありえねーだろ」とは思っていた。

　こんな無茶苦茶な案、机き上じようの空くう論ろんかそれ以下だろう。

　そもそも文化祭でやるなら、クラス皆みんなの了りよう承しようが必要になるわけだし。皆みんなに提案した上で、自分で脚きやく本ほんを作らなきゃならないわけだ。

　クラスじゃなく有志でやるって手もあるが、どちらにせよ希望者を集めなきゃならないので、現実的に考えて無理だ。なにせ蒼あお月つきさんは他人から敬遠されまくっているからな。

　というか蒼あお月つきさんだって、まさかこんな案、本当にやる気なんてないだろうし。

「……あーっと。なんか、ごめん。他にいい案とか思いつかなくて」

「……本当に夜や船ふね君は《役立たずよ》」

「はは、相変わらず手厳しいな」

「えっ、ち、違ちがう、今のは……」

「……え？」

「……なんでもない。どうせ、言えないから」

　蒼あお月つきさんはぐんとブランコを漕こぐと、その勢いのままジャンプするように飛び降り、ぴょこんと着地する。

　心なしか、その顔からさっきまでの落ち込みは消えているように見えた。

　むしろ、微かすかに熱を秘めているような……。

「夜や船ふね君」

「え、何──」

　名前を呼ばれた次の瞬しゆん間かん、ずいっと蒼あお月つきさんの顔が近づけられた。

　近っ、めっちゃ近っ。唇くちびると唇くちびるが触ふれそうなんですけど。

　え？　何これ？　キスの合図とか？　いやでも、蒼あお月つきさん目ぇ閉じてないし。がっつり開けてるし。それ以前の問題として、普ふ通つうに考えてこんな唐とう突とつにキスはないだろ。恋こい人びとでもあるまいし。

　ああでも、こうして超ちよう至し近きん距きよ離りで見ると、本当に美少女だな。

「あの……蒼あお月つきさん？」

　やばい、しかもこうして近くにいると、なんだかすごく甘くていい匂においがする。

　蒼あお月つきさんのサラサラロングヘア、常々どんなトリートメント使ってるんだろうなーと思ってたけど、シャンプーも一体何使ってんだ。

　変な気を起こしそうになってしまう一秒前に、蒼あお月つきさんはすっと俺から身体からだを離はなした。

「……蒼あお月つきさん？　今の、何？」

「……別に。なんでもない」

「蒼あお月つきさん、それ多いよね、なんでもないってやつ……。いやでも、今のは……」

「……？　何よ、なんか文句あるわけ？」

「や、その……あんまり近かったから、キスでもされるのかなーと思っちゃったよ」

　蒼あお月つきさんは、何を言われたのか理解できなかったようで「……？」みたいに首を傾かしげたまま、固まってしまう。

　やべえ。なるべくキモくないよう爽さわやかな笑え顔がおを心がけたつもりだったが、声がどもりがちになってしまった。俺の素の気持ち悪さが滲にじみ出でてしまったか!?

　内心慌あわてていたのだが、蒼あお月つきさんはようやく理解が追いついたようで、はっと我に返り「!?」と目を吊つり上あげる。

「な、ななな何考えてるのよ、変態！」

「だって、めっちゃ顔近づけてくるからさ……。てか、あわあわしすぎじゃない？」

「あなたがキ……キキ、キスだとか、えっちなこと言うからでしょ！　十八禁！」

「さすがにキスは全ぜん年ねん齢れいでは!?」

　その反応はまるでツンデレみたいだなんて思いかけたけど、単に初う心ぶなだけ、だよな。

「い、言っておくけど、私はあなたのこと、恋れん愛あい対たい象しようとしてなんか見てないから！」

「うん、わかってるよ」

　仮に、もしも万が一、本当に好意を向けられたとしても、それを発展させてはいけない。

　もちろん、断じて蒼あお月つきさんのことが嫌きらいなわけではない。だけど友達にもなれないのに、付き合ったりできるはずない。

　蒼あお月つきさんは俺の本ほん性しようを知らない。

　偽にせ物ものの自分に好意を抱いだかれても虚むなしいだけだ（そもそも、好意を向けられたら、なんて仮定自体が馬鹿げているが）。

　でも、俺の本ほん性しようを知らないのは蒼あお月つきさんが悪いんじゃない。俺が自分を偽いつわっているから悪い。

　自分を隠かくしておきながら「本当の俺をわかってくれてない！」なんて思うのは勝手だ。

　結局、蒼あお月つきさんを騙だましているのは俺のほうで、責められなくちゃならないのも俺のほう。

　──だから俺は蒼あお月つきさんにデレないし、蒼あお月つきさんにも、デレてほしくない。







「文化祭の出し物、皆みんなで決めておいてね～。仲よく話し合いするんだよ！」

　翌日のホームルーム、偶ぐう然ぜんにも白しら浜はま先生はそう言った。

「私は他にやることがあるから、あとは学級委員に任せるね～。それじゃあよろしくぅ！」

　そう言ってマジで出ていってしまう先生。相変わらずノリ軽いな。

　ともかく学級委員男女二人が黒板の前に立ち、皆みんなに意見を求める。

「何か希望がある人いますか？」

　しーん。

　お約束のような沈ちん黙もく。

　ま、こういうのって手ぇ挙がらないよな。

　一発目なら尚なお更さら。皆みんな、変に目立ちたくないし、まして滑すべりたくない。

　自分以外の誰だれかの意見によって、とっとと適当な出し物に決まってほしい。責任は負いたくない。そんなムードが充じゆう満まんしている。

　これは長くなりそうだな。こんな空気の中、誰だれも手なんて挙げるはずがな──

「…………」

　視線を動かして周囲の様子を窺うかがった俺の目に、飛び込んできたもの。

　手が。

　挙がっている。

　しかも、挙げている人物は──

「え……あ、蒼あお月つき、さん」

　学級委員長に指名され、彼女は姿勢よく立ち上がる。

　──まさか。いやいや、まさか、な。何かの間ま違ちがいだろ？

　すたすたと教きよう壇だんまで歩いてきた蒼あお月つきさんは、黒板を背にして皆みんなのほうを向き──

「うちのクラスでは、演劇を、やります」

　決けつ定てい事じ項こう!?

　いやいやいやいや、昨日の、本気だったのか!?　っていうか本気だったとしても、こんないきなり皆みんなの前で宣言するか!?

　突とつ然ぜんの発言により、教室内は困こん惑わくに包まれ、さっきまでよりいっそう静まり返ってしまう。

　この状じよう況きよう、俺のせいか？　俺が昨日あんなこと言ったから、だよな……。やべえ、どうフォローしたらいいんだ。

「はあー？　何言ってんの？」

　誰だれもが戸と惑まどっていた中、あからさまに不ふ機き嫌げんな声が響ひびく。

「普ふ段だん、誰だれとも関わりませーんなんて言ってクラスの空気悪くしまくってるくせに、いきなり文化祭仕切ろうとするとか何様？」

　声の主はもちろん、海み各務かがみ真ま鈴すずこと、女王ガミである。

「あんた、そんなに目立ちたいわけ？　痛いんですけどー」

「……そういう、ことじゃ、ない」

　さっきの宣言のときもそうだったけど、蒼あお月つきさんの声は妙みように途と切ぎれ途と切ぎれだ。

　……緊きん張ちようしているんだろうな。

　毒どく舌ぜつな変わり者として有名な蒼あお月つきさんでも──蒼あお月つきさんだからこそ。こんな大勢の前で、自分の意見を受け入れてもらうために提案するなんて初めてだから。

　自分の案がすんなり通るなんて、最初から思っていないはず。

　絶対に反発くらうって、わかっていたはずなんだ。

　わかっていてなお、彼女は実行した。

　それだけの、「やらなきゃならない理由」があるんだろう、きっと。

「言い出した責任は、とる。仕事は、ちゃんとやるわ」

「へーえ。ふーん」

　ガミはじっと、視線だけで威い圧あつするように蒼あお月つきさんを見つめる。

「んじゃ、あんたが脚きやく本ほんも主演も、ぜーんぶ自分一人でやるっていうなら、私は構わないけど？　私も他の奴やつらも、一切手を貸さないけどね」

　どーだ、できるはずないでしょ、と鼻で笑うかのようなガミ。

　いくらなんでも、蒼あお月つきさんの負担が大きすぎる。こんな挑ちよう発はつに乗るべきじゃない、が──

「い、いいわよ、やってやろうじゃない！」

　あっさり乗ってしまったよ蒼あお月つきさん！

　完全に、売り言葉に買い言葉だ。もっと考えて慎しん重ちように判断しないと、困るのは君なんですけど!?

「…………ふうん」

　ガミの目は、まるで舌なめずりをする肉にく食しよく獣じゆうのようだ。

「じゃあ、いーんじゃないのぉ？　私はいいけど、誰だれか反対の人、いるー？」

　女王にそう言われて逆らえる人間はいない。

　それに、どうせ誰だれも最初から意見なんて出す気がなかったんだ。皆みんな、心から賛成ってわけではないだろうが、かといって反対の声も上がらない。

「じゃ決まりねー。どーせ文化祭の準備とかダルかったしぃー。仕事はぜーんぶ蒼あお月つきさんに任せて、皆みんなで楽に遊ばせてもらお！」

　蒼あお月つきさんとガミの話はこじれることなく、すんなり収まった。

　ガミの声は弾はずんでいたし、こんなにも早く出し物が決まったんだから、その点だけ考えればラッキーと言えなくもないが……。

　どう考えてもそんな楽観的ではいられないくらい、トラブルの予感しかしない。




　　　　　　　　　　◇




　私にかけられている、好意の言葉が反転してしまう呪のろい。

　それを解けるのは、呪のろいをかけた本人である魔ま法ほう使つかいだけだろう。

　あのノートに出てきた、魔ま法ほう使つかいの名前……「シェル」。

　それは、私に呪のろいをかけたのと同一人物だ。

　そしてあれ以来、シェルは私の前に姿を現さない。探し出そうにも、私は彼女のことを全然知らない。

　だけどこの日記の持ち主に会えば、もしかしたら、何かが変わるかもしれない。

　他に手がかりは一いつ切さいないんだ。蜘く蛛もの糸いとみたいな希望でも、縋すがりたい。

　眠ねむりにつく前、自分の部屋のベッド上。パジャマ姿で天てん井じようを見つめる。

　──完全に、この呪のろいを解いてほしいとは言わない。だって、この呪のろいは私自身の罰ばつでもあるから。

　ただ一度だけ、夜や船ふね君の前で、私の本当の気持ちを伝えさせてほしい。私はあなたを嫌きらってない、あなたに感謝してるんだ、あなたは自分が思っているより優やさしい人なんだって。

　それ以上は望まない。伝えたあと、また好意の言葉を封ふうじられても構わない。

　でも夜や船ふね君に、私が彼を嫌きらいなんだと思われたままなのは……嫌いやだった。

　そうだ、そのために、今日のホームルームでは頑がん張ばって手を挙げたんだから……！

　皆みんなの前で提案するなんて、すごく緊きん張ちようした。私は嫌きらわれ者ものだから、きっと反対されるんだろうなってわかってた。

　それに、高校生活初の文化祭だ。他にやりたいことがある人だっているだろうし、私の我わが儘ままを通すなんて無理かなとも思っていたけど……。

　でも、なんとか演劇をやることに決まって、脚きやく本ほんもできることになって、ほっとした。

　……海み各務かがみさんからしたら、私を困らせようとしたんだろうけど。

　でもむしろ、希望を通してもらって、こちらとしては助かった。

　キツい言い方をされても気にならない。海み各務かがみさんの「普ふ段だん誰だれとも関わらないくせに文化祭仕切ろうとか何様？」っていう言い分はもっともだし。私が嫌きらわれるのは当然のことなんだから。

　──それにしても、演劇で持ち主を探すだなんて、私にはできない発想だった。

　夜や船ふね君は本当に優やさしいし、頼たよりになるなあ……。

　枕まくらを抱だきしめて、そんなことを思う。

　学校では周りの目もあって私に関わりたくないみたいだし、喋しやべれるのはあの公園でだけだけど。

　でも、そんなの当たり前だ。

　私は嫌きらわれ者ものの上、呪のろいのせいで「ありがとう」も「ごめんなさい」も何も言えない。酷ひどいことばかり言ってしまう。

　私に構っていたら、夜や船ふね君まで巻まき添ぞえで皆みんなから変な目で見られてしまう。

　こんな私を気にかけてくれるだけで、私には十分で。

　本当に感謝しているし、責めようなんて思わない。

　さっき思ったこと……優やさしいとか、頼たよりになるなんて言ったら、夜や船ふね君は否定する気がするけど。

　でも優やさしさなんてもの、受け取り方次し第だいだと、私は思う。

　夜や船ふね君自身が、自分を優やさしいとは思っていないのだとしても。私にとって夜や船ふね君は優やさしい人。素す敵てきな、ひと。

　あなたがあなたを大事にできないんだとしても、あなたを大事に想おもう人は、ここにいるんだから。

　でも……どうやっても、今の私にはそれを言葉では伝えられない。

　どうにかして、言葉以外で伝えられないかな？　と思って……。

　そういえば、噓うそをついているかどうかは、目を見ればわかる、とか言うよね。

　近くでじっと目を見つめたら、私の本当の気持ち、伝わらないかな……。

　そう思って昨日は公園で夜や船ふね君に顔を近づけたんだけど。

　そ、そしたら今度はキ……キスだとか、変な勘かん違ちがいされてしまったし！　別に、そういうアレじゃなかったのに！

　わ、私は夜や船ふね君のこと、確かに好きだけど、でもそれは友愛とか親愛であって、恋れん愛あい的てきな意味じゃないんだから！　気持ちを伝えたいっていうのは、あくまで感謝の気持ちだから！

　と、ともかく。やっぱり、夜や船ふね君に感謝の気持ちを伝えるには、呪のろいが解けないと駄だ目めなんだって、あらためて思い知った。

　そのためにも、文化祭の演劇……私、頑がん張ばる。

　私、一人でちゃんと頑がん張ばれるから。あなたにこれ以上、私のせいで迷めい惑わくをかけたくないもの。

　あなたは私のいない、皆みんなの中心で、いつも通りに笑っていてほしい。それでいいの。

　……でも。もし、もしも。

　ときどきでいいから、見守っていてくれたら……すごく、嬉うれしい。




　　　　　　　　　　◆




　蒼あお月つきさんの提案で、文化祭で演劇をやると決まった約一週間後の、とある自習時間。

「うちの部さー、文化祭でクレープやるんだよねー。この前試作してたんだけど、もう皆みんな好きな具挟はさみまくってぐちゃぐちゃでさー。でもめっちゃ楽しかった！」

「聞いて聞いてー、俺の部はチョコバナナ！　チョコバナナってなんかエロくね？（笑）」

「クラスの準備とかかったるいし、ある意味よかったかもなー」

　一応自習用のプリントは配られたものの、成せい績せき優ゆう秀しゆう者しやはとっとと終わらせ、要領のいい奴やつらはそれを写させてもらい、早々に、仲のいいグループ同士でのお喋しやべりの時間と化していた。

　なお「仲のいいグループ」なんてものが存在しない蒼あお月つきさんは、教室の片かた隅すみ、自分の席でノートに向かっている。

　さっき近くの席の奴やつに話しかけることでノートをチラ見してみたけど、演劇の脚きやく本ほんを考えているようだ。

　ここのところ休み時間はずっとその作業をしているし、おそらく家でも夜よる遅おそくまで取り組んでいるんだろう。

　あのホームルーム以降、公園でも姿を見かけなくなったし……睡すい眠みん時じ間かんも削けずってるんじゃないか。

　なんたって蒼あお月つきさん、普ふ段だんは鉄てつ壁ぺきって感じなのに、最近は気を抜ぬくとうとうとしている。

　それでも、目を閉じそうになっては頰ほおをつねったり、シャーペンの芯しんで自分の手を軽く突ついたりして頑がん張ばっている姿は痛ましい。

　というか、ぶっちゃけ胸がチクチク刺さされまくりだ。

　だって、焚たきつけてしまった俺にも責任があるわけで。

　俺はこのまま彼女をほっといてしまっていいのか？

　──昔みたいに、また、何もしないのか？

　脳のう裏りに、中二の体育祭の光景がフラッシュバックする。

　よく晴れた空。秋にしては強い日差し。グラウンドの匂におい。

　体育祭のあと、ずっと一人でいたクラスメイトと、そいつから目を逸そらし続つづけていた自分──

「ちょっと、夜や船ふね」

　考えごとをしていたら、ぱしんと肩かたを叩たたかれた。ガミだ。

「何ぼーっとしてんの。てかさー、これBubble pearlの新曲、マジよくない？　夜や船ふねも聴きいてみって。今度、カラオケで歌ってよー」

　右耳にイヤホンを突っ込まれる。もう一方のイヤホンはガミの耳の中だ。

　雑音を遮しや断だんされ音楽をねじ込まれるのは、無言で「余計なこと考えたら許さない」と圧をかけられているようでもあった。

　わかっている。今蒼あお月つきさんの味方をしたら、俺の立ち位置は崩くずれる。

　見て見ぬふりをするのが、一番安全だって。

　ちゃんと、わかってはいるんだ。

「でさ、──が──で……ねえ、夜や船ふね？　聞いてる？」

「ん？　ごめんガミ、何か言った？」

「はあー？　私の話聞いてないとか、どーいうことよ」

「ごめんごめん。曲のほうに集中しててさ。マジいい曲だね、これ」

「でしょー。でも、ムカつく」

　ガミは俺のイヤホンを引っ張って抜ぬき取とり、空いた耳に自分の声を吹ふき込こむ。

「あんたは私の声だけ聴きいてりゃいいのよ、犬なんだから」

「おいおい犬って～」なんて言いつつ満まん更ざらじゃないふりをした笑え顔がおの下で、『いいよな生まれ持った輝かがやきで他人を支配して、いつだって自信満々なリア充じゆうは。俺みたいなキモオタとは大おお違ちがいですねいいですね』なんて卑ひ屈くつさがざわめく。

　ガミや坂さか名なと一いつ緒しよにいると、素の自分との違ちがいを見せつけられる。俺はしょせん表面をメッキで覆おおっているだけなんだって。そして、このメッキを見み抜ぬかれていないことも気持ち悪い。

　なんで誰だれも気づかないんだろう。上辺だけ一いつ緒しよにしても、中身は全然違ちがうのに。「おまえらリア充じゆうのくせにキモオタに騙だまされて虚むなしくないんですかぁ!?」なんて叫さけびたくなるけど。

　それってつまり、誰だれよりオタクだのリア充じゆうだのとラベリングして、勝手に劣れつ等とう感かんに潰つぶされそうになってるのは俺なのかもしれない。

　でも、昔みたいな地じ獄ごくに逆ぎやく戻もどりするのは耐たえられない。だから、ここまで必死に努力してやっと勝ち取った地位を崩くずしたりしない。

　じゃあ今の状じよう況きようを打破できる方法がないのかっていったら、それも違ちがうはず。

　──「自分の立ち位置を崩くずさなくてもできる方法」を探せばいい。

　大事なものは誰だれにも明かすべきじゃない。明かさなくてもすむ方法を考えるんだ。







「いらっしゃいませー……って、夜や船ふねじゃん、久しぶりー。珍めずらしいな、一人？　どした？」

　放課後俺が訪ねたのは、中学転校デビュー後から付き合いがある先せん輩ぱいの、バイト先のファミレス。彼とは、高校も同じだ。

「どーもお久しぶりっすー。いやー波なみ樹き先せん輩ぱいに会いたくて来ちゃいましたよ」

「うっわ、調子いいこと言いやがってー、ぜってーなんか裏あるやつじゃん」

　よく通る明るい声に、爽さわやかなイケメンスマイル。いつ会っても眩まぶしい人だ。

　俺と違ちがって偽いつわっても取とり繕つくろってもいない、人の上に立つために生まれてきた男って感じ。

「とりあえず注文お願いします。お客様なんで優やさしくしてくださーい（笑）」

「んじゃせいぜい高いモン注文して金落としてけよ、お客様」

「こえー、ぼったくられるー（笑）」

　一つ上の先せん輩ぱいとはいえ、フランクに会話する。堅かた苦くるしいのが嫌きらいな人だからな。

　この先せん輩ぱいは俺が中二のとき、当時の友達ポジションの奴やつを通して仲よくなった人で、うちの高校においては学年・男女を問わずトップクラスの人気者だ。

　俺はドリンクバーとから揚あげ、フライドポテトを注文する。

　しばらくすると、先せん輩ぱいが俺のテーブルに料理を運んできてくれた。

　夕食の時間までまだあるからか店は暇ひまそうで、先せん輩ぱいは座りこそしないものの、ナチュラルに話しかけてくる。

「で？　夜や船ふね、今日は何の用で？　マジでただ会いたくて来たってこたーねえだろ。なんか企たくらんでね？」

「さっすが先せん輩ぱい、するどーい」

　ドリンクバーのコーラを傾かたむけつつ、重くないテンションで切り出す。

「ぶっちゃけ、ちょーっと相談があるんっすけどー」

「ふむふむ、まあ聞くだけ聞いてやろう」

「うちのクラス、今ちょっと空気悪くてですねー」

「あー、なんか知ってる。おまえのクラス、すごい女の子いるんだって？　噂うわさだよ、美人だけどヤバいって」

「それ、どっちのことっすかね。蒼あお月つきさん？　ガミ？　二人とも美人でヤバいんすけど。まーともかく、それでちょーっと先せん輩ぱいのお力をお借りしたく」

「えーどうしよっかな。女の子に恨うらまれるようなことはしたくねえなー」

「でも先せん輩ぱい、俺に借りがあるじゃないっすか。俺、先せん輩ぱいのキューピッドっすよね？」

　そう。中二のとき、先せん輩ぱいの好きな女の子というのが、偶ぐう然ぜんにも俺と同じクラスの、隣となりの席の子だったわけだ。

　だからこそ俺は先せん輩ぱいにキューピッド役に抜ばつ擢てきされ、その子の欲ほしがってるものや行きたがってる店をそれとなく聞くようにとか、何度も頼たのまれていた。

「まだ続いてんでしょ？　長くないすか？」

「っせーな、俺は愛情深い男なのー」

　別に茶化したいわけではなく、好きな子と両りよう想おもいになって、その上ずっと恋こい人びと関かん係けいを続けてられるなんて、純じゆん粋すいにすごいと思う。

　今の俺なら、上うわっ面つらだけ見ていいなって思ってくれた女子なら捕つかまえられそうだけど、ずっと恋こい人びと関かん係けいを続けてくとなったらさすがにボロが出そうだし、騙だましているような気がして俺おれ自じ身しんもキツい。

　だから別に恋こい人びとがほしいとは思わない。素の自分に彼女ができるとも思わないし。

「まーいいや。バイト終わったら、相談の内容、聞くだけ聞いてやる。協力するかは別だけどな」

「そこは即そく答とうで協力するって言ってくださいよ。今度なんか奢おごりますってー」

「アホ、後こう輩はいに奢おごられるほど甲か斐い性しようなくねーっての。でもラーメン大盛りな！」

「どっちなんすか！（笑）」

　げらげらと笑ってみせながら、頭の中ではこのあとの相談について段取りを巡めぐらせる。

　他人に合わせて強者の輪に入るのは窮きゆう屈くつだけど、力を借りられる人の数が多いほど、できることの選せん択たく肢しも増える。

　……もし、先せん輩ぱいの力を借りられて、俺の企たくらみが成功したら。

　日々の道どう化けみたいな振ふる舞まいも、少しは虚むなしいことじゃなかったって、思えるだろうか。







「ちーっす！」

　波なみ樹き先せん輩ぱいのフットワークは軽い。

　話を聞いてもらった翌日の昼休みには、彼はうちのクラスにやって来てくれた。

「どーもどーも、遊びに来ちゃったー」

「えっ、二年の波なみ樹き先せん輩ぱいじゃん！」

「わー！　なんでうちのクラスに？」

　学年が違ちがうとはいえ、いい意味で有名人な彼の登場に、皆みんなが目を輝かがやかせる。

「いやー俺文化祭実行委員だからさー。今、各クラスの状じよう況きようを見て回ってんのね。どーよ？　このクラスは、ちゃんと文化祭準備してるー？」

　先せん輩ぱいは明るくさらーっと言ったものの、誰だれもいい返事ができず、一いつ瞬しゆん空気がひやっとする。

　しかし先せん輩ぱいは動じず、アイドルばりの爽さわやかスマイルのまま続けた。

「あっれ、なんか空気暗くね？　さては全然準備してねーだろー。そんなんじゃ他のクラスから笑いものにされんぞ～」

　内心、ビクッとした奴やつはいるんじゃないか。

　いくら準備がだるいからって、文化祭当日、出し物がしょぼかったら他のクラスの奴やつらに舐なめられそうだし。

　来年クラス替がえがあったときも、一年時の文化祭の話題で皆みんなと盛り上がれないんじゃ、ちょっとしたハンデみたいになる。共通の話題、大事。

「先せん輩ぱい、いくら文化祭前で浮うかれてるからって、後こう輩はいのクラスまで来て熱血指導は寒いっすよー」

「うるせー夜や船ふね！　寒いとか言うな傷つくから！」

　若じやつ干かん緊きん張ちよう感かんが走っていたところで俺がヤジを飛ばし、空気を和やわらげる。先せん輩ぱいのツッコミのおかげもあり、どっと笑いが起きた。

「よーし、夜や船ふね！　おまえをこのクラスの文化祭ヒーローに任命する！」

「はあ!?　なんすか文化祭ヒーローって意味わかんねえ！」

「文化祭を成功に導くヒーローだ！　おまえがクラスを救うのだ！」

「だから意味わかんねーっつーの！（笑）」

　コントのようなやりとりに、周囲からもノリに合わせた「いーじゃん夜や船ふね、やれやれー」だの「よっ、文化祭ヒーロー！」だのの声が飛ぶ。

　はい、俺が文化祭を手伝う大義名分のできあがり。

　これでいい。無理にクラス全体を巻き込めば、「なんで蒼あお月つきさんのせいで俺達がこんなことしなきゃなんないんだ」と反発が生まれて、余計彼女の立場が悪くなる。

　だから明るい流れで協力のための言い訳を作って、俺一人が人柱になる。かといって、俺は自分の立ち位置も崩くずしたりはしない。

　蒼あお月つきさんを、放っておけるわけじゃない。

　だけど俺は、彼女のために全部投げ捨てたりはできない。

　本心は隠かくして、大事な立ち位置だけは守り続ける。

　俺は彼女ほど不器用でもなければ、まっすぐでもないから。

　賢かしこくないやり方なんかしない。

　──ちゃんと、最後までうまくやってみせるさ。







「はーいそんなわけで、文化祭ヒーローをどうぞよろしくー」

「…………馬鹿なの？」

　苦肉の策であんな手を使ってやっと協力できるようになったというのに、当の本人の反応は冷たいものだ。予想通りですけどねー。

　ここ数日公園に姿を見せなかった蒼あお月つきさんだが。今日は俺に、昼休みの件について問とい詰つめてやろうとばかりに、ブランコの前で仁に王おう立だちして待ち構えていた。

「昼休みのアレ……あなた、自分で仕組んだんじゃないの」

「さあ、どうかな。証しよう拠こはあるの？」

「……どうして、自分から面めん倒どうごとに首を突っ込むのよ」

「自分が面倒ごとだっていう自覚はあるんだ？」

　茶化すように言うと、じろりと鋭するどい視線を向けらる。

「……私、あなたに助けてほしいなんて言ってない」

「うん。蒼あお月つきさんはずるいよね」

「は？」

　世の中の人々は、「本当」と「噓うそ」を明確に二分したがるけれど。

　人間の気持ちはそんなにはっきりなんかしていなくて、白でも黒でもない、マーブルみたいな気持ちが存在する。

「君が俺に助けを求めなくたって、独りぼっちでいる君を見ていると、俺は、助けなきゃって思ってしまうんだ」

　これは、本当であり、噓うそ。

「…………あなた、本当に、馬鹿だわ」

「はは。俺さ、」

　──本当は蒼あお月つきさんと、普ふ通つうに友達になりたいんだ。

　こんな、暗い中で二人だけでこそこそと喋しやべるんじゃなくてさ。

　教室内でも、ちゃんと話しかけられるようになりたい。あんな小細工なんかなしでも助けられるようになりたい。

　そう、なれたらいいっていう気持ちだけはあるけど──

　でも、叶かなわない願望であり、叶かなえる気もない夢想だ。「成績よくなりたいけど勉強はしたくない」みたいなのと同じようなもんだ。

　本当の自分を晒さらす気も、クラスでの今の立場を捨てる気もない。俺には覚かく悟ごがない。

　どうしたって周りの目が気になるんだ。だから、こんな遠回りなやり方でしか協力できない。

　上辺ばっか気にして、表面だけ保とうとして、その皮の下がぐちゃぐちゃになってく。

　相変わらず身勝手な自分の気持ちが本当に嫌いやになる。

「いや、やっぱなんでもない」

「あっそ」

「気にしてくれないんだ？」

「言えないことくらい誰だれだってあるでしょ。……私にも、ある」

「ノートの持ち主を見つけたい理由とか？」

「それもそうだけど……」

　僅わずかな間のあと、ぽつりと言葉が零こぼされる。

「……私、今、あなたに言いたくて言えないことが、ある」

「……何？」

「今は言えない」

「なんで？」

「さあね」

「今はってことは、いつか言ってくれるの？」

「…………」

「何か言ってよー」

「……うるさい」

「蒼あお月つきさん」

「何」

　夏の熱気を失いつつある、秋の夜風が彼女の髪かみを揺ゆらす。

　涼すずしい風に乗って甘い香りが俺の鼻をくすぐり、やけに胸が音を立てた。

「どうせなら、頑がん張ばろっか。高校一年生の文化祭は、一生に一度だしね」

　蒼あお月つきさんは驚おどろいたようにぱちぱちと瞬まばたきをし、ばっと自分の顔を隠かくすようにノートを掲かかげた。

　顔は見えなくても──隠かくれきっていない耳は、赤く染まっている。

「…………うん。……やるからには、頑がん張ばる。当たり前でしょ……」







　で、また翌日の昼休み。

「どーもどーも、文化祭ヒーローでーす！」

「って何言ってんの、夜や船ふねー（笑）」

　昼食を買いに購こう買ばいへ行った帰り、おどけた感じで教室に戻もどると、ノリのいいクラスメイト達がげらげら笑ってくれる。

「いやーだって俺、波なみ樹き先せん輩ぱいに頼たのまれちゃったじゃん？　何もしないわけにはいかないよなーって」

「夜や船ふねって、波なみ樹き先せん輩ぱいと仲よかったんだねー。あたし狙ねらってたんだ、今度紹しよう介かいしてよー」

「あー無理無理、あの人ラブラブな彼女いるから」

「えー残念ー。めっちゃアタックしたら彼女と別れてくんないかなー。ちょータイプなんだよねー」

　何さらっと略りやく奪だつ愛あい発言してんの。こっわ。女子こっわ。

「とにかくさー、俺あの人からの頼たのみはマジ断れねえわー。中学からの付き合いだから、恥はずかしい秘密とかも知られちゃってるし？（笑）」

「えー何々～。夜や船ふねの中学時代の恥はずかしい話とか、聞きたいんだけどー（笑）」

　ウケを狙ねらって自分から言い出したことなのに、一いつ瞬しゆんずくんと胸が痛む。

　落ち着け。いじめられてたのは中一のときの自分だ。中二からはちゃんと変身できてた。

　ここにはもう、誰だれもあのときの俺を知ってる人間はいない。

「まっ、んなわけで、蒼あお月つきさーん！　脚きやく本ほんの打ち合わせやろっかー」

　大義名分を盾たてに、皆みんなの前で堂々と彼女に話しかける。

　とはいえこんなの初めてのことなので、正直緊きん張ちようもあった。

　人の見てないところで、二人だけで打ち合わせするってのも、できなくはないけど。

　でも、そしたら当日「おまえら二人でいつの間にそんなことしてたんだ？」って怪あやしまれるし。

　だったら、いっそ最初から堂々としてたほうがいい。

「ねー蒼あお月つきさん、今、どこまで進んでんの？」

　どうせ聞き耳を立てる奴やつはいる。二人だけの会話だからって、「このクラスでの俺」の仮面は外せない。

「あ……あなたには、関係、ない」

　蒼あお月つきさんは、本来接点ゼロのはずの俺と、いつもの公園でのように自然に話すのはまずいと思ったのか、殊こと更さらぎこちなくそう言った。

　助けようとしているはずが、助けられている。

　胸の疼うずきを無視し、へらへらと振ふる舞まう。

「そーんなこと言わずにさー、俺、文化祭ヒーローだから！　とりあえず、今の進しん捗ちよくだけ教えて？」

　彼女はぐっと言葉を詰つまらせたあと、気まずそうに答える。

「……納なつ得とくのいく脚きやく本ほんは……できて、ない。……な、何よ、文句ある？」

　蒼あお月つきさんの手元には、何冊もの脚きやく本ほん用ようノート。

　決して何もしていなかったわけじゃなく、何度も何度も試し行こう錯さく誤ごして、それでも自分の出したいクオリティのものはできていない、ということなんだろう。

　蒼あお月つきさん、完かん璧ぺき主しゆ義ぎっぽいからなー。

「魔ま法ほう使つかいと女の子は絶対出したいんだけど、一人二役で劇を成立させるのが難しくて……。小道具とかだって、凝こったのは作れないし……」

　なるほど。蒼あお月つきさんはまったく味方がいなかったんだから、登場人物＝自分オンリーって考えてたんだろう。一人での劇ってのもあるにはあるだろうが、初心者には難易度が高い。

「じゃあ俺、なんか役やっちゃおっかなー」

「…………本気？」

「本気本気。俺、演劇って一回やってみたかったんだよねー」

「台詞せりふ覚えるのとか、大変でしょ。……後こう悔かいしても知らないわよ」

「えーだってさぁ、中学時代の友達とかだって、うちの文化祭見にくるわけじゃん？　それでクラスの出し物がしょぼかったら、かっこ悪ぃじゃん」

　なるべく軽く明るく、教室内の空気を悪くしないように話していたのだが──

「別に、そんなの気にしなきゃいいじゃん！」

　一いつ瞬しゆんにして、女王の声に冷や水を浴びせられる。

「てゆーか夜や船ふね、マジでその子に協力する気？」

　自分の席で、取り巻きに囲まれサンドイッチを食べていたガミが、ガタンと席を立ちこちらに近づいてくる。

　俺は、笑え顔がおの盾たてを崩くずさない。

「いやー知ってるじゃん。俺、波なみ樹き先せん輩ぱいに、文化祭ヒーローに任命されちゃったからさー」

「そんなの適当に無視しときゃいいでしょ」

「まーまーそう言わず、ガミも一いつ緒しよにやんない？　ガミなら絶対舞ぶ台たい映ばえするしさ」

「舞ぶ台たい映ばえするのは当然じゃん。でも私は、演劇なんてめんどくさいこと、やる気ないから。ましてや、その子が考えた劇なんて。それに一人でやるって言ったのはその子でしょ」

「んなこと言わずに。ガミ、美人なんだしさー」

「……っ」

　まあガミは男なんてとっかえひっかえしてるんだろうし、俺ごときのこんな言葉、紙クズにも劣おとるんだろうけどね。でもここは言葉どうのより、笑え顔がおと明るさを保ち続けることが重要。

「アホくさっ。もういい、勝手にすれば」

　ずんずんと教室を出てゆくガミ。

　ピシャリとドアが閉じられた瞬しゆん間かん、張りつめていた教室内の空気がほっと緩ゆるんだ気がした。

「……えーとぉ。ともかく！　蒼あお月つきさん、役のうち一人は俺がやるよ」

「……本当に、いいの？」

「いいのいいの、これは決けつ定てい事じ項こう。で、劇のモチーフは何にすんの？　なんかしらモチーフあったほうがいいでしょ」

　あのノートの小説を元にするのは大前提だ。

　だがそのまま演じるわけにはいかないし、ちゃんとした劇にするには、適当に童話か何かのガワを被かぶせるのがやりやすいだろう。

「魔ま法ほう使つかいが登場する物語っていうと、シンデレラとか白しら雪ゆき姫ひめとか……。でも、やっぱ二人じゃ厳しいよね」

　どっちも王子が必要になるし、継まま母ははと姉とか、まして七人の小人とか無理だろ。

「なー！　誰だれか、何か役やらなーい？　演劇やってくれる人、募ぼ集しゆう中ちゆうなんですけどー！」

　試ためしに元気よく声を上げてみたが──

　しーん。誰だれもこっちと目ぇ合わせようとしねえ。ですよねー。

「坂さか名な～！　助けてくれよ～友達だろ～？」

「え～可か愛わいい女の子の頼たのみならともかく、おまえのお願いをタダで聞くのはちょっとな～」

「うっわムカつくこの野や郎ろう」

「でも、いいよ」

「えっ」

　完全に駄だ目めもとだったので、あっさりオーケーを出されて逆に驚おどろく。

　他の皆みんなも、俺と同じく「えっ」って空気になっていた。

「だってさ、高校初めての文化祭じゃん？　どーせなら楽しいことしたいじゃん！　ガミに睨にらまれんのヤだったから、今まで言わなかったんだけどね」

　さくっと言われたが、ぶっちゃけ、そういう奴やつが一番多そうだ。

　ガミが蒼あお月つきさんと険悪だから、皆みんな関わらないようにしているだけで。ガミのことさえなんとかなれば、協力してくれる奴やつは結構いると思うんだよな。

　とはいえ、二人が仲よくなる兆きざしはまったくない。蒼あお月つきさんのほうからガミへの悪口は聞いたことがないけど、ガミが蒼あお月つきさんを嫌きらってるからなあ。

　巻き込まれたくないという奴やつらの気持ちはよくわかる。触さわらぬ神かみに祟たたりなし、だからな。ガミに恨うらまれても守ってやることは俺にはできないし、無む理り強じいはできない。

「あーでも俺、役やるのは、目立つしかっこいいからいいけどー。それ以外の、脚きやく本ほんだの買い出しだの地味でめんどい作業はパスー！　そのへんは夜や船ふねと蒼あお月つきさんだけでよろしく～」

「おまえなかなかに最低だな!?」

「演技に協力してやるだけありがたいと思えってー。あ、俺は王子様とかかっこいい役にしといてねー！　んじゃそういうことで、あとは脚きやく本ほんがんばー」

　ひらひらと手を振ふり、女子達の輪の中に戻もどっていく坂さか名な。さっそく黄色い声で「えー、坂さか名な君王子様やるのー？」「やばーい、一気に楽しみになってきた～」なんて言われてる。

　ちくしょう、なんで俺の親友ポジションがあんな奴やつなんだ。ラノベの友人キャラみたいな、普ふ通つうに気のいい男友達がほしい。

「……ともかく、魔ま法ほう使つかいと、女の子と、王子が登場する物語か。やっぱシンデレラとか？」

「……あんまり恋れん愛あい物ものすぎるのは、ちょっと」

「なんで？」

「……そういう台詞せりふは……言えない、から……」

「言えない？」

「なんでもない。……恥はずかしくて寒い台詞せりふなんかごめんだって言ってるの」

「そっかー。んーじゃあ、人にん魚ぎよ姫ひめとかは？」

「人にん魚ぎよ姫ひめ？」

「あれって、人にん魚ぎよ姫ひめほとんど喋しやべんないじゃん。一応恋れん愛あいものだけど、悲ひ恋れんだからこっ恥ぱずかしいラブシーンとかもないし」

「……なるほど……！」

　目めから鱗うろこ、というようにキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせる蒼あお月つきさん。

　……こうして見てると、表情豊かだな？

　言動は辛しん辣らつなことが多いのに、表情はくるくる変わってちょっと幼い感じが、なんか可か愛わいい。

　なんで今いま更さらこんなことに気づくんだろうと思ったけど……そうか、明るいからだ。

　今まで、二人で話すのは決まって夜の、暗い公園だった。

　教室の蛍けい光こう灯とうの下なんて、こんなに明るい場所で彼女をよく見るのは、初めてだ。

　彼女が真しん剣けんな瞳ひとみになってノートに視線を落とす、そんな何気ない横顔にすら、油断すると見み惚とれそうになってしまう。

　心なしか、周囲でチラチラとこちらを見ている奴やつらからも、「あれ？　なんか蒼あお月つきさん、怖こわくなくて可か愛わいくね？」みたいなオーラを感じる。まあ、もともと超ちよう絶ぜつ美少女だからな。

　当の蒼あお月つきさんはそんな男だん子し陣じんの心の声など知らず、きゅっと拳こぶしを握にぎりしめていた。

「……いけそうな気がしてきた。うん……私、頑がん張ばる」







　いけそうな気がしてきた、という言葉通り、翌日には脚きやく本ほんが完成していた。

　今までは自分一人でやるものだと思っていたからノートに書いていたそうだが。今回のはちゃんとパソコンで作ったものを印刷していて、朝「読んでおいて」と渡わたされた。

　休み時間のうちに目を通し、放課後。もう皆みんなが下校して二人きりの教室内で、率そつ直ちよくな感想を告げる。

「うん、この脚きやく本ほんでいいと思う。にしても、一日で完成するとは思わなかった」

「一人で全部の役をやらなきゃいけないってのがネックだったから。でも人数が増えて、モチーフが決まったら、書きやすかった」

「すごいね、日記の小説からも人にん魚ぎよ姫ひめからもほどよくアレンジされてるし……初めて書いたとは思えないよ」

「別に……。そりゃ書くのは初めてだけど、もともと本とか読むのは《嫌きらい》だし」

「え？　嫌きらいなの？」

　なんか今、会話の流れおかしくなかったか？

「え、あ……よ、世の中なんて、嫌いやなことばっかりだし」

「斜しやに構えてんなー」

「う、うっさい」

「でも脚きやく本ほん、マジでいいと思うよ」

　人にん魚ぎよ姫ひめをモチーフに、あの日記の、創作小説の内容が取り入れられている。

　元ネタでは百ゆ合りだが、俺達の場合女子が一人しかいないので、魔ま法ほう使つかい役は男として、そこもアレンジされていた。

　──ある夏、人にん魚ぎよ姫ひめは魔ま法ほう使つかいシェルと出会う。

　二人は毎日海で会って、次し第だいに打ち解けていく。お喋しやべりしたり、魔ま法ほう使つかいが人にん魚ぎよ姫ひめにいろんな魔ま法ほうを見せてあげたり、楽しい日々を過ごす。

　人にん魚ぎよ姫ひめは、魔ま法ほう使つかいに惹ひかれていく。

　けれど魔ま法ほう使つかいは、人にん魚ぎよ姫ひめは王子が好きなんだと思っている。

　ある日人にん魚ぎよ姫ひめは、魔ま法ほう使つかいの気を引きたくて、「私の願いを叶かなえてみせて」と迫せまる。

　すると魔ま法ほう使つかいは、人にん魚ぎよ姫ひめは王子と結ばれることが願いなんだと勘かん違ちがいしたまま魔ま法ほうの薬を渡わたしてしまう。

　薬を飲んだ人にん魚ぎよ姫ひめは、魔ま法ほうの力で人間の姫ひめとして王子の婚こん約やく者しやとなり、しかも魔ま法ほう使つかい自身にも想定外の副作用で、王子以外への愛の言葉を封ふう印いんされてしまった。

　やがて王子と人にん魚ぎよ姫ひめの結けつ婚こん式しきの当日、人にん魚ぎよ姫ひめはやっぱり魔ま法ほう使つかいのことが忘れられず式から逃にげ出だす。

　魔ま法ほう使つかいのほうも、本当は人にん魚ぎよ姫ひめのことが好きなのに、想おもいを伝えられなかったことを後こう悔かいして彼女のもとへ向かっていた。

　再会し、あと少しで手が触ふれそうになったところで、二人はいたずらに王子を誑たぶらかした罪人として国の兵士に捕とらえられる（兵士役はいないけど、いるっていうていの演技でカバー）。知らない地へ送られ、離はなれ離ばなれにさせられてしまう。

　けれど互たがいに、必ず見つけ出す、再会を果たして想おもいを伝えると自分の胸に誓ちかう──という内容だ。

　ちょっと暗い内容だけど、日記の小説も人にん魚ぎよ姫ひめも悲劇だからな。切なくて泣ける純愛ファンタジー、と考えればちゃんとまとまってるんじゃないだろうか。あらすじだけだとあの日記に書かれたものとは別物っぽいけど、散りばめられた台詞せりふとかに、持ち主だったら気づくであろうポイントが盛り込まれている。

「……っ！　ほ、本当に？」

　お、褒ほめられて嬉うれしそう。

　──可か愛わいい、な。

　普ふ段だんはスンとしてんのに、ぱあっと目ぇ輝かがやかせちゃってさ。いつもそうやって笑ってれば、皆みんなの態度だって変わってくるだろうに。

「えーっとじゃあ、台詞せりふを覚える意味もかねて、とりあえずこれを台本として読んでみよっか」

「うん、いいけど……坂さか名な君はどうしたの？　朝、台本読んでおいてって、彼のぶんも渡わたしたでしょ」

「奴やつは女の子と遊びに行きました」

「…………あの人、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ま、まあ、今度からちゃんと参加させるよ。協力してくれる気があるだけで、一応ありがたいわけだし」

　あんましつこく練習に誘さそうと「やっぱ面めん倒どうくさいから、劇とかやーめた」とか言われる可能性があるのは、正直怖こわいが。

「よし、じゃあ、始めるわよ」

　初回だ。俺達は台本片手に、とりあえずひたすら台詞せりふを読んでいく。王子役のところは、仕方がないので代わりに俺が担当した。

　それは別にいいんだけど、主役である蒼あお月つきさんの演じる人にん魚ぎよ姫ひめがその、こう……。

　…………。

　ま、まあいいや、とりあえず最後まで通そう。話はそれからだ。







「……ふうっ」

　最後の台詞せりふを言い終え、蒼あお月つきさんは満足げな息を吐はき出だす。

　やりきった、とばかりに、なんかキラキラしとる。

「夜や船ふね君、演技力はまあまあじゃない。あなた、演劇部とか入れそう」

　常つね日ひ頃ごろから演技してるからな。二十四時間、リアルタイムアドリブドラマ。や、家にいる間はさすがに演じてないけど。

「私のほうはどう？　夜や船ふね君から見て」

　わくわくと、感想への期待に輝かがやく眼まな差ざしが向けられる。

「…………」

「ちょ、ちょっと待ちなさい。なんで目を逸そらすのよっ」

「正直に言っていいの？」

「当たり前じゃない。率そつ直ちよくな意見を聞こうじゃないの」

「ちょード下手くそだね」

「ちょ!?　ド!?」

　蒼あお月つきさんの頭に、ぴしゃーんと小さな雷かみなりが落ちるのが見えた。

「いや、だって全然声が出てないし、ちょっと声震ふるえてるし」

「し、仕方ないでしょう。演劇なんてやったことないし、今まで全然喋しやべらない生活してたんだから……っ」

「棒読みもいいとこだし、そのくせ自信マンマンのドヤ顔だし」

「ま、まだ続くの!?　言い過ぎじゃない!?」

「まあ、しょせん学校の文化祭だから、別にいいんだけどさ」

「何言ってるの、やるからには、完かん璧ぺきにやるわよ！　もっと声出せばいいんでしょ！　ネットでボイストレーニングの方法調べてやるんだから！」

「そっかー、文化祭までに間に合うといいね」

「ば、馬鹿にして……っ！　見てなさいよ、吠ほえ面づらかかせてやるからね、夜や船ふね君！」

「俺は協力者なんだけどなあ」

　あれ？　なんか、すげー自然に話せてるな。

　やばい、楽しい。別に笑おうとしてないのに、笑える。

　学校にいて楽しいなんて思えたの、初めてかもしれないな。







「演技の練習ももちろん大事だけどさ、並へい行こうして他の準備も進めていかなきゃな。衣い装しようとか、どうする？」

　翌日の放課後、二回目の練習の中で、俺は尋たずねた。

　文化祭が十月の十日と十一日だから、準備期間はもう一ヶ月もない。

「衣い装しようならなんとかするわ。裁さい縫ほうはそれなりにできるから」

　長い髪かみをさらりとかき上げ、彼女はふふんと得意げに笑った。

「私、駄だ目めな子じゃないから。全然、駄だ目めな子じゃないから」

「演技がちょード下手くそだと言われたことを、相当根に持っておられるご様子です」

「うるさい！　ていうか、何その口調！」

　む～っとした目で見上げられる。

「どうせ、夜や船ふね君は私をぽんこつな子だと思っているんでしょう」

「そんなことないよ。裁さい縫ほうは本当に得意そうだよね。脚きやく本ほんのことといい、一人でできることに関してはプロ級っていうか」

「ぼっちだって言いたいならはっきり言ったら!?」

「ともかく、衣い装しよう以外にも、小道具とか、大道具とか必要だよな」

「そうね……。衣い装しようにしたって生き地じとかは必要だし。ちょうど明日土曜日だし、買い出しに行ってくるわ」

「行ってくるわって……一人で行く気？」

「他に誰だれと行くっていうのよ」

「君の目の前にいる俺は、幽ゆう霊れいか何かなんですかね」

「………………えっ」

　何その反応。なんでそこで、本当にびっくりしたみたいに目ぇぱちくりさせます？

「夜や船ふね君……一いつ緒しよに、行ってくれるの？」

「………………えっ」

　あれっ。何それって思ってたのに、改めて聞き返されたら同じ反応しちゃった。

「そりゃ……だって、俺は……」

　ん？

　俺って、蒼あお月つきさんのなんだ？

　友達って言っていい立場ではない。

　じゃあ、文化祭限定の協力者？　仲間？

　そんな言葉を使っていい関係だろうか。

　俺は蒼あお月つきさんを嫌きらいじゃないけれど、明確なラインを引いている。

　例えばもし彼女が、本当にやばい先せん輩ぱい達に目をつけられて、いじめられたりしたら、俺は、きっと助けない。助けられない。

　今回の文化祭みたいに、自分に協力できる範はん囲いのことなら、力になれるけど。

　それだって、波なみ樹き先せん輩ぱいを使った小こ芝しば居いを挟はさんでいる。

　自分の立場が本当に危あやうくなることはできない。そこまで身を挺ていせない。今の自分を変える気もない。

　だって今の自分こそが、わざわざ昔の自分から「変わった」存在なのだから。

　自分が自分を一番大事にするのは、当たり前だ。

　誰だれかに助けてもらえるとか、誰だれかを助けられるだなんて、そんなこと考えるほうが傲ごう慢まんというものだろう。

　じゃあ、ガミに半ば逆らっている今は？

　クラスの皆みんなから、今の俺はどう見られている？

　重たくなる頭を振ふって、なんとか言葉を紡つむぐ。

「……とにかく、買い出しは俺も一いつ緒しよに行くよ。女子一人に、重い荷物とか持ってきてもらうわけにいかないし。あーでもそうだ、一応、坂さか名なも誘さそってみるか。いろいろ買うなら、人数いたほうがいいしね」

　結局今日も練習をサボッている坂さか名なに、買い出しについてスマホでメッセージを送ると、返事はすぐに来た。

【ごっめーん、この連休は遊びに行くから無理ー☆　中学時代の女友達に誘さそわれてんだー、他校の美少女達に囲まれてくるぜ！　羨うらやましいだろ！】

　ははっ。もしうちのクラスでデスゲームが開かい催さいされたら、俺はまっ先にあいつを殺やるね。

「坂さか名なは行けないってさ。今度三枚におろしとくね」

「三枚……？　じゃあ、私と夜や船ふね君だけってことね」

「…………」

　上うわ目め遣づかいで小首を傾かしげる蒼あお月つきさん。まるで、わざとやっているんじゃないかと思うほどドキリとする仕草に、思わず勘かん違ちがいしそうになる。

　あくまで冷静を装よそおって、会話を続けた。

「えーとじゃあ、明日、待ち合わせ場所は駅前でいいかな？」

「うん……あ、ま、待って。やっぱり、明日じゃ駄だ目め！」

「えっ？」

「に、日曜日にしましょう。いいわね？」

「うん、別にいいけど……」

「じゃあ、決まりね」

　別に問題はないけど、突とつ然ぜんどうしたんだろう。何か用事でも思い出したのか？

　不思議に思いつつも、日曜日に二人で買い出しに行く約束をしたのだった。







[image: 君が見ている俺は、俺じゃないから]

　約束の日、待ち合わせ時間より少し早めに駅に着いた。

　休日に女子も交ざったグループで出かける、ってのはよくあるが、女子と二人きりは初めてだ。

　とはいえ別にデートじゃあるまいし、気合いを入れる必要はない。

　そう自分に言い聞かせて、駅前で蒼あお月つきさんを待っていた。

　……言い聞かせて？　わざわざ言い聞かせる必要があるってことなのか？　おかしくないか？

　意識してはいけないと思うほど意識してしまう。だからもう考えないよう思考に蓋ふたをして、この前読んだラノベのことでも考えておく。主人公とヒロインの初うい々ういしいデートシーンめちゃめちゃよかったなぁー。

　そんなふうに待つこと約十分。ひらり、と視界の端はしでワンピースが揺ゆれた。

　クラシックな茶色と白……チョコレートとホワイトチョコレートを何層にも重ねたような、秋らしいおいしそうな色のチェックワンピース。

　蒼あお月つきさんによく似合う。

　いつも美少女だけど、雰ふん囲い気きが変わって、更さらにすごく可か愛わいい。

　おかしいな、別に私服姿見るのは、初めてじゃないのに。夏休み中、夜の公園ではお互たがい私服だったし。

　でも蒼あお月つきさん、今日のほうが服装に気合いが入ってるような……。

「……おはよう」

「お、おはよう、蒼あお月つきさん」

　挨あい拶さつされ、じっと見入ってしまっていた自分に気づき慌あわてて返事をする。

「……待った？」

「や、今来たところ」

　なんだこれ。まるでこの前ラノベで読んだ、デートの会話みたいじゃないか。

　二次元なら、主人公がヒロインに「私服可か愛わいいね」と褒ほめるシーンだ。

　三次元であっても、例えばガミ相手なら「今日の服似合ってるな」とか「やっぱガミはセンスいいな」とか言ったほうが機き嫌げんがよくなる場面ではある。

　ガミみたいなタイプの子相手になら軽い感じで服装に触ふれるのが正解だけど、蒼あお月つきさん相手にそれはどうなのか。

　こういうの、人によっては「セクハラっぽい」とか思われて、かえって機き嫌げん損そこねることもあるしな。

　うん。余計なことは言わんようにしとこう。藪やぶ蛇へびになりかねないし。

「……何突つっ立たってるの。とっとと行くわよ」

「ああ、うん。行こう」







　電車に揺ゆられること約三十分の街。まずやってきたのは、手芸用品の専門店だ。

「うわー、俺こういう店初めて来た。すごいな、生き地じいっぱい」

　無地のものから、花や星など柄がらが入ったものまで、色も手て触ざわりも、ありとあらゆる種類の布地が売られている。

「それにしても、人にん魚ぎよ姫ひめの衣い装しようってどうするの？　難しそうなイメージだけど」

「下は、マーメイドラインのスカートっぽくして誤ご魔ま化かす。上は……さすがに水着ってのは恥はずかしいし。キャミソールみたいな感じにしようかなと」

　蒼あお月つきさんは、話しながら生き地じを選んでいく。

　彼女が触ふれるのは、ブルーの、ラメが入っていたりレースっぽいやつだったり……衣い装しようにしたら映はえそうな、綺き麗れいなものばかりだ。

「へー、なるほど。なんか勉強になるかも。なんの勉強だよ、って話だけど」

「…………」

　蒼あお月つきさんはなぜか、じとっとした目で俺を見上げる。

「その……それでも、キャミソールだから露ろ出しゆつ度ど高いし、マーメイドラインのスカートって、身体からだ……腰こしとか、お、お尻しりとか……ラインが、はっきり出ちゃうと思うのよね」

　今度はもじもじした様子で、チラチラとこちらを見てきた。

「ああ、やっぱそういう衣い装しようって恥はずかしい？　でも、キャミソールくらい夏にはみんな着てるし、気にすることないんじゃない。スカートだって、膝ひざ上うえミニとかよりは露ろ出しゆつは少ないわけだし。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　安心させるようにスマイルを浮うかべてみたのだが、なんだかさっきより目のジト度が増したんですけど。じと───っと見つめられる。

「じゃ……この生き地じとこの生き地じ、どっちがいいと思う？」

　蒼あお月つきさんは二つの生き地じを指差し、訊たずねてくる。

「あー、迷うなあ。こっちのが鱗うろこっぽくてマーメイド感あるけど、ちょっと舞ぶ台たい映ばえしづらい気がするし。こっちは逆に、キラキラしててゴージャスだけど、切ない演劇には向かない気も……」

「……そういう観点じゃなくて」

　ん、声の不ふ機き嫌げん度どが増したぞ。女子ってこういう二に択たく、はずすと機き嫌げん悪くなるんだよな。ガミもそうだよ。セーブとロード機能がほしい。

　やべえ、どう答えるのが正解だったんだ？　そういう観点じゃない、って……演劇のこととか抜ぬきにして、ってこと？

「えっと……どっちが蒼あお月つきさんに似合うかって話？」

「……っ」

　蒼あお月つきさんはかあっと顔を赤くし、言い訳のようにまくし立てる。

「べ、別に、断じて、あなたに構ってほしいとか、そういうわけじゃないわよ！　……わけじゃないけど、微み塵じんも興味なさそうにされると、私のプライドが傷つくの！」

「えっ……いや別に、興味ないとかじゃないよ？　蒼あお月つきさんならなんでも似合うって思うし……」

「……ふうん？　ふーん」

「なんですかね、さっきから、そのじとっとした目は」

「あなた、誰だれに対しても調子がいいわよね。……前に海み各務かがみさんにも、美人だとか言っていたし……」

　なんだろ。じいっと見つめられると責められている気分になって、フォローしなければ、なんて慌あわててしまう。

「いや、お世辞じゃないってば。蒼あお月つきさんだって美人だし、えーとほら、今日の服も似合ってるよね、可か愛わいい」

　やべ。待ち合わせのときはあえて言わなかったことを、流れでつるっと言ってしまった。

「……っ」

　蒼あお月つきさんの頰ほおが、再びかあっと染まる。

「な、なんで今いま更さらそんなこと言うのよ……っ。会ったときは、何も言ってくれなかったくせに……」

「…………」

　人の顔色と空気を読む人間として、さすがにこれはわかった。

「……もしかして、俺が言うの、待ってた？」

「そんなわけないでしょ」

　即そく答とうされると、からかいたいという気持ちがうずうず湧わいてきてしまう。

「……でも、本当は待ってた？」

「うっさい。人類はあなたなんか待たないわ」

「さすがに主語がでかいな」

「うるさい、うるさい」

「服装変わると、だいぶ雰ふん囲い気きも変わるよね。今日は特に。夏休み中の私服、もっとラフな感じだったし……あ」

「え？」

「……もしかして、買い出しを一日ずらしたのって、今日のための服、買いたかったから？」

「！」

　金曜日、蒼あお月つきさんは謎なぞに買い出しの日を一日延ばした。

　多分、ずっとぼっちだったから誰だれかと一いつ緒しよに遊びに行くための服なんて持ってなくて、昨日慌あわてて買ってきたんじゃないだろうか。

「そ、そんなわけないでしょ！　この服は、もうずーっと前から着てるやつなんだから！」

「でも、タグつきっぱなしだよ」

「えっ、噓うそ!?　ちゃ、ちゃんと切ったはず……」

「うん、噓うそ」

「…………」

　蒼あお月つきさんは羞しゆう恥ち心しんのせいか瞳ひとみを潤うるませ、頰ほおを紅潮させて固まる。

「もういい、ばかっ」

　彼女はそっぽを向いてしまうけれど、耳が真っ赤だ。

　……ああ、本当に可か愛わいい、な。

　なんだかまるでデートみたいだ、と思って、そんなんじゃないと自分に言い聞かせて、でも言い聞かせる必要があるってことは意識してるって証しよう拠こだよなと考えて、結局ラノベのことでも考えて気持ちに蓋ふたをする。

　同じところをぐるぐる回ってばかりだ。回し車で遊ぶハムスターじゃないっつーの。







「生き地じとか小道具、いろいろ買えてよかったね」

「そうだけど……あなた、重くないの？」

　たくさん買った生き地じなり道具なりは、もちろん蒼あお月つきさんも持っているが、俺のほうが多めに持っている。

　だって、蒼あお月つきさんの細っこい腕うでを見ていたら、あんまり重い荷物とか持たせていいのか不安になるんだもんよ。

「平気平気。そっちも、もうちょっと持とうか？」

「い、いい。これ以上なんて……。今でも、十分……」

　ぱくぱくと口を開閉させ、何か言いたげに蒼あお月つきさんはじいっとこちらを見つめる。

「蒼あお月つきさん、どうかした？」

「その、アレを……言いたいんだけど……言えないから……あの……」

「アレ？」

　なんだろ。この場面での言葉っていうと……「ありがとう」とか？

　でも、いくら素す直なおじゃない蒼あお月つきさんだって、そのくらいは言おうと思えば言えるだろうし。

　なんだかじーっと見つめられるけど、さすがに言葉じゃなく視線だけだと、何を言いたいのかよくわからないな……。

「──ちょっと、いいかげんにしてよ！」

　強めの声に一いつ瞬しゆんビクッとしてしまったが、決して蒼あお月つきさんに言われたわけではない。

　もっと、道の先の方から聞こえてきた。

　赤の他人の声ってわけでもない。むしろ、よく知っている声。

「あれって……ガミ？」

　日曜の歩行者天国だ。人が多いせいもあって今まで気づかなかったが、俺達の進行方向の少し先、カフェの前に、ガミの姿があった。

　ガミは見知らぬ女性と一いつ緒しよにいる。

　俺達より年上──二十代くらいに見える、綺き麗れいな人だ。

「なんか、よくなさそうな雰ふん囲い気きだな」

「ねえ……あんまり、見ないほうがいいんじゃないの？」

「いや、でも……」

　もしやこれは、ガミの弱味を摑つかむチャンスなのでは？

　別に弱味を握にぎったところでガミを脅おどそうとか強ゆ請すろうなんて気はない。

　ただ、常に優位かつ上位のガミに対し、使える情報が得られれば、いざというときの切り札にできるかもしれない。ただでさえ今は、蒼あお月つきさんに協力するという危ない橋を渡わたっている状じよう況きよう下かなんだし。使える手札は多いほうがいい。

「……っだから！　私はあんたなんか認めてないんだから！　鬱うつ陶とうしいのよ！」

「えっとぉ……ごめんなさい、真ま鈴すずちゃん。でも私、真ま鈴すずちゃんと仲よくしたくて」

「そーいうのがうざいっつってんの！」

　なんだなんだ、どういう関係なんだ？

　年ねん齢れい差さ的に友達じゃなさそうだし、かといって家族って空気でもない。

　じっと観察していたら、ガミとばちっと目が合ってしまう。

「……!?　夜や船ふねに……蒼あお月つき水み悠ゆう!?」

　見つかってしまったので、俺達はガミに近づいて挨あい拶さつする。なるべく気まずい空気を醸かもさないように、しれっと。

「や、ども」

「なんで、あんたらがここにいんのよ！」

「文化祭の買い出しだよ。それだけ」

「あんたら……今の、見てたワケ？」

「ああ、うん、偶ぐう然ぜん。会話の内容までは聞いてないから」

「～～～っ」

　そんなに神経を逆さか撫なでするようなことを言ったつもりはないのだが、ガミは顔を真っ赤にする。

　その顔は、羞しゆう恥ち心しんというより、見られたくない場面を見られた、惨みじめさを物語っている気がした。

「ああもう、今日は最悪！　もういい、私、帰る！」

　ガミはずかずかと去っていき、俺と蒼あお月つきさん、そして見知らぬ女性はその場に残されてしまう。

　まずったかな。ガミにはあとで、フォローのためメッセージ送信しておこう。

「あの……あなた、夜や船ふね君、なんですか？」

　残された三人の中で最初に口を開いたのは、ガミを「真ま鈴すずちゃん」と呼んでいた女性だ。

「えっ？　はい、そうですけど……」

「ああ、すみません。以前真ま鈴すずちゃんの口から、あなたの名前を聞いたことがあったので……」

「そうなんですか。というか、ええと、あなたは……？」

「あっ、名乗りもしないで、失礼しました。私、海み各務かがみ雫しずくといいます」

「海み各務かがみ？　ってことは、ガ……真ま鈴すずさんのお姉さんとかですか？」

「はい、そうです」

　そうなのか。でも、姉にしては……。

「似てないですよね」

　俺達は何も言っていないのに、彼女は自分からそう言った。多分、他人から「似てない」って言われることが多いんじゃないだろうか。

　ガミがつり目のキツい系美人であるのに対し、目の前の雫しずくさんは、たれ目で穏おだやかそうな可か愛わいい系の女性である。纏まとっている雰ふん囲い気きもふわふわほわほわしていて、とてもガミと同じ屋根の下で育ったとは思えない。

「立ち話もなんですし……あの子が失礼なことを言ったお詫わびとして、お茶でもいかがです？　ご馳ち走そうしますよ」

「そんな。お金を払はらってもらうわけにはいきません」

　そう言ったのは蒼あお月つきさんだ。しかし雫しずくさんは、俺達の遠えん慮りよを溶とかすように柔やわらかく微ほほ笑えむ。

「ふふ、あまりかしこまらないでください。単に私が、真ま鈴すずちゃんのクラスメイトさんと、お話ししてみたいだけなんです。だから……ね？」







　結局、俺達はカフェの中に入った。

　俺達が若じやつ干かん緊きん張ちようしていると見み抜ぬいてか、雫しずくさんは場を和なごますように、最近のテレビのことや、この辺りのお店のことなど話題をふってくれる。

「向こうの通りで売っているクレープが、フルーツたっぷりで、すごくおいしくてですね……。ああでも、男の人はあんまり、甘いものとか興味ないでしょうか？」

「そんなことはないですよ。俺は甘いのも好きですけど」

「そうなんですか。私、男性の好みはよくわからなくて」

「またまたそんな。雫しずくさん、モテるでしょう」

　柔やわらかな雰ふん囲い気きが魅み力りよく的てきだし、胸も大きい。

　絶対周りの男達が放っておかないと思うのだが、雫しずくさんは微かすかに顔を赤らめ、恥はずかしそうに言った。

「私……男性と付き合ったこと、ないんです……」

　え。てことは、雫しずくさんは処……いやいや、何考えてんだ。今のナシ。俺は何も想像しませんでした。

　ていうか今の、口に出してないよね？　なんで蒼あお月つきさん、またそんなじとっとした目を向けてくるかな。

「えーとそれで、クレープのお店の話でしたよね。どんな種類があるんですか？　教えてくださいよ」

　爽さわやかに笑い、話題を修正する。

　それからしばらく雑談が続いたところで、雫しずくさんが尋たずねてきた。

「真ま鈴すずちゃんは学校でどうでしょうか。お二人は、真ま鈴すずちゃんのことをどう思っています？」

　まあ姉なんだから気になるよな。とはいえ正直に「妹さんはクラスの女王様で、皆みんなを支配しています」なんて言うわけにはいかない。ここは笑え顔がおで無難なことを言って──

「え、ええと、海み各務かがみさんは女王様とか、支配者って感じだと思いますっ」

　蒼あお月つきさーん！　正直に言いすぎだよ！

　なんだか顔が赤いので、悪気があってとかじゃなく、単純にまだ緊きん張ちようしていて率そつ直ちよくすぎる言葉が零こぼれてしまったんだろう。

　普ふ段だんから人と会話しない子だから「クラスメイトのお姉さん」「綺き麗れいな年上の人」っていう新属性を前にテンパっちゃってるんだろうなあ。

「あははー、それだけ真ま鈴すずさんに威い厳げんがあるってことですよ！　子どもの頃ころからああだったんですか？」

　気まずさを回かい避ひしようと、何気なく言っただけの言葉だったのだが。

「あっ……すみません、あんまり小さな頃ころのことは、知らなくて」

「え？」

　だって姉し妹まいなんじゃ──と思ってしまったところで、雫しずくさんが苦く笑しようを浮うかべた。

「すみません。私と真ま鈴すずちゃんは、血は繫つながってないんですよ」

「え、それって……」

「これは少し重い話になってしまうんですが……聞いてくれますか？」

「え……いや逆に、聞いていいんですか？　かなりプライベートな話なんじゃ……」

「もちろん、無理に聞いてくださいとは言いません。ですがお二人は、さっきの真ま鈴すずちゃんの態度にも驚おどろかずに、いつものことだみたいに受け入れていらっしゃったので。女王様とか、支配者って思われてしまうのも無理ないのかもしれません。でもその、なんというか……知らなければわからないこと、というのがあると思うんです」

「知らなければ、わからないこと？」

「はい、ええと……」

　雫しずくさんは一いつ生しよう懸けん命めい言葉を探すように、顎あごの下に指を当てて考える。

「例えば……誰だれかの誕生会とか結けつ婚こん式しきとか、とても大事な待ち合わせに、遅おくれて来た人がいるとしますよね。

　そうしたら皆みんなはその人を『酷ひどい人だ』と思ってしまいます。

　でも、『その人は来る途と中ちゆうで、倒たおれていたお年寄りを助けていて遅おくれた』っていうことを知ったら『優やさしい人だ』になるでしょう？

　だけど、もし本人が『どんな理由でも遅ち刻こくは遅ち刻こく。言い訳はしない』と黙だまってしまったら、皆みんなは何も知らないまま、その人はただの悪人になってしまいますよね。

　これはあくまでただの例ですけど……でも世の中って、そういうことがたくさんあると思うんです」

　語る雫しずくさんは真しん剣けんな様子だったから、俺も蒼あお月つきさんも口を挟はさまず耳を傾かたむけていた。

「そして真ま鈴すずちゃんは、絶対に自分から自分のことを喋しやべる子ではありません。だから今私が話さなければ、あなた方はこの先もずっと真ま鈴すずちゃんの事情を知らないままだと思います。

　もちろん、本当なら、本人が打ち明けるのが一番いいんでしょう。でも、『事情を知らなければ仲よくなれない』のに『仲よくならなければ事情を知ることができない』というのは、矛む盾じゆんしているように思えるんです」

　彼女の言わんとすることはわかる。

　例えば蒼あお月つきさんだって、ちゃんと話してみれば優やさしい子なんだって理解できるけど、彼女が優やさしいのだと理解するには、ある程度会話してみないとわからない。蒼あお月つきさんは自分を取とり繕つくろうこともないから、怖こわいとか冷たいとか、誤解されてばかりだ。

「軽い話ではありません。ですから、あなた方が聞きたくないようであればこの話はやめます。

　……ただ私は、あの子がただの悪人みたいに思われてしまっているのなら、それは嫌いやなんです。義理であっても、姉として……あの子がちゃんと、理解されてほしいと願ってしまう。真ま鈴すずちゃんにとって余計なお世話で、私のエゴなんだとは、わかっていますが」

　ぎゅっと、胸の前で手を握にぎる雫しずくさん。

「あ、あのっ。だったら私、聞いてみたい、です。海み各務かがみさんがどうしていつもああいう態度なのかとか、気になりますし」

　蒼あお月つきさんは、勇気を振ふり絞しぼるようにそう言った。

　雫しずくさんが真しん剣けんに語るから、蒼あお月つきさんも彼女なりに、ガミのことを理解したいと心を動かされたのかもしれない。

「……では、お話ししますね。先さき程ほども言いましたが、私と真ま鈴すずちゃんには、血の繫つながりはありません。私達は、親の再さい婚こんによって姉し妹まいになりました」

「……全然知らなかったな」

　ガミにお姉さんがいたことも、義理の姉し妹まいであることも。

「意外。夜や船ふね君、海み各務かがみさんと仲、いいのに」

「あいつ、家族のこと全然喋しやべらないから」

「真ま鈴すずちゃんは、もともと実の両親の離り婚こん自体に反対していたみたいで……だから再さい婚こんのことも、まだ吞のみ込こめていないようなんです」

　雫しずくさんは、複雑な思いを抱いだいているように目を伏ふせる。

「難しい問題だと思います。多感な時期に親が再さい婚こんなんて、真ま鈴すずちゃんにとっては受け入れられなくて当然だと思いますし……」

「雫しずくさんは、再さい婚こんに反対しなかったんですか？」

「私は……今まで育ててくれたお母さんに、幸せになってほしいので。それに私は真ま鈴すずちゃんよりも大人ですし、割り切らなければ」

「ガミ……真ま鈴すずさんが妹だと、大変だったりしないんですか？　さっきも、だいぶ反はん抗こうされてたみたいですし」

「そんなことないですよ。真ま鈴すずちゃんは優やさしい子です。

　今日だって、私が真ま鈴すずちゃんともっとお話しするきっかけがほしくて、『お洋服を好きなだけ買ってあげるから一いつ緒しよにお出かけしましょう？』ってお願いして、一いつ緒しよに来てもらっていたんです。でも、別に真ま鈴すずちゃんはお洋服につられたわけじゃなくて、何度も頼たのみ込こむ私が見ていられなかったんでしょうね。結局、私に何もねだりませんでしたもの。

　……でも、両親の話を出したら、やっぱり怒おこってしまって。タイミングを誤った、私がいけなかったんです」

　雫しずくさんはティーカップに口をつけ、小さく一ひと息いき吐ついてまた話す。

「確かに、真ま鈴すずちゃんはちょっと気が強いです。でも、本当はとてもいい子なんですよ。ただ、周りの環かん境きようが悪かっただけで……。大好きな家族と、自分の望む形のまま一いつ緒しよにいられなかったから、他人を信じられなくなってしまったんだと思います。

　真ま鈴すずちゃんにとって、愛情や絆きずなというものは、信用できないものなんでしょう。だから屈くつ服ぷくや従属させることで、支配して繫つなぎとめようとしてしまう」

「…………」

　ガミの、今までの言動を振ふり返かえる。

　あいつは常に上から目線で、実際にクラス内で誰だれより上に立っている。

　自分から家族のことを話したがらないことといい、背景に何かあってもおかしくはないと思ってはいたが……。

　こういう事情だったとは、予想外だ。

　スクールカースト上位の人間なんて、俺の抱かかえるような心の痛みとか、葛かつ藤とうとか、そういう暗い感情は共有できないものだと決めつけていた。住む世界が違ちがう、なんなら同じ人間じゃないような気すらしていた。

　俺にとってガミや坂さか名なみたいな人間っていうのは、自分の劣れつ等とう感かんや卑ひ屈くつさを浮うき彫ぼりにする存在であり、クラスで爪つま弾はじきにされるという恐きよう怖ふに脅おびやかされないために表面上親しくしているだけだから。

　でも、当たり前だけど、あいつだって同じ人間なんだよな。

「……母から再さい婚こんの話を出されたとき、私は、ちゃんと新しい家族の形を作ろうと決意しました。だから血の繫つながりはありませんけど、私にとって真ま鈴すずちゃんは大切な妹です」

　雫しずくさんはほわっと温かく微ほほ笑えむ。

　綺き麗れいごとのような台詞せりふだけれど、その笑え顔がおに噓うそはないように感じた。

「……雫しずくさんは、優やさしいですね。それに、強い」

　ふわふわした柔やわらかな雰ふん囲い気きで言っているけど、簡単にできることじゃないと思う。

「ふふ、私、一度決めたことに関しては、諦あきらめが悪いんです。一度好きになったもの、好きになった人のことも、ずーっと好きでいますし……。だから、真ま鈴すずちゃんと会って、強がってるけど本当はいい子なんだなって思ったときから、いつか絶対仲よくなりたいって思ったんですよ。なので、まだまだ頑がん張ばります。鬱うつ陶とうしがられない程度に、ですけど」

　胸の前で握にぎりこぶしを作ったあと、雫しずくさんは俺と蒼あお月つきさんに優やさしく語りかける。

「あなたがたも、もしよかったら、真ま鈴すずちゃんと仲よくしてもらえると嬉うれしいです」

　俺は蒼あお月つきさんと顔を見合わせた。

「……仲よくできたらいいなとは、思ってます」

　噓うそじゃない。だってそのほうがいろいろとやりやすいし。

　心から信しん頼らいし合あうなんてのは無理だとわかっているし、俺も望まない。けど、せめて表面上だけでも穏おだやかな関係を保っていたい。

　誰だれとだって、いがみ合いたいわけなんかない。敵対するのも牽けん制せいするのも疲つかれるし。

　なのに、なんでそれだけのことが、うまくいかないんだろうな。

「そういえばさっき、文化祭では演劇をやるっておっしゃってましたね」

　俺の複雑な胸中を読んだように、雫しずくさんはぱっと話題を変える。のんびりしているようで、ちゃんと配はい慮りよしてくれる人だ。

「そうですけど……真ま鈴すずさんはその、劇には出ないといいますか。いや出ないのは真ま鈴すずさんだけじゃないんですけどね」

　ぶっちゃけ、うちのクラスで演劇に参加するの、三人だけだし。

「ええ。たとえ真ま鈴すずちゃんが出演していても、私に観みられるのは嫌いやがるでしょうしね」

　真ま鈴すずさんは苦く笑しようしたあと、すぐにその顔から苦さを消し、明るく微ほほ笑えんだ。

「でも、あなたがたの演劇は、純じゆん粋すいに楽しみです。仕事の都合で最終日しか行けないんですけど、私も文化祭に伺うかがいますね」

　そのあと俺達はまた少し世間話をしてカフェを出た。

　俺達の飲食代は雫しずくさんが全て払はらってくれたが、別わかれ際ぎわ、彼女は申し訳なさそうな表情になる。

「付き合わせてしまって、すみません。真ま鈴すずちゃんのクラスメイトさんにお会いできて気分が昂たかぶってしまったんですが、考えてみたら、デート中なのにお邪じや魔までしたよね……」

「「……え？」」

　俺と蒼あお月つきさんの声が重なる。

　きょとんとしてしまい、即そく座ざに否定することができなかった。

「うふふ。お二人はとてもお似合いですよね。それじゃあ、このあとのデートも楽しんでください」
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「え……いやあの！　俺達、別にそういうんじゃ……」

　はっと我に返って否定しようとしたときには既すでに遅おそく、雫しずくさんはふわふわのスカートを翻ひるがえし去って行ってしまった。

「……あー、じゃ、俺達も行こっか、蒼あお月つきさん」

「う、うん」

「…………」

「…………」

　並んで歩くけれど、会話はない。

　くそう、雫しずくさんの発言のせいで、なんか妙みようなムードになってしまったじゃないか。

　蒼あお月つきさんは頰ほおを染めて、気まずさからか、俺から目を逸そらしまくっているし。

「って蒼あお月つきさん、ちゃんと前見て歩かないと……！」

「え？　……きゃっ！」

　休日の人通りは多い。蒼あお月つきさんは向かい側から早足で歩いてきた大おお柄がらの男性にぶつかり、突つき飛とばされてしまい──

「危な……っ！」

　幸い荷物の中に壊こわれ物ものはないので、持ってたものを放り出し、よろけた蒼あお月つきさんの身体からだを受け止める。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん……」

　吐と息いきが触ふれそうな距きよ離り。

　桜色に染まった頰ほお。

　微かすかに潤うるんでいるように見える硝子ガラス玉だまの瞳ひとみ。

　あまりにできすぎていて──こんなの、ラブコメのワンシーンじゃないか。

「や、夜や船ふね君、その……なんていうか、えっと……いやなんとも言えないんだけど、あの……」

　蒼あお月つきさんは俺の腕うでの中で恥はずかしそうに、ふるふる震ふるえて、口をぱくぱくさせて。

　──どうして、そんな反応をするんだろう。

　嫌きらいな相手にこんな顔するだろうか。

　そもそも、気にしないようにしていたけど、今日の彼女には疑問点だらけだった。

　なんで衣い装しようの生き地じについて、どっちが似合うかみたいなことを聞いてきたのか。

　なんでわざわざ新しい服を買ってまでおしゃれしてきたのか。

　考えようとして、急に指先が冷たくなり、思考停止する。

　頭が理解を拒こばんでいるのだ。「もしかして」と思っても「そんなはずない」と、心の奥の自分がストッパーになる。鈍どん感かんなラブコメ主人公のように「顔赤いけど、熱でもあるの？」ととぼけたくなってしまう。

「転んだりしたら大変だし、ちゃんと前見て歩いたほうがいいよ」

　結局俺は、いつもガミの前で浮うかべているような笑え顔がおを浮うかべ、無難なことだけを言うのだった。







　今日は、不思議な日だったな。

　夜、自分の部屋の中で一人。机に突つっ伏ぷしながら、一日の出来事を思い出す。

　初めて女の子と二人きりで出かけて、ガミのお義ね姉えさんと話したりして。

　……そのあとの、蒼あお月つきさんを抱だきとめたときの彼女の表情が、まだ頭から離はなれない。

　──これは、すごく馬鹿げた妄もう想そうだけど。

　もし、本当にもしも。蒼あお月つきさんが、俺を好きになったとしたら、どうなるんだろう。

「夜や船ふね君は素す敵てきね。いつも明るく笑え顔がおで、皆みんなから好かれてて」

　彼女から尊敬の眼まな差ざしを向けられるのを想像しただけで──ぞっと、した。

「皆みんなから変な子だと思われてるこんな私にも、親切に接してくれて。夜や船ふね君は本当に優やさしい」

　──優やさしい？

　本当に優やさしいなら、こそこそ先せん輩ぱいと裏でやりとりをして変な小こ芝しば居いを挟はさんだりせず、堂々と彼女の味方になればよかったじゃないか。

　そうだ。堂々と言えばいいじゃないか。「俺は蒼あお月つきさんのことが心配で、蒼あお月つきさんと友達になりたいから協力するんだ」って。

「蒼あお月つきさんってさー、顔は可か愛わいいけどやっぱ性格悪いよなー。しかも文化祭仕切ろうとするとか目立ちたがり？　引くわー」

　クラスの連中がそう言っているのを止めもしないで笑っている奴やつの、何が優やさしいっていうんだ。

「夜や船ふね君は明るくて、優やさしくて、頼たよりになる、素す敵てきな人だわ」

　また、妄もう想そうの中の蒼あお月つきさんが微ほほ笑えむ。

　けど、「明るくて、優やさしくて、頼たよりになる俺」はただの幻げん想そうだ。

　なのにキラキラした瞳ひとみで見つめられるなんて反へ吐どが出る。

　蒼あお月つきさんは、綺き麗れいだと思う。

　外見だけの話じゃなくて、まっすぐで、周りからどう見られるかなんて気にしなくて、不器用だけど一いつ生しよう懸けん命めいで。

　坂さか名なとか、他の調子のいい奴やつら相手なら。俺ほどではないだろうが、皆みんなある程度他人の顔色を窺うかがうことなんてあるだろうし、お互たがい様さまって気もするけど。

　でも蒼あお月つきさん相手だと本当に、素の気持ち悪い自分を隠かくしていることが、騙だましているみたいに感じてしまう。

「私……あなたのこと、好きよ」

　ダン、と大きな音がした。

　俺が机を殴なぐりつけた、妄もう想そうを遮しや断だんする音だ。

　現実の彼女はこんなこと言わない。言うはずない。言わないはずだ。そうだろ。

　新しい服を着てきたのは、単に出かける機会なんてあまりないから、女子としてたまには綺き麗れいな服を着たかったからだろうし。

　抱だきとめたとき赤い顔をしていたのは、彼女が初う心ぶなだけだ。男子相手なら誰だれだって、俺じゃなくても同じ反応をするに違ちがいない。そうだ、全部、変な意味なんかないんだよ。

　蒼あお月つきさんは本当の俺を知らない。俺がどれだけ臆おく病びようで気持ち悪い奴やつなのか知らない。

　金メッキを本物の金だと信じさせて美しさに酔よわせるなんて、ただの詐さ欺ぎだ。もしも、万が一蒼あお月つきさんが今俺を意識しているのだとしても、単に騙だまされているからなんだ。

　だから、俺は、勘かん違ちがいしない。







「ねーねー、今日練習って何時からやんの？」

　あの買い出しから約一週間経たった月曜日の、放課後。

　いつも「女の子達と遊びに行くから☆」とろくに練習に参加しないクソ野や郎ろうこと坂さか名ながそんなことを言い出したものだから、あれ？　世界って明日終わるのかな？　と思ってしまいましたよね。

「教室からある程度人がいなくなり次し第だい始めるけど……ようやく参加する気になったのか？」

「うんまあ、だって文化祭で目立てれば、女の子にモテそうだし」

「参加してくれんのはありがたいけど、おまえって今でも十分モテてんじゃん？」

「ヤダ夜や船ふねってばそんな本当のことを」

「うわーこの野や郎ろう。……でも、じゃなんでおまえ、協力してくれんの？」

　目立ってモテたいだけなら、有志でバンド組むとかダンスパフォーマンスやるとか、いろいろやり方はあるはず。

　坂さか名なだったらメンバーを集めるのも簡単そうだし。わざわざ蒼あお月つきさんという、我がクラスの地じ雷らい娘むすめがいるところに踏ふみ込こんでくる必要はない。

「んー？　まあちょっと真面目なことを言っちゃうと、逆らってみようかと思った、というか？」

「逆らう？」

「あの女王様、うちのクラス支配してる気になってんだろ。反旗を翻ひるがえす、っつーの？　そもそも皆みんなにクラスでの出し物参加させないとか、ありえねーわけじゃん。高校生活は三年間しかないってのになあ？」

　他人の耳には入れたくないと思ったのか、名前は伏ふせて、耳元でひそりと言われた。が、ガミの話だということは明白だ。

「つっても俺、おまえが蒼あお月つきさん側につかなかったら、普ふ通つうにスルーしてたけどさ。でもおまえが蒼あお月つきさんに協力することになって俺に声かけてきて、んじゃあ便乗してみんのもアリかなって。俺、誰だれかといがみ合うとか好きじゃないしー、ガチバトルしたいわけじゃないんだけど。一回くらい抵てい抗こうしてみようかってね」

「……おまえ、そんなこと考えてたのか？」

　いつもチャラチャラしてる奴やつだから、そんな深いこと考えてないと思ってた。

「まーね。でも夜や船ふねって、あいつに気に入られてるよな」

「まー、犬だからな」

「前も言ったけどさ、あいつ、夜や船ふねのこと好きなんじゃね？」

「なわけねーだろ。あいつ、今日だって他校のイケメンと会うとかどーたら言ってたぞ」

「おまえが蒼あお月つきさんに構うから、妬やかせようとしてんじゃねーの？」

「冗じよう談だんやめろって。こんなこと本人の耳に入ったら殺されるわ」

　今この教室内に、ガミ本人がいないことが救いだ。

「おまえ鈍どん感かんだなー。ま、それはそれで見てて面おも白しろいからいいけど。俺別にあいつのこと応おう援えんしてるわけでもねーしな」

　こいつ、どこまでも「ガミは俺に気がある」説を引っ張る気か。

　そりゃあガミは美人だけど、恋れん愛あい対たい象しようとしてはありえない。住む世界や思考回路が違ちがいすぎて劣れつ等とう感かんを刺し激げきされるし……。

　と、今までは思っていた。

　でも、見せないようにしてるだけで、ガミにはガミの抱かかえる事情やら、育ってきた背景があるんだ。雫しずくさんの話で、それを知ることができた。

　……とはいえ、確かに他の奴やつらにクラスでの出し物に参加させないのは、やりすぎだと思うけど。

　誰だれだって人生色々あるのに、八つ当たりで高こう慢まんに振ふる舞まわれるのも、それを「かわいそうな子なんだから許してあげなきゃ」なんて考えも、個人的にはなんか違ちがうなって思う。

　雫しずくさんだって、ガミへの理解を深めてほしかっただけで、決して我わが儘ままを許してやってほしいという思いで話してくれたわけではないはずだ。

「ていうか坂さか名な、あいつに一ひと泡あわ吹かせたいなら、もっと真面目に練習に出てくれりゃあいいじゃん？」

　これ以上ガミが俺を好きなんじゃないかとかでいじられるのは避さけたいので、話題を修正する。

「やっだな～何言ってんの、夜や船ふねと蒼あお月つきさんが二人っきりになれるように配はい慮りよしてやろっていう俺の優やさしさじゃ～ん。劇の練習は、実は一人でちゃんとやってるんだって」

「いやいやいやいや（笑）、絶対噓うそじゃん。つか、仮にそうなんだとして、じゃあなんで今日は参加するんだっていう」

「だってさー、おまえら放っておけばくっつくと思ってたんだけど、なんかあんまり進展なさそうだし？　もうちょっと引っかき回してやろうかと」

「適当なことばっか言いやがって……」

　こいつ、本当に自分のも他人のも問わず、恋れん愛あいネタ大好きだよな。単に俺が誰だれかとくっついたら面おも白しろいだろーなーみたいな、野や次じ馬うま根こん性じようなのか？

　世の中にはゴシップ好きな人間が多いよなー、なんてぼんやり思っていたら。バサバサと紙が舞まう音がした。

「うわっ！　あっ、ごめんなさいすぐ拾うんで！」

　恥はずかしそうに声を上げたのは、うちのクラスで、漫まん画が研究会に所属する男子。

　眼鏡で、控ひかえめで、休み時間とかたまに漫まん画が読んでて、本来なら是ぜ非ひともお友達になりたいタイプだ。

　彼が落としたのは、漫まん画がが印刷された紙。

　文化祭シーズンだし、漫まん研けんで配るための原げん稿こうかな？

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あっ、ごめ、ごめっ」

　拾うのを手伝いながらチラ見する。

　うお、すげえ、めっちゃうまいな！

　線が綺き麗れいだし、輪りん郭かくのぷに感とか女の子の表情とか、超ちよう俺好み。え、これ文化祭で買えんの!?　欲ほしい……けど俺のキャラ的に買うわけにはいかねえ、ちくしょう！

　でも、本当尊敬する。ここまで描けるようになるには、かなり努力したんだろうなあ。

「あ、あの、拾ってくれてありがとう。そ、それじゃ」

　見られたのが恥はずかしいのか、彼はそそくさと教室を出てゆく。

　別に馬鹿にしたりしないのにな。まあ、俺はリア充じゆうキャラだから、敬遠されても仕方ないんだけど──

「今の、萌もえ系けいってやつ？　キモッ」

　──背後から聞こえてきた坂さか名なの声に、一いつ瞬しゆんで、背が冷えた。

「俺あーいうの無理ー。でも、モテない奴やつは二次元オカズにするしかないんだろーな。かわいそ」

　振ふり返かえれば、坂さか名なが女子に人気のアイドルフェイスに、ニヤニヤと嘲ちよう笑しようを浮うかべている。

　あんなくだらないものを好いている奴やつは気持ち悪いから、馬鹿にしていい。そんなレッテルを貼はって。

　……なんだ？

　なんで、ただ一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってるだけなのに、漫まん画がだからとか、萌もえ系けいだからなんて理由で見下されなきゃなんないんだ。

　どうして、「気持ち悪い奴やつだから、何を言ってもいい」なんて、正しいみたいな顔して人の人生ボロボロにしてくるんだ。

　なんでおまえらみたいな奴やつらがクラスの中心人物ですみたいな顔して堂々と生きてて、他の奴やつらがこそこそ気ぃ使わなきゃなんないんだ。

　スクールカーストとか、上とか下とか、誰だれがどうやって決めんだよ？

　強きよう烈れつな怒いかりが込こみ上あげる。

　それでも、こいつと揉もめるのはデメリットだらけだ。

　演劇には王子役が必要なんだから、今こいつと喧けん嘩かなんかしたら困る。

　そうでなくたって、女子から人気者な坂さか名なを敵に回せばいろいろと面めん倒どうなことになる。

　だから同意するんだ。「ほんとキモいよなー（笑）」と。

　けど俺が口を開く前に、坂さか名なは更さらにぺらぺらと喋しやべる。

「無む駄だに目のでっかい女の子の漫まん画がなんか描かいて、虚むなしくないのかね。んなことしてる暇ひまあるなら、だっせえ髪かみ型がたどーにかするとか、自じ分ぶん磨みがきでもして彼女作ろうとか思わねえのかな（笑）」

　テメエの価値観はそこにしかねえのかよ。あんな上手になるほど時間かけて絵の練習して、学校生活や勉強もある中、一つの作品を完成させるなんて、すげえじゃねえか。簡単にできることじゃねえよ。

　あいつはきっと漫まん画がが大好きで、誰だれにも迷めい惑わくかけず、楽しんでるだけなのに。

　なんで、一いつ生しよう懸けん命めいやってる奴やつが、大事な趣しゆ味みに没ぼつ頭とうしてる奴やつが、こんなふうに笑われなきゃならないんだ？

　おまえは何様だ。人の努力を笑えるほど偉えらいのか？

　血ち反へ吐どが出そうになるけれど、呪じゆ詛そのような言葉は奥おく歯ばで嚙かみ殺ころし、笑え顔がおで同調する。

「な。マジ、ウケるよなー（笑）」

「なー。あ、それよりさー、俺演劇の台本忘れてきちゃった（笑）。夜や船ふね、予備とか持ってない？」

「俺の貸してやるよ。俺はもう台詞せりふ覚えてるから」

「さんきゅー。夜や船ふねってほんといい奴やつ！　俺達マジ親友だよなー！」

　いぇーい、とハイタッチを交かわしながら、爪つま先さきから泥どろ闇やみに沈しずんでいく感覚に襲おそわれる。

　我が身み可か愛わいさに、何も言えずに同調しているくせに、心の中で坂さか名なを批判している。

　そんな俺こそ、一体何様なんだ。







「……どうしたの、夜や船ふね君。具合でも悪いの？」

　珍めずらしく坂王子名サマが参加してくれた練習だというのに、俺の調子はガタガタだった。

「……ごめん。なんか今日は、ちょっと……」

「えー。夜や船ふねが調子悪いんだったら、練習やる意味ないよねー。俺もう帰る～」

　俺の調子を悪くしてくれた張本人は、早々に鞄かばんを持ち教室を出ていく。

「……大だい丈じよう夫ぶ、なの？」

　蒼あお月つきさんは俺の顔を覗のぞき込こみ、おずおずと聞いてくる。

　そうやって優やさしくされることが、今は辛つらい。

「やっぱり、放課後ずっと練習なんて大変なんじゃない？　無理、してるんじゃ……」

「いや、そういうんじゃないよ。心配してくれてありがとう」

「……べ、別に。あなたに役を降りられたりしたら、迷めい惑わくってだけだから」

「うん。わかってるよ」

「…………」

　俺は彼女の言葉に「わかってる」と言ったのに。

　蒼あお月つきさんは俺に対し、「わかってない」とでも言いたげに眉まゆを下げた。

「あ、あの」

　きゅっと胸の前で手を握にぎり、深呼吸をして……蒼あお月つきさんは、勇気を振ふり絞しぼるように口を開く。

「わ、私、その、ちょっと、うまくは、言えないけど……でも」

　一歩、彼女がこちらと距きよ離りと詰つめる。まっすぐな瞳ひとみで見上げられる。

「あなたを、心配する理由……役を降りられたら迷めい惑わくだからってだけじゃ、ないわ」

　やめろ。

　迷めい惑わくだから、でいいんだ。それ以外の理由なんて欲ほしくない。

「夜や船ふね君は、私に声をかけてくれて……ここまで力を貸してくれたり、ずっと一いつ緒しよにやってきたわけだし……。あなたはいつも、私を助けてくれて……だから、その……」

　彼女の声が俺の中に染しみ込こんでいくみたいで、温かい。

　温かくて、気持ち悪い。

　一体どうしてしまったんだ。いつも皆みんなに手厳しくて、冷たいのが君じゃないか。

　そんな澄すんだ視線を向けるな。優やさしい言葉で、刃は物ものみたいに俺を刺さすな。

　俺がいつ、君を助けたっていうんだ。

　俺は誰だれも助けない。誰だれも、助けられない。そういう男だ。勘かん違ちがいするな。

　身体からだの奥から、沸ふつ々ふつと毒のような感情が湧わき出でて止まらない。

　自分が嫌きらいな自分を、誰だれかから好意的に思われたって受け入れられるはずない。たとえ恋こい心ごころではなくても、優やさしさを向けられるだけで目を背そむけたくなる。

　だから俺は伝えた。君に、ちゃんと、伝えたんだ。

　──絶対にデレないでほしい、って。

「……っ！」

　気づいたら、俺は何か細いものを摑つかんでいた。

「あの……夜や船ふね、君？」

　彼女の、白い手首だ。

「蒼あお月つきさん」

　細い手首。力を入れたら折れてしまうんじゃ、なんて心配になってしまうくらい。

「蒼あお月つきさんは俺のこと、嫌きらいだよね」

　窓の外が赤い。秋の夕方特有の空色だ。

　赤。二人で買い出しに行ったとき、服を褒ほめたときも、彼女の身体からだを支えたときも、彼女の頰ほおは赤く染まっていた。

　それを、わかっているのに。むしろ今だって、彼女は俺のために一いつ生しよう懸けん命めい言葉を紡つむいでくれていたって、心の片かた隅すみでは気づいているのに。

　それでも俺は、平気でこんな台詞せりふを口にしたんだ。

「嫌きらいって言ってくれ」

　普ふ段だんは意識して柔やわらかくしている自分の声が、氷柱つららのように尖とがるのを感じた。

　握にぎりしめている蒼あお月つきさんの手首から、小さくビクッと動どう揺ようが伝わってくる。

　前にもぼんやりと考えたことが、また脳のう裏りに過よぎる。

　世の中の人々は、「本当」と「噓うそ」を明確に二分したがるけれど。

　人間の気持ちはそんなにはっきりなんかしていなくて、白でも黒でもない、マーブルみたいな気持ちが存在するし。

　あるいは、白か黒か、そのときどきで、天てん秤びんの傾かたむきかたが違ちがうんだ。

　だから、これも。

　白であり、黒。

　嫌きらってほしい。気持ち悪いと言ってほしい。

　そのための言葉が、吐と瀉しや物ぶつみたいに口から溢あふれていく。

「俺は、蒼あお月つきさんがうちのクラスにいてくれて、正直助かったって、入学当初は思ってたけどね」

　嫌きらわれるための言葉だ。

　でも本心だ。綺き麗れいな上皮を剝はいだ、醜みにくい俺の本音。

　俺は、蒼あお月つきさんのことを──




「避ひ雷らい針しんみたいだなって、思ってたよ」




　蒼あお月つきさんは何も言わない。

　俺は一人でべらべら喋しやべっていく。

「中学二年生のとき、秋の体育祭でさ」

　これは彼女には全然、まったく、何ら関係ない話だ。

「クラス対たい抗こうで……大おお縄なわ跳とびの、八の字ってあるじゃん。一人ずつ順番に飛んでくやつ。あの競技あったんだ。でもさ、あれって誰だれが失敗したかモロにわかるし、引っかかった奴やつはクラス全員から『うわ～』って目で見られんだよね。スクールカースト上位の、運動できる奴やつらは『皆みんなで一位とろうね！』みたいな変な気合い入ってっから。一位とったって賞金出るわけでも成績上がるわけでもないし、んなことより、誰だれも傷つかず仲よくやったほうがいいと俺は思うんだけどね」

　今でもあの空気を思い出せる。

　よく晴れた空。秋にしては強い日差し。グラウンドの匂におい。

「二十回くらい超こえたあたりから、ほんと緊きん張ちようして最悪だよね。記録を止めちゃったら、皆みんなから責められるじゃん。あんないじめを作る競技、体育祭でやるほうがおかしくない？　俺は、俺じゃない誰だれかが、とっとと引っかかってくれ、ってずっと思ってた。で、ありがたいことに、他の男子が引っかかって、流れ止めてくれたんだよね。

　そいつはおとなしいけど優やさしい奴やつでさ、いつも、誰だれにも迷めい惑わくかけねえように教室の隅すみっこで本とか読んでて。絶対わざとなんかじゃないし、本人だって、そんな悪目立ちしたくなかったはずなのに。

　でもさ、なんか女子が『皆みんなで優勝できると思ってたのにー』とかぶりっこして泣き出してさ。クラスの空気がすげー悪くなって。本当に泣きたいのは、その男子のほうだっつーのにね。でも、女子なら泣きゃあ許してもらえるけど、男子が泣いても皆みんなどん引きするだけじゃん。男女平等ー、なんて言うけど、実際そういうとこあるじゃん？　ずるいよね。いやもー本当に地じ獄ごくみたいな空気だったんだけどさー」

　重暗い話を、笑い飛ばすみたいに軽く話す。

「俺は、見てるだけで、何も助けなかったよ」

　自分がされて嫌いやなことは、人にしちゃいけません。

　小学校低学年の頃ころ、先生から言われた言葉だ。

　だけど。

「クラス中から冷たい視線を向けられるのが、どれだけ辛つらいか、身をもって知っていたのに」

　声を上げて助けに入ったとして、それで俺がいじめられたら、誰だれが俺を守ってくれる？

　自分を守れるのは自分だけだ。

「また自分がその立ち位置に戻もどるのだけは死んでもごめんだから、見て見ぬふりをした」

　クラスで邪じや魔ま者もの扱あつかいされている奴やつを庇かばうことで、今度は自分が標的にされる。

　その構図が、あまりにも鮮せん明めいに想像できてしまったから、足がすくんだ。

　怖こわくて、指先まで冷え切って、何も、何もできなかった。

「それから、そいつは三年生になってクラス替がえがあるまで、ずっと気まずい立ち位置のまま独りだった。まあ、別に俺は友達いっぱいいたし、卒業まで人気者ポジションだったけどね」

　ああ、そうだとも。必死に仮面を被かぶり続つづけてたから、俺はクラスメイトに好かれてたよ。

　助けたい相手を助けられない。

　好きなものを好きだとも言えない。

　なんで、そんな奴やつが好かれるんだ。

　それでも、自分のまま、ありのままに生きてきた俺より、周りに合わせてる偽にせ物ものの【俺】のほうが皆みんなから人気なのは、まぎれもない事実。

「──高校に入学して、俺は、君に同情しながら、安心してた」

　蒼あお月つきさんは、さっきから一言も喋しやべらない。

　俺は、彼女の顔を見ることすらできない。

「君がクラス中の敵になってくれるかぎり、俺は安全だ。誰だれかが君の悪口を言うたび、うんうん、あの子マジ酷ひどいよねって、無む駄だに同調しながら周囲のご機き嫌げんをとってへらへらしていればいい」

　それこそ、雷かみなりを一身に引き受けてくれる、避ひ雷らい針しんの姿だ。

　三十一人いる教室で、たった一人だけ犠ぎ牲せいになってくれれば、他の三十人は笑っていられる。

　そんなの間ま違ちがっていると、頭の片かた隅すみではわかっていても。

「だってそうだろ。うまく立ち回ればいいものを、敵を作るような真ま似ねをするほうが悪いんだ。誰だれだって皆みんな、言いたいこと我が慢まんしてる部分なんてあるのに。不ふ可か抗こう力りよくならともかく、自由に言いたいことを言って、その結果立場を悪くしてるなら、そんな奴やつ、本来助けてやる義理ない」

　カーテンが風に揺ゆれる。

　ああ、空が、赤い。

「大体さあ、美少女って、漫まん画がとかだと最高の存在みたいに描えがかれてるけど、現実じゃぶっちゃけ、いるだけで空気悪くしてくれるんだよね。周りにいる奴やつは自分と比べちゃって劣れつ等とう感かん抱だくし。男子同士でも、好きな女子が被かぶって険悪になったりすると最悪だし。サークルクラッシャー的な？

　その点、蒼あお月つきさんには助けられたわ。女子達が卑ひ屈くつになって『もっと可か愛わいい子のほうがいいんでしょ？』なんて言ってきても、『うーんでもさ、いくら可か愛わいくても、蒼あお月つきさんみたいに口が悪い子とかはちょっとな』って言っときゃ、皆みんな納得して機き嫌げんよくしてくれるし。

　逆の使い方もできるよ。君に同情してると、優やさしくしてもらえるんだ。『あんな子にも気を使ってあげるなんて、夜や船ふね君って優やさしいね』って」

　なんで俺、ひっぱたかれないんだろ。ああ、俺が右手首摑つかんじゃってるからか。

「わかる？　君は要領が悪いからわからないかもしれないけど、俺はいつだってそうやって、損そん得とく勘かん定じようをした上で君に接してた。

　公園で君と二人で話してたって、俺は裏ではそういうことを言ってたよ。だって誰だれからも嫌きらわれたくないもん。皆みんなにいい顔して、うまいことやっていきてえもん。蒼あお月つきさんとは、さあ。真逆、だよね」

　蒼あお月つきさんは、嫌きらわれることを恐おそれない。誰だれかにすり寄ったり取り入ったりもしない。周囲から奇き異いの目で見られて一人でも、自分の目的のため、文化祭で演劇をやると言うなんてことまでした。

　俺から見たら、彼女はとても綺き麗れいな存在で。

　だから、自分の醜みにくさが浮うき彫ぼりになる。

「蒼あお月つきさん。君は今まで、綺き麗れいな【俺】しか知らなかったんだ。でも本当の俺は、ろくでもないクソ野や郎ろうだよ」

　そうだ。本当の俺はこういう奴やつだ。

　勘かん違ちがいしては、いけない。

　自分が好かれて、幸せになれるだなんて。

　勘かん違ちがいしちゃ、いけないんだ。

「だから蒼あお月つきさんには、絶対【俺】に、デレたりしてほしくない」

　好かれたいけど好かれたくない。

　デレてほしいけどデレてほしくない。

　どっちも本音で、どっちも噓うそ。

　俺はそういう、ろくでもない人間だ。

　──顔が上げられない。ひたすら自分の上うわ履ばきを見つめる、虚きよ無むの時間が続く。

「言いたいことは、それだけ？」

　蒼あお月つきさんの手首を摑つかんでいた手が、振ふり払はらわれ──

　ふわり、と。

　両りよう腕うでで、頭を、包み込まれる。

「……あなたは、馬鹿だわ」

　俺は古いパソコンのようにフリーズし、自分が何をされているのか、気づくのにだいぶ時間がかかった。

「……どうして……罵ののしりながら、頭を撫なでるんだ」

「だって、そのほうが辛つらいでしょう」

　俺は蒼あお月つきさんの胸に顔を埋うずめる形で、彼女に頭を撫なでられている。

「自分の生き方を後こう悔かいしてるから、責めてほしいって言っているみたいだったわ」

　わからない。どうして彼女がこんなことしてくれるのか、わからない。

　でも、温かい。

　胸むねの奥までじんと包み込まれるようで、指先が火ほ照てる。

「夜や船ふね君。私は……」

　抱だきしめられているから、すぐ上から彼女の声が、俺の耳をくすぐるように下りてくる。

「……私は、ひねくれ者ものなの」

　そうだろうか。

　俺からしたら、彼女はひどくまっすぐな生き方をしている気がする。

「だから、あなたが欲ほしがっている言葉をあげたりしない」

　頭の中がぐちゃぐちゃで、言葉の意図を理解できない。

　ただ、小さな掌てのひらにそっと髪かみを撫なでられていると──

　どうしようもないほどに、泣いてしまいそうになる。

「……ううん。その逆を言うために、頑がん張ばっているんだから」

「……意味が、わからない」

　そもそも蒼あお月つきさんだって、俺が言ったこと全部なんて、正しく理解してるわけじゃないだろう。
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　俺は彼女に、昔いじめられていたことなんか一いつ切さい話したことない……ってか、こんなこと誰だれにも話したことないし。

　それでも、わからなくても一いつ生しよう懸けん命めい受け止めようとしてくれることが、彼女の優やさしい温ぬくもりから伝わってくるみたいで。

　拒きよ絶ぜつ反はん応のうが湧わく。吐はき気けを催もよおしそうなほどに。

　優やさしさに浸ひたる資格なんて、ないから。

「蒼あお月つきさんは……こんな男、嫌きらいだろ」

　こんな、汚お泥でいのような醜みにくさをぶちまけた男なんて。

「……あなた、自分で思ってるほど賢かしこくないわよ」

「……手厳しいな」

「あなたは、本当に、本当に、馬鹿」

　好きとも嫌きらいとも言わず、蒼あお月つきさんはそっと呟つぶやいた。

　彼女の胸から、とくんとくんと、鼓こ動どうが伝わってくる。

「あなたは、私という人間を勘かん違ちがいしているわ。どうしようもない男」

「……そう、かな」

「そうよ。……勘かん違ちがい、しないでよね……」

　肯こう定てい的てきな言葉なんて何一つかけられてない。

　好意的な言葉なんて何一つかけられていない。

　それなのに、どうしてだろう。

　俺の中の何かが許された気がして、ずっと胸に突つき刺ささっていた破は片へんが目から落ちるように、大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれた。

「ご、ごめん」

　彼女の制服を涙なみだで濡ぬらしてしまい、ばっと顔を上げる。

「本当に、ごめん。俺、どうかしてた」

「……別に。疲つかれてたんじゃないの。連日、練習で無理させた私にも原因があるわ」

　やっと彼女の顔を見ることができたけれど、蒼あお月つきさんの目には、怒いかりも蔑さげすみもなかった。

「とにかく、今日はもう帰りましょう。帰ったらちゃんと休むのよ」

「あ、ああ」

　あんなこと言われたばかりなのに、何もなかったみたいに、いつも通りに接してくれる。

　──どうして。

　どうして彼女は、俺にこんなふうにしてくれるんだ。

「調子が戻もどったら、明日はまた練習だからね」

「……蒼あお月つきさん、気合い入ってるね」

「……うん」

　茜あかね空ぞらを眺ながめながら、蒼あお月つきさんはごく小さな声で、ぽそりと何か呟つぶやいた。

「目的を達成して……もっと、ちゃんと……伝えたいから」
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　……昨日はとんでもない醜しゆう態たいを晒さらしてしまった。

　今日、どんな顔して蒼あお月つきさんと会えばいいんだろう。

　ベッドの中で昨日のことを思い返していたら恥はずかしくて、いたたまれなくて、ろくに眠ねむれず、いつもより早い時間に起きてしまった。

　恥はずかしいのもあるけど……それ以上に。

　あの蒼あお月つきさんの行動を、俺はどう受け止めればいいんだろう。

　自分の中の気持ちを全部ぶちまけて、彼女の温ぬくもりに包まれて、許された気がした。

　だけど別に、「好き」と言われたわけではないのはもちろん、「嫌きらいじゃない」とか「友達だと思ってる」とかだって一いつ切さい言われてない。

　彼女は一体何を考えているんだろう。俺のことをどう思っているんだろう。

　俺はなるべく人の顔色は読もうとするけど、心まで読めるわけじゃない。

　醜みにくさをぶちまけて、拒きよ絶ぜつせず普ふ通つうに接してもらえただけで十分すぎるということも、これ以上を望むのは贅ぜい沢たくだということも、痛いほど理解してる。

　それでも──もっと彼女の心を知りたいと、思ってしまう。

「……ん？」

　駅に向かって歩いていると、いつもの公園で蒼あお月つきさんを見つけた。

　ここでは彼女としょっちゅう会ってるけど、朝に見かけるのは初めてだ。

「おはよう、夜や船ふね君」

「おはよ……」

　──あれ？

「昨日は、ちゃんと休めた？」

「う……うん……」

　なんだ、おかしい。

　蒼あお月つきさんの顔が、まともに見られない。

　自分の顔が熱くて、心臓がドクドクいってる。

「……夜や船ふね君？　どうかした？」

「いや、な、なんでもない。ていうか、蒼あお月つきさんこそどうしたの？　朝、ここにいるなんて珍めずらしいよね」

「ん……だって、昨日夜や船ふね君、様子がおかしかったから……」

「……心配してくれたの？」

「そ、そういうわけじゃないわ。ただ、その、あなたに何かあったら、練習にも支障が出るし……。あとその、見せたいものもあったから」

「見せたいもの？」

「うん。私、昨日は家で衣い装しようの作業を進めて……。人にん魚ぎよ姫ひめの衣い装しようは、できたの。ほら」

　蒼あお月つきさんは手にしていた紙かみ袋ぶくろから中身を出すと、ぱっとひろげた。

「うわ、すげえ」

　アイスブルーの、ヒラヒラしたキャミソール。それより深いロイヤルブルーの、ラメ入りマーメイドラインスカート。

　どちらもパールっぽいビーズが散りばめられていて、とても舞ぶ台たい映ばえしそうだ。

　蒼あお月つきさんが着たら、絶対綺き麗れいだろうな……。

　って、何考えてんだ。

　変な意味じゃない。蒼あお月つきさんは美少女だから、普ふ通つうに、そう思っただけだ。

「すごい完成度だね。本当に裁さい縫ほう、得意だったんだ」

「……何よ、噓うそだと思ってたの？」

　じとっとした目で見られる。う、そういう顔も可か愛わいいんだよな。

　もっと見ていたいと思うのに、鼓こ動どうが落ち着かなくて視線を彷徨さまよわせる。

「そ、そんなことないけど。でも、まだ魔ま法ほう使つかいと王子と、人にん魚ぎよ姫ひめの変身後の衣い装しようも作らないといけないよね？　大変じゃない？」

「う……」

　気まずそうに、ぐっと言葉を詰つまらせる蒼あお月つきさん。

「えっと……結構まずい感じ？」

「だ、だいぶギリギリ……でも、絶対当日までには間に合わせるから！」

「なら、俺も手伝うよ。裁さい縫ほうとかそんな得意ってわけじゃないけど、教えてくれれば、どうにかやってみる」

「え、でも……。夜や船ふね君、疲つかれてるんじゃ……。練習だけでも大変なのに」

「そんなの、蒼あお月つきさんも同じでしょ。別に俺、体調は悪くないから平気平気」

「でも、作業するならミシンがいるし……。夜や船ふね君の家って、ミシンある？」

「あ……ないな。前に母さんが使ってたミシン、うちではもう使わないからって、子どもが生まれた親しん戚せきにあげちゃってて……。でも、ミシンなら学校の被ひ服ふく室しつにあるじゃん？」

「被ひ服ふく室しつは手芸部とか演劇部とか、別の部員でいっぱいなのよ。この時期だから、どこも皆みんな衣い装しよう作づくりしてて」

「そっか。いやでも、蒼あお月つきさん一人に任せるわけにはいかないよ」

「ん、じゃあ……」

　蒼あお月つきさんは少し考えるようにしたあと、提案する。

「私の家、来る？」

「…………えっ？」

「うち、たしか物置きに古いミシンがあったはず。そっちも使えば、二人で作業できるから」

「い、いや、学校に持ってきてくれれば、自分で、家でやるから」

「ミシンなんて重いもの、学校に持ってこられないわよ」

「そりゃあそうかもしれないけど、でも……」

「っと、今、あんまり話してる時間はないわね。二人で一いつ緒しよに登校したら変な目で見られちゃうから、時間ずらして行かなきゃいけないし。──私、先に行くわね」

　蒼あお月つきさんは走り出し、一回だけこちらを振ふり向むいて、邪じや気きのなさそうな顔で言う。

「とにかく、今度の土曜日なら都合いいから。来て」

　──心臓はドキドキと鳴なり止やまなくて。それから学校でも、まともに蒼あお月つきさんの顔が見られなかった。

　今日まだ火曜日なんですけど。この状じよう況きようが週末まで続くのかよ……。
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　人が人を好きだと思うきっかけって、なんだろう。

　顔が好きだから一ひと目め惚ぼれとか、趣しゆ味みが合って話してるうちにいつの間にかとか、普ふ段だんと違ちがうギャップを見て意識したとか……世界ではきっと、いろんな人が、いろんな理由で、誰だれかを好きになっているんだろう。

　同じように、何かのきっかけで、好きだった人のことを嫌きらいになってしまう人もいるのかもしれない。人の感情って、不思議だ。

　……この前、夜や船ふね君は、きっと何か嫌いやなことや自分を責めたくなるようなことがあって、それで、私に嫌きらわれようとして、あんなことを言ったんだろうけど。

　私は──

　嬉うれしいと、思った。

　もともと私は、ずっと思ってたから。教室にいるときの夜や船ふね君は、演技をしているんだろうって。

　だからあなたが過去のことを話してくれたとき、ようやく、本当のあなたに会えた気がして。

　あなたは露ろ悪あく的てきにたくさんのことをまくし立てていたけど。

　あなたの言葉を聞いても、私はあなたの心が醜みにくいだなんて思わなかった。

　誰だれだって、いざこざに巻き込まれたくないのなんて、当たり前のことで。

　自分を大切にして、自分を守るのは、別に悪いことじゃないのに。

　でもあなたは、優やさしいから自分を責めてしまう。

　言葉でうまく伝えられない自分を、こんなにもどかしいと思ったことはない。

　私はあなたを嫌きらったりしない。

　私はあなたの傍そばにいたい。

　私は……。

　私は、夜や船ふね君のことが……好きなんだ。

　やっと気づいた。自覚した。

　本当はもっと前から惹ひかれていたのかもしれない。でも、私なんかに好きになる資格はない、この気持ちは恋こいじゃなくてただの親愛や感謝なんだって、自分の気持ちに蓋ふたをしていたのかもしれない。

　……でも、もう、駄だ目めだ。

　夜や船ふね君に好きだって言えないことが、苦しくて、仕方ない。

　伝えたい。伝わってほしい。

　夜や船ふね君が自分のことを曝さらけ出だしてくれたときも、結局私は、言葉ではなんの好意も伝えられなかったから。

　演技でも本心でもどっちでも関係ないよ、あなたは優やさしい人で、私にとってとても大切な……特別な人だよって、言いたかったのに。

　もっともっと、私の中にある気持ち全部、大きな声にして口に出したかったのに。

　けど、できなかった。だって、そんなことしたら全部《嫌きらい》になっちゃう。

　あんなに自分を責めていたあのときの夜や船ふね君に、絶対そんなこと言いたくなかった。だから抑おさえるしかなかった。

　せめてあなたを抱だきしめて、頭を撫なでて、言葉でうまく伝えられない中でも、せいいっぱい伝えようとしたけれど──

　私、やっぱり何か、間ま違ちがえたかな。

　だってあれから……最近ずっと、夜や船ふね君はよそよそしい。

　なんだか視線が合わなくなったし、そわそわして、会話しても、どもることが多くなったし。

　あのとき……本当の自分を見せてくれたとき。夜や船ふね君はもっと、違ちがう言葉が欲ほしかったんじゃない？

　もっとちゃんと、素す直なおな好意の言葉が欲ほしかったんじゃないのかな？

　夜や船ふね君にとってとても大事な場面だっただろうに、私は言葉では何も言えず、夜や船ふね君の心を解ほぐしてあげることができなかったのかもしれない。

　世の中には、言葉がなくても通じ合える、なんて考え方もあるけど。

　でも、ちゃんと言葉にしなくちゃ伝わらないことだって、あるはずだ。

　何より私が、夜や船ふね君に、伝えたいの。

　……もう、嫌いや。こんなのは、嫌いやだよ。

　好きって言えないのは、自分への罰ばつだと思ってた。ただ一度だけ夜や船ふね君に感謝を伝えられれば、完全に呪のろいが解けなくても構わないって思ってた。

　でも、でもでも、もう限界だ。

　夜や船ふね君、私、あなたのことが──
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　土曜日。俺は約束通り蒼あお月つきさんの家に来ていた。

「こ、ここ？」

「ええ。ここ」

　お宅に訪問するのは初めてだったので、いつもの公園で待ち合わせして家まで案内してもらったのだが……。

　でかっ。そして綺き麗れい。蒼あお月つきさんって、結構なお嬢じよう様さま？

「上がって。今日は、他の家族いないから」

　……なんでそういうこと言うんだろう。ただでさえ緊きん張ちようしてるのに、そんなこと言われたらいっそう意識してしまうんだが。狙ねらってやってるわけじゃないんだよな？

　既すでに心臓の音がやばいものの、平静を装よそおって微ほほ笑えむ。

「へー、仕事とか？」

「ううん。皆みんなで遊園地行ってる」

「え、蒼あお月つきさんは行かなくてよかったの？」

「別に誘さそわれてないし」

　──ん？

　動どう揺ようを声に出しそうになってしまったが、追及していいものなのかどうか迷って、結局何も言えなかった。

「他に誰だれもいないほうが作業に集中できるし、都合いいでしょ。それより、早く私の部屋に行きましょう」







　他に誰だれもいない蒼あお月つきさんの家で、二人きり。

　正直、何を話せばいいのかな、と思ったけど。むしろ、昨日の夜とか緊きん張ちようしまくって「いざというときの話題リスト」みたいなの作って気まずい空気が流れないよう必死に準備してきたんだけど。

　いざ部屋に行ってみたら、二人でずっとミシンを動かし続けて、会話も何もなかった。

　ですよね、作業に集中しますよね。そのために来たんだもんね。

「……ふう。こっちは終わり」

「え、すごいな。ごめん、俺のほうはまだかかる」

「ん……でも、疲つかれたでしょ。休きゆう憩けいしましょ」

　蒼あお月つきさんは一度退室すると、紅茶とクッキーを載のせたトレイを持って戻もどってきた。

　彼女の部屋は、今まで友達が来るということがゼロだったのか、小さめのソファが一つあるだけで来客用の椅い子すがないので、そこに二人で並んで座る形だ。

　距きよ離りが近くて、隣となりが気になって、どうにも落ち着かない。

　気を紛まぎらわすようにクッキーを一口齧かじると、サクッといい音がして、舌がとろけるようなバターの風味がひろがる。

「わ、このクッキー、すごくおいしいね」

「……そ……そう？」

　ん？　どうしたんだろ。蒼あお月つきさん、妙みようにそわそわしてる。

「いや本当においしい。どこで買ったの？」

「…………ひみつ」

　秘密って。そんなもったいぶることでもないような。

　…………。

　もしかして、手作り？

　──俺のために、作ってくれたのかな。

　この前、あんな醜しゆう態たいを晒さらしてしまったのに。

　それでも、こうして気持ち悪がらずに、俺と一いつ緒しよにいてくれてるんだよな。

　いや、そう思ってしまっていいのか？　衣い装しよう作づくりが間に合わないって理由で、作業のために集まってるだけなのに。

「……や、でも、その。本当に、おいしいよ」

「わ、わかったわよ。別に、そう何度も、言ってくれなくても……」

　顔を背そむけてしまう蒼あお月つきさん。これはマジでしつこいと思われてるのか？　それとも、照てれ隠かくしなんだって自うぬ惚ぼれてもいいのか？

　答えがほしかった。彼女の仕草の理由。俺の気持ちの名前。

　心臓がドキドキして、頭がぐるぐるして、全然わからない。

　ただ一つ、わかることといえば。

　今、彼女のことを、可か愛わいいと思っている自分がいるということだけ。

　あんなに準備したのに、何も話題が出てこない。ただサクサクと、ハムスターのごとくクッキーを齧かじっていく。

　無言。俺がクッキーを食う音と、時計の針の音だけが響ひびく。そんな時間がどれだけ続いただろうか。

　肩かたに、心ここ地ちいい重みが寄りかかってくる。

「あ……蒼あお月つきさん？」

　俺の肩かたで、彼女は目を閉じている。

「ね、寝ねちゃったの？」

　無理もない、か。

　劇の練習に衣い装しよう作づくりに、その他た諸もろ々もろの準備。その上勉強だって疎おろそかにはできないわけだし……ずっと、忙いそがしかったもんな。

　俺もフォローしてたつもりだったけど、気配りが足りなかったかもしれない。

　……それにしても。

　寝ね顔がお、可か愛わいいな。

　いつもはキッと吊つり上あがっている目が閉じられていると、子どもみたいにあどけなくて。

　こうして見ると、本当に肌はだとかきめ細かいし……。

　唇くちびるなんか、さくらんぼみたいに綺き麗れいで、柔やわらかそうで。

　──触ふれてみたい。

　いや駄だ目めだ駄だ目めだ駄だ目めだ駄だ目めだ。

　寝ねている女の子にそれは、本気でまずい。

　必死に、暗記している劇の台詞せりふを脳内で繰くり返かえして自分を落ち着けようとする。

　どのくらい、時間が経過しただろう。

「……夜や船ふね君……」

「あ、蒼あお月つきさん、起きた？」

「…………」

「あれ？　もしもし？」

　確かに名前を呼ばれたのに、彼女は返事をしない。

　……まさか、今の、寝ね言ごと？

　寝ね言ごとで名前を呼ばれるなんてこと、現実にあるのか……？

　やばいやばい、心臓の鼓こ動どうがやばい。

　なんか、もう、無理。限界だ。このままだと、俺の中の何かがやばい！

「あ、蒼あお月つきさん、起きて！」

「ん、ぅ……」

　小さく身体からだを揺ゆすると、蒼あお月つきさんは眠ねむたそうに目をこすった。

　まだ半分夢の中にいるように、目がとろんとしている。

「……む～～～……」

　一度は目を開けたのにまた閉じてしまい、ぐりぐりと俺の肩かたに頰ほおを擦こすりつける蒼あお月つきさん。

　うおお……こ、こんな蒼あお月つきさん初めて見る。

　無防備というか、甘えたがりというか。

　なんかちょっと、おかしいんじゃないか。

　──そういえば今日、蒼あお月つきさん以外の家族は、遊園地に行ってるって言ってたな。

　蒼あお月つきさんは、誘さそわれてない、とも言っていた。

　……家族から除のけ者ものにされたってこと、だよな。

　蒼あお月つきさんに何か事情があるんだろうとは察してるし、彼女が自分から話してくれないかぎり、踏ふみ込まないようにしているけれど……。

「蒼あお月つきさん……本当は、寂さびしかったんじゃないの？」

　こんなに広い家の中で、一人きり。

　──もしかして、だから今日、俺を誘さそったんじゃないのか。

「……そう、よ。……だから……」

　うとうとと寝ねぼけながら、彼女は言った。

　言葉はそこで終わり、あとには何も続かなかった。

　なのでこの先は、俺の都合のいい妄もう想そうだ。

　こう言ってくれるんじゃないかって、気がしたんだ。




　──あなたが来てくれて、よかった。




「……っ」

　俺は勢いよくソファから立ち上がる。

　肩かたに寄りかかっていた蒼あお月つきさんはバランスを崩くずして驚おどろき、目を見開いた。

「ふぇ……あ、あれっ？　私、寝ねちゃってた……？」

「そ、そろそろ作業再開しよう！　ちゃんと衣い装しよう作んなきゃ、文化祭に間に合わなくなっちゃうし」

　もう少しあのままでいたかったし、いさせてあげたかった。

　それでも、ぎくしゃくしつつまたミシンと向き合う。

　──あのままだったら、何をしてしまうかわからなかったから。

　ああ、もう、駄だ目めだ。

　顔が熱くて、心臓がうるさくてどうしようもない。

　以前まで、なんで普ふ通つうに話せていたのかも、わからなくなるくらいに。

　認めたくなかった。でもいいかげん、認めなきゃいけない。

　初めて会話したとき、まっすぐで、周りの目を気にしないところに驚おどろいた。

　それから公園で話すようになって、一いつ緒しよに演劇やることになって、彼女の不器用だけど一いつ生しよう懸けん命めいなところや、優やさしいところに触ふれて。

　──彼女の力になりたいと思う。彼女の笑え顔がおが見たいと思う。彼女の本音が知りたいと思う。彼女に頼たよられると嬉うれしいと思う。もっと、ずっと、彼女の傍そばにいたいと思う。

　名前を呼ばれるだけで胸が熱くなって、柔やわらかな表情を見ると泣きそうになる。

　一体自分の中のどこに、こんな気持ちが隠かくれていたんだと思うほど。愛いとしさが溢あふれて、どうにもできない。

　俺は、蒼あお月つきさんのことが──







「やーふねー」

「うっわ」

　休み明け、劇の練習を終えて帰ろうとしていたら、廊ろう下かで波なみ樹き先せん輩ぱいに、後ろからのしかかるようにされた。

「先せん輩ぱい、何するんすかいきなり」

「いやー疲つかれててさー。夜や船ふねの姿が見えたから、つい。俺、文化祭実行委員じゃん？　こんな時間まで居残って働いてんだぜ、褒ほめて」

「すごいっすねー。いやお世辞とかじゃなくて、マジですごいです。先せん輩ぱい、バイトもしてんのに、よくやりますよね」

「んーまあ疲つかれるけど、でもこの忙いそがしさが楽しいんだよなー。充じゆう実じつしてるっつーか」

　先せん輩ぱいは俺の後ろから離はなれると、言葉通り楽しそうににっと笑う。

　そこで気づいたのだが、彼は手に一冊のノートを持っている。

「そのノート、なんですか？」

「ああ、これ。疲つかれてたから、やる気出すために読んでたんだよ。去年の文化祭での、外部からのお客さん用の感想ノート。出入り口んとこに設置した机に、ご自由にお書きくださいって置いといたやつ。俺、去年も実行委員だったからさ。このノート見てると元気出てくんだよな。おーし、今年もやったるぜ！　って」

　見る？　と先せん輩ぱいがノートを渡わたしてくれたので、ぱらぱらとめくってみる。「最高でした！」とか「いい一日になりました」とかがカラフルなペンで書かれていて、なるほど確かにやる気が湧わきそうだ。

「こういうの見てると、頑がん張ばろうって思うんだよ。それにほら、砂さ絵えも友達と遊びに来るしさ。楽しんでってほしい」

　砂さ絵えとは、先せん輩ぱいの彼女の名だ。こういう何気ない一言でも、今でも仲いいんだなーって思う。

「ほんとラブラブですよね。幸せそうで何よりっす」

　僻ひがみっぽく聞こえないよう、朗ほがらかさに気をつけて言う。

「まー幸せばっかでもないけどなー。喧けん嘩かもするし、学校違ちがうから、ちょっとした遠えん距きよ離り恋れん愛あい感かん？　みたいなのもあるしさ。家は近いから会おうと思えば会えるんだけど」

「あー、そうですよね。会えない日が続くと、不安になったりしません？」

「不安っつーか寂さびしい日はあるけど、でもしょうがねーよ。あいつにはあいつで、将来進みたい道とかいろいろあるから別の学校選んだわけだしさ。それに、学校違ちがうからって壊こわれるような脆もろい絆きずなじゃねーし……なんてな」

　くさい台詞せりふを言ってしまったと恥はずかしくなったのか、先せん輩ぱいは最後だけ軽い感じでくしゃっとした笑えみを浮うかべた。

「すごいっすね。……先せん輩ぱいは、告白するとき、断られたらどうしようとか、嫌きらわれたらどうしようとか、考えなかったんですか？」

　この流れでさらっと言えば怪あやしまれないかなと思い、今すごく聞いてみたかったことを口にしてみる。

「何々、夜や船ふね、好きな子いんの？　告白すんの？」

　興きよう味み津しん々しんというように口角を上げる波なみ樹き先せん輩ぱい。やべえ。さりげなく聞き出そうとしたつもりなのに、先せん輩ぱい、勘かんいいな。

「いやいや。なんとなく気になって聞いただけですってー。好きな子とかいませんよ」

　文化祭ヒーローという大義名分作りに協力してもらったことは感謝しているが、それとこれとは別だ。蒼あお月つきさんが好きだということは、誰だれにも言えない。

　自分でもまだ、今後どうすればいいのかわからないのだから。

「でもおまえさー、女子と二人で文化祭準備してるんだろ？　それってもしかして」

「違ちがいます違ちがいます、そういうんじゃないですって。一人でやらせるのとか、見てらんなかっただけで。それにほら、同じクラスの子だと、万が一付き合ったあと、別れたりしたら気まずいじゃないですかー。なんつーかむしろ、嫌きらわれたいくらいで」

　まずいな、否定しようとしすぎて必死に喋しやべりすぎたかもしれない。調子を崩くずしすぎだ。

　でも実際、最初の頃ころは今言った通りだった。なにせ、蒼あお月つきさんにはデレてほしくない、なんて言っていたくらいだし。

「おまえの嫌きらわれたいってのは、嫌きらわれたくねえってことじゃねえの？」

「はい？」

「夜や船ふねってさ、いい奴やつだけど、結構人からの評価とか気にしがちじゃん。自分の評価を落とすのを恐おそれてるっていうかさ」

　……表に出してないつもりだったのに、見み抜ぬかれていたのか？　まさかオタクだとかまではバレていないだろうが。

「好かれてから幻げん滅めつされるのが怖こわいから、なら最初から好きになってほしくないってことだろ？　それってつまり、結局は相手のこと好きなんだよ」

　体てい裁さいのためには、否定しなきゃいけない場面だったかもしれない。

　でも──先せん輩ぱいの言葉は、その通りだと思った。

「まあ、気持ち伝えるのって確かに怖こわいよな。でもさ、本当に大事な相手なら、勇気出して言ったほうがいいと思うぜ。……好きな相手に好きになってもらえんのって、すっげー幸せだもん」

　俺はずっと、下手に期待してその期待を裏切られないように、予防線を張って自己防衛に専念していた。

　でも、本当は。

　俺は蒼あお月つきさんに、好きになってほしい。

　この気持ちを、蒼あお月つきさんに届けたい。

　まだ友達とすら呼べないこの関係を破るための、言葉を、伝えたい。

「なーに黙だまってんだよー、図星か？」

　顔を覗のぞき込こまれ、はっと我に返る。

「や、すみません。ちょっと物思いに耽ふけってました。……なんか……ありがとうございます」

「ん？　おう！　いやー青春だなー、まあ頑がん張ばれよ」

　うわやべえ、もう何も否定できない流れだ。微ほほ笑えましいものを見る視線がいたたまれない。

「そ、それよか、このノート本当すごいっすね！　凝こってる人だとイラストまで描かいたりしてるし──」

　顔が赤くなっていないだろうか、考えていることが表情に出ていないかと恥はずかしくなって、ノートで顔を隠かくすように眼前でぱらぱらとページをめくっていく。すると──

「──ん!?」

　あるページに目が留まって、ぎょっと目を見開く。

「お？　なんだなんだ？」

「や、ちょっと、見覚えのある字を見つけて……」

「へえ、知り合い？」

「知り合いっていうか……」

　来客用感想ノートのとあるページに書かれていたのは、あの日記の持ち主と同じ字だ。丁てい寧ねいで少し丸みを帯びた文字。





　今年も文化祭、楽しませていただきました。今回の文化祭のテーマは「皆みんなで願いを叶かなえて幸せになろう！」とのことで、特に、実行委員さんが生徒さん達のお願いを叶かなえる企き画かくが、観みていてとても楽しかったです。

　ステージの上で、女子生徒さんが「私の恋こいを叶かなえてください」と好きな人に告白した場面では、感動して思わず涙なみだぐんでしまいました。

　私も、好きな人に会いたい。この想おもいを伝えたい。そんなふうに、思ってしまいましたね。

　長くなってしまいましたが、素す敵てきな文化祭をありがとうございました。来年もまた来ます。楽しみにしています。






　今年も、とか来年も、って書いてるあたり、マジでこの人、毎年文化祭に来てたんだな。

　正直、無む鉄てつ砲ぽうかと思っていた計画──「劇をやることで、日記の持ち主を見つける」が、少しだけ現実味を帯びてきたように感じ、胸が高鳴る。

　これなら、蒼あお月つきさんの望みを……日記の持ち主を見つけ出すというのを、本当に叶かなえてあげられるかもしれない。

　彼女の喜ぶ顔を想像したらそれだけで顔が熱くなって、ノートを下ろすことができない。

　……ああ、くそ。

　胸の中が、蒼あお月つきさんのことで、いっぱいだ。







「よし。それじゃ、やりましょうか」

「蒼あお月つきさん、気合い入ってるね」

「当たり前じゃない！　日記の持ち主が、毎年文化祭に来てるってわかったんだから……！」

　今朝感想ノートの件を伝えてから、蒼あお月つきさんはいっそうやる気を出している。

　今日の授業はとっくに終わった。教室にもう人もいなくなって、これから練習をする予定──だったのだが。

「ちょっと、夜や船ふね」

　ガミが入ってきて、声をかけられる。……なんだか機き嫌げん悪そうだな。嫌いやな予感。

「あれガミ、帰ったんじゃなかったのか？」

「他のクラスの子達と喋しやべってたの。で、今から皆みんなでカラオケ行くんだけど。あんた、最近付き合い悪すぎだから。たまには来なさいよ。これ、命令だから」

　正直、蒼あお月つきさんがせっかく気合い入っているんだから、従いたくない。

　でもここで蒼あお月つきさんを優先させれば、ガミを怒おこらせることになる。

　その怒いかりの矛ほこ先さきが蒼あお月つきさんに向かって、結果的に蒼あお月つきさんを困らせることになってしまうかもしれない。それは嫌いやだ。

「あー、うん。でも俺、文化祭準備のためにやることあるからさ……先行っててくんない？　あとから合流するよ」

　文化祭まで残り日数が少ないんだし、立ち位置の確かく認にんなど、できることは少しでもやっておきたい。

「……本当に、ちゃんと来るんでしょうね。噓うそついたら承知しないから」

「やだなー、行くに決まってんじゃん。俺だって久々にガミと遊びたいしさ。ぱーっと楽しもうぜ」

　蒼あお月つきさんの前でこんな台詞せりふを言う自分に嫌けん悪お感かんが湧わいたが、ギリギリ笑え顔がおは崩くずさなかった。

　これで本当に正しいのか？　でも、断れば蒼あお月つきさんがガミから何か言われるかもしれない。

　……本当は、こんなこと言いたくないのに。

　蒼あお月つきさんのほうが大事だ。

　蒼あお月つきさんの傍そばにいたい。

「……ふん。じゃ、先行ってるから。すぐ来なさいよ」

　ガミは一いつ切さいにこりともしなかったが、一応納なつ得とくしたようで教室を出て行く。

「……ごめん、蒼あお月つきさん。でも、ガミのことは怒おこらせないほうがいいからさ……」

「…………」

　蒼あお月つきさんはぎゅっと、胸の前で手を握にぎる。

　俺の気のせいでなければ、なんだか苦しそうな顔だ。

「その、ほら、お互たがいもう台詞せりふは覚えてるんだし、あとは立ち位置とか確かく認にんすれば……」

　俺は教室の前方、文化祭当日に舞ぶ台たいとなる予定の場所へ移動しようとして……。

　──くっと、後ろに引っ張られる感覚。

「……え」

　俺の制服の裾すそが。

　彼女に、摑つかまれている。

「蒼あお月つき、さん……？」

「あ……っ」

　蒼あお月つきさんは、まるで自分でも今気づいたように慌あわてて、ぱっと手を放はなす。

「ち、違ちがうの……！　今のは、完全に無意識で……」

　顔を真っ赤にしてわたわたする彼女は、どうしようもないほど可か愛わいい。

　まるで「行かないで」って言われたみたいで。そんなこと一言も言われてないのに、胸がしめつけられる。

「その、ほんと、違……。め、迷めい惑わく、だよね……」

「え……や、迷めい惑わくなんて……」

　俺だって本当は行きたくない。本当は、何より蒼あお月つきさんを優先させたい。俺は──




「俺、蒼あお月つきさんのこと、好きだし……」




　…………。

　……………………。

　………………………………ん？

　俺は今、何を言った？

　無意識のうちに、言葉が漏もれてしまったような。

　──ってか今、「好き」って、言ったか……!?

　ばっと口を押さえるが、後の祭りだ。

　何やってんだ。伝えたいとは思っていたけど、こんなふうに、うっかり口を滑すべらすような告白なんか、するつもりじゃなかったのに。

　焦あせりと羞しゆう恥ち心しんで手に汗あせが滲にじむ。心臓が爆ばく発はつしそうなほど鳴っている。

　どうしよう。早く、何か言うべきか。「冗じよう談だんだよ」とか？　いやでもそれって失礼じゃないか？

　顔が熱く、逃にげ出だしたいような気持ちでいっぱいで、蒼あお月つきさんの顔が見られない。

「え、な……っ、わ、わた、し、は……っ」

　どうしよう。蒼あお月つきさんは一体なんて言うのか──




「私はあなたが《大だい嫌きらい》。《二度と近寄らないで》」




　──目の前が、一いつ瞬しゆんで真っ暗になった。

　でも、そう、だよな。

　ちょっと優やさしくしてもらったからって、俺は、何を期待していたんだ。

　そもそも蒼あお月つきさんは、今まで俺に、好意的な言葉なんて少しも言っていないじゃないか。

　俺が勝手に、受け入れてもらえたんじゃないかとか、勘かん違ちがいしていただけだったんだ。

「ごめん」

「あ……今のは、違……っ」

「今言ったこと、冗じよう談だんだから忘れて」

　彼女の顔を、見ることはできない。

　でも俺は、下を向いたままでも、無理矢理笑う。

　別に、いつもみたいな仮面をかぶってるわけじゃない。

　もう取り返しがつかないのかもしれないけれど、せめてこれ以上、彼女に嫌いやな思いをさせたくなくて。

「ガミが待ってるから、もう行くね」

　そのまま、走って教室を出る。

「……夜や船ふね君……、っあ！」

　蒼あお月つきさんも教室を飛び出したみたいだけど、向かい側から走ってきた生徒とぶつかって、その人が持っていたチラシをばらまいてしまい足止めをくらっていた。俺はその間に下げ駄た箱ばこへダッシュする。

　……ってか、蒼あお月つきさん、俺を追ってきて何を言おうっていうんだろう。

　あれかな、今、俺に役を降りられたら困るから？

　……そもそも俺、なんでそこまでして蒼あお月つきさんが劇にこだわるのか、その理由さえ知らないけど。

　でも、もしかして今まで、あのノートの持ち主を探すっていう目的のために、我が慢まんして俺と一いつ緒しよにいただけなのかもしれない。この前は「役を降りられたら迷めい惑わくだからってだけじゃない」って言ってたけど、それすら、その場しのぎなだけだったのかもしれないし。

　やっぱり俺って、本当に駄だ目めな奴やつだ。







「……はあ……」

　学校から駅へと向かう道の途と中ちゆう。走り続けていいかげん疲つかれたので、一いつ旦たん足を止める。

　汗あせを流したって気分は晴れるわけもなく、どんよりと曇くもったまま。

　……やって、しまった。

　なんで、あんなこと言ってしまったんだろう。

　無意識に本音を零こぼしてしまうなんて、一番やってはいけないことなのに。

　──でも、好きだったんだ。

　確かにうっかり口が滑すべって出てしまった言葉だけど。偽いつわりない本心だったんだ。

　本当に、蒼あお月つきさんのことが、好きだったんだよ。

　情けないことに、目の奥から液体が込こみ上あげてくるのを感じていると──

「夜や船ふね君……っ！」

　大声で、苗みよう字じを呼ばれた。

「！」

　振ふり返かえると、蒼あお月つきさんが息を切らし、こちらに走ってきている。

　え……ここまで、わざわざ追ってきたのか？

　なんで？　意味がわからない。

「……っ」

　驚おどろいて、混乱して、反射的に逃にげてしまった。

　恥はずかしい気持ちが強くて、情けない顔なんか見られたくなくて、全力でダッシュする。

「……逃にげ……るんじゃ、ないわよ……っ！」

　すると、蒼あお月つきさんは既すでに息を切らして辛つらそうなのに、更さらにスピードを上げてきた。だから俺も必死で足を動かす。

　いやでも、逃にげる場面なのかここ？　追ってきたってことは、何か理由があるんじゃ？

　迷いが生じて、スピードを落とし振ふり返かえった瞬しゆん間かん──

　その隙すきを逃のがさないとばかりに、蒼あお月つきさんが、タックルのように飛びついてきた。

「うわっ!?」

　その場に二人で倒たおれる。

　俺は背中を地面に打ちつけ、鈍にぶい衝しよう撃げきを感じた。

「痛た……蒼あお月つきさん、一体何……」

　目を開けて、はっと気づく。

　転んだ拍ひよう子しに、俺は蒼あお月つきさんに押おし倒たおされるような体勢になっていて。

　蒼あお月つきさんの目から、ぽろぽろと涙なみだが降ってくる。

「《きらい》……」

　──それは、泣きながら言う言葉だろうか。

　わざわざ追いかけてきてまで、言う言葉だろうか。

「《きらい》、《きらい》、《きらい》、《だいきらい》！」

　最初に彼女にデレられたくないと言ったのは、俺だ。

　そのくせ、愚おろかなことに俺は彼女を好きになってしまったし、彼女に好かれたがっている。

　矛む盾じゆんの塊かたまりで、嫌きらわれても好かれてもぐだぐだ悩なやんでしまう、面めん倒どうくさい男で。

　自己中なのも、ろくでもないのも、全部俺のほうなのに。

　なんでこんな奴やつのために、彼女は泣いてるんだろう。

「違ちがう……違ちがう、のに……っ！」

　彼女の目から落ちる涙なみだはキラキラと、真しん珠じゆみたいに輝かがやく。

　女子がよくやる、許してほしいからとか、嫌いやなことから逃のがれたいとかで流すような涙なみだじゃない。

　そんな賢かしこい泣き方も知らないような……子どもみたいな、純じゆん粋すいな涙なみだ。

「……何が、違ちがうの？」

「う、あ……」

　しゃくり上げながら、ぎゅっと、抱だきしめられた。

「……違ちがう、違ちがうの。私、こんなことが言いたいんじゃ、ないのに……っ」

「……どういうこと？」

「い、今まで……」

　走ったせいと、泣いているせいで、彼女の息は乱れに乱れまくっていて。

　それでも必死に俺に伝えようと、言葉と勇気を振ふり絞しぼる。

「今まで、絶対、誰だれも信じてくれないだろうから、言わなかった。何言ってんだこいつって、思うかもしれない。私のこと、噓うそつきの変な子って思うかもしれない。でも、聞いてほしい。あなたには……」

　ぐしぐしと目もとをこすり、涙なみだに洗われた真しん剣けんな瞳ひとみで、彼女は俺を見つめる。

「……聞いて、くれる？」

　ああ、もう……卑ひ怯きようだ。

　好きな女の子に、そんなふうにお願いされて、断れるはずない。

　俺はゆっくりと頷うなずき、彼女は震ふるえる唇くちびるを開いた。




　　　　　　　　　　◇




　私が子どもの頃ころ、両親の仲は悪かった。

　……仲が悪かったというか、離り婚こん寸前で。

　父と母、どちらが私を引き取るかで、揉もめていた。

　両親は私に対して、別に愛情深かったわけじゃない。

　だけど、うちに子どもは私一人。

　父も母も仕事をしていて金銭面では余よ裕ゆうがあったため、二人とも、後あと継つぎだとか老後の面めん倒どうを見させるだとか、それぞれの事情で私を欲ほしがった。

　父も母も、競きそうように私にお菓か子しや玩おも具ちやを与あたえ、自分のほうを選ばせようとした。

「なあ、水み悠ゆう。水み悠ゆうは、お母さんよりお父さんのほうが『××』だよなあ？」

「水み悠ゆう。お母さんは、水み悠ゆうのことがとっても『××』よ。だから、水み悠ゆうもお母さんのことが『××』よね？」

　──それは今の私には言えない、甘くて優やさしい好意の言葉。

　私はそんな二人に、こう答えていた。

　父には「私、お母さんよりも、お父さんのことが一番『××』！」

　母には「私、お父さんよりも、お母さんのことが一番『××』！」

　だって、本当に二人とも『××』だから。

　子どもの無む邪じや気きさと無知さで、調子のいいことを言っていたの。

　両親の仲は悪化していく一方だし、私がそんな態度だったから、両親による私の取り合いも激しくなっていって。

　だから私は、縋すがったの。

　私が住んでいるところから少し離はなれた町の、とある丘おかの上に、魔ま法ほう使つかいがいるって噂うわさ話ばなしを聞いて──

　一人で電車に乗って、その町を目指した。

　単なる噂うわさだ。だけど、幼かった私は、本気でその噂うわさを信じていて。

　──しかもその噂うわさは、事実だったわけだ。

「魔ま法ほう使つかいさん……」

　一いつ生しよう懸けん命めい丘おかを登って、辿たどり着ついた頂上。

　そこには誰だれもいなかったけれど、見えない誰だれかが、きっと私の想おもいを受け取ってくれると信じて願った。

「どうか、どうかお願いします。私は本当にお父さんのことも、お母さんのことも、とってもとっても『××』なんです。だから、私のためにお父さんとお母さんが喧けん嘩かしたり……私のせいで、二人が傷つかないようにしてください」

　願いを言い終えた、数すう瞬しゆん後ご。

　声が、響ひびいた。

　とても綺き麗れいな声なのに、まるで綺き麗れいな世界を呪のろっているような声。

「……なんて、贅ぜい沢たくな悩なやみ」

　私は魔ま法ほう使つかいを信じていたし、魔ま法ほう使つかいに会うために、ここまで来た。

　けれど──実際にその姿を見たら、信じられない気持ちで言葉が出なくなってしまった。

「私の名はシェル。君が呼んだ、魔ま法ほう使つかいという存在だ。もっとも、私の姿が見える人間は稀まれなのだけど……。君は、見える人のようだ。──運がいいのか悪いのか、知らないけど」

　絵本でよく見る魔ま法ほう使つかいそのものの、三さん角かく帽ぼうとローブ。月のような金色の長い髪かみ。

　身長は大きくなくて幼く見えるのに、まるで何百年も生きているような、神秘的なオーラが漂ただよっていた。

「私の願い……ぜいたく？」

「そう。君はとても贅ぜい沢たくで傲ごう慢まんだ」

　夜色の帽ぼう子しとローブが風に揺ゆれる。

　こちらを見み据すえるその瞳ひとみには、憎ぞう悪おの黒い炎ほのおが渦うず巻まいている気がした。

「……どんなに強い感情を秘めていても、『××』と伝えられない奴やつだっている。私みたいにね」

「……魔ま法ほう使つかいさんには、『××』な人がいるの？」

「……いたよ。とても、とても『××』な人が」

「今は、その人と幸せに暮らしていないの？」

　おとぎ話ではいつも、登場人物達は幸せになって終わる。

　お姫ひめ様さまは王子様と幸せになるものだし、魔ま法ほう使つかいさんだって……。悪役じゃない、願いを叶かなえてくれるいい魔ま法ほう使つかいさんなら、幸せになるものなんじゃないだろうか。

「誰だれもが、君みたいだなんて思うな」

　冷たい空気に、ビクッと肩かたが震ふるえた。

「魔ま法ほう使つかいさん……？」

「まだ、記き憶おくに新しい……ほんの少し、前のことさ。君と同じように、私の姿が見える子がいてね。けれど彼女は君と違ちがって、私が魔ま法ほう使つかいと知っても、私に何も望みはしなかった。自分の願いや欲望を叶かなえてほしいなどとは思わず……ただ、私と友達になりたいのだと、言ってくれた」

　戸と惑まどう私に、魔ま法ほう使つかいさんは話し続けた。

「それからその子は、毎日私のところへ遊びに来てくれて。

　いつも優やさしい笑え顔がおで、傍そばにいてくれた。

　私は……ずっと、ずっと、その子とともにいたいと願うようになったよ。けど……」

　魔ま法ほう使つかいさんは、杖つえを持つ手をぎゅっと握にぎりしめる。

「……魔ま法ほう使つかいは……みだりに人間に『××』なんて感情を抱いだいてはいけないんだ。

　そんな感情を持ってしまったら、相手の人間に利用されて、その人間の私利私欲のために魔ま法ほうの力を使いかねないから。

　人間の願いを聞いて、魔ま法ほう使つかいの判断で力を使うことは構わない。けれど人間にとって都合のいい道具になってしまってはいけない。それが魔ま法ほう使つかいの掟おきてだ。

　魔ま法ほう使つかいが人間に『××』という感情を抱いだくのは禁きん忌きとされている。だから人間が魔ま法ほう使つかいに触ふれれば、唯一の例外を除いて、肌はだがひどい熱に包まれ、焼ける。

　危険なんだ。本来、人間が私の傍そばにいることは。

　なのに、寂さびしさに負けて私は一夏の間あの子と過ごしてしまった。……私の弱さが招いた、失態だ。

　でもわかっていた。このまま一いつ緒しよにいてはいけないと。

　一いつ緒しよにいる時間が長くなるほど、別れがたくなってしまう。

　だから夏の終わりを、私達の終わりにすると決めた」

　ザアッと、強い風が吹ふく。木の葉が舞まっては落ちてゆく。

「私は……あの子に『××』と言えなかったんだ」

　微かすかに震ふるえるその声が、氷のように冷たく、鋭するどくなる。

「……だから、君みたいに簡単に『××』と言える奴やつは、羨うらやましくて、妬ねたましい」

「……魔ま法ほう使つかい、さん？」

　そこで、自分が迂う闊かつなことを願ってしまったのだと気づく。

　私は勝手な願いで、この魔ま法ほう使つかいさんを傷つけてしまったんだ。

「あ、あの、ごめんなさい、私……」

「──いいよ。君の願いを叶かなえよう」

「……！」

　ぶわり、と身体からだが強い風に包まれた。

　直感的に、悟さとる。

　私は、手を出してはいけない力を頼たよってしまったんだ。

　自分を省かえりみることなく、安易に魔ま法ほうなんてものに縋すがってしまった。

　魔ま法ほう使つかいさんには、私の願いを叶かなえなきゃいけない理由なんて、何もないのに。

　何もなしに願いを叶かなえてもらえるなんて、そんな都合のいい話があるわけない。

　おとぎ話の人にん魚ぎよ姫ひめだって、脚あしを得るのと引ひき換かえに、声を失ったのだもの。

「願いは叶かなえてあげる。その代わり──君に、呪のろいをかけよう。もう二度と、『××』なんて言えないように……」

　そう──

　願いを叶かなえてもらうには、代だい償しようが、必要なんだ。







　それから、私がどうなったか──

「お父さん、お母さん！　私、魔ま法ほう使つかいさんに会って──、あれ？」

　家に帰ると、ずっと喧けん嘩かばかりだったお父さんとお母さんは、それまでの険悪さが噓うそのように笑っていた。

　それこそ、まるで、魔ま法ほうのように。

　……ように、じゃない。

　魔ま法ほう使つかいさんは、私の願いを、全て叶かなえてくれた。

「ああ、水み悠ゆう。今日はとてもいい日なのよ、聞いて」

　久しぶりに、というより初めて見る朗ほがらかさで、お母さんが笑う。

「お母さんね、最近体調がおかしいとは思っていたんだけど……病院に行ってみたらね、赤ちゃんができてたの」

　お母さんの肩かたを抱だき、お父さんも嬉うれしそうにしていた。

「そうなんだ。だから話し合って、離り婚こんはやめにしたんだよ」

　お父さんとお母さんが離り婚こんしない。

　つまり、家族皆みんなで一いつ緒しよにいられる。新しい家族も増える。

　魔ま法ほう使つかいさんと話したときは、なんだか怖こわいと思ってしまったけれど──

　でも本当に、私の願いは叶かなえてもらえたんだ！

　嬉うれしくて、感かん極きわまって、私はいつものように、『××』と言おうとした。

「お母さん、《嫌きらい》！」

「…………え？」

　そうして私の口から出た言葉に、空気が凍こおりついた。

「……水み悠ゆう、なあに？　どうして、そんなに酷ひどいことを言うの」

　違ちがう。嫌きらい、なんて言ってないし、言いたくもない。

　私はただ、『××』って伝えたいの。

「お父さん、《嫌きらい》！」

　心からの気持ちと裏腹に、壊こわれた変へん換かんキーが押されるように、真逆の言葉が零こぼれてゆく。

「おい、なんてことを言うんだ」

「《嫌きらい》、《嫌きらい》、《嫌きらい》、《嫌きらい》、《嫌きらい》《嫌きらい》《嫌きらい》《嫌きらい》……！」

「なんなの？　気持ち悪い」

「下の子に嫉しつ妬としているのか？」

「まあ……。この子はまだ生まれてもいないのに。酷ひどい子ね」

　お母さんは、何より一番大事なものを守るように、おなかをさする。

「いやあ、生まれてくるのが楽しみだなあ。今度こそ、待望の男の子かもしれないし」

　お父さんとお母さんは、今まで見たこともない笑え顔がおで笑っている。

　どうして、だろう。

　それは私が、確かに見たかった光景のはずなのに。

　お父さんとお母さんが、私を置いて遠くへ行ってしまうように感じて──

　行かないで。私はそう言った。

「《あっち行け》」

「言われなくても」

　抱だきしめて。私は、そう言ったの。

「《触さわらないで》」

「なんなの、生意気な子」

　違ちがうの、私はお父さんとお母さんのことが──

「《せいせいするわ、あんた達なんか大だい嫌きらい》！」

　──それからというもの、ずっと、素す直なおな好意を口にしようとすれば、いつだって反対の言葉が口から出て。

　お父さんとお母さんは、どんどん私から離はなれていった。

　やがて弟が生まれて、三人は仲よし家族で。

　もう誰だれも、私に傷つけられたりしない。

　あのとき私は魔ま法ほう使つかいさんに、こう願ったんだ。

　──「私のためにお父さんとお母さんが喧けん嘩かしたり……私のせいで、二人が傷つかないようにしてください」

　だから確かに、これは私が望んだ通りの世界。

　××、嫌きらい、××、嫌きらい、××、嫌きらい、××……。

　家族や友達に、どれだけ気持ちを伝えようとしても、結局酷ひどい言葉で傷つけてしまって、皆みんな、冷たい目で私を見て、離はなれていって。

　だんだん、何が自分の本心なのかさえ、わからなくなってくる。

　でも、自じ業ごう自じ得とくなんだ。

　あのときの私は、両親から奪うばい合あいされて調子に乗っていて、自分の力で何かをしようともしなかった。魔ま法ほうの力を頼たよるだけだった。

　だからこれは、私の罰ばつ。

　私が愚おろかだから、いけなかったんだ。

　ずっと、そう、思っていたけれど。




　──「や、蒼あお月つきさん。こんな時間にこんなとこで何して──」




　ブランコで一人泣いていた私に、あなたは声をかけてくれた。

　そのあとも私と言葉を交わしてくれて。

　ずっと真っ暗な部屋の中に一人でいたのに、窓が開いて、光が射さし込こんできたみたいで。眩まぶしくて、温かくて……。

　私はあなたに嬉うれしい気持ちをもらってばかりで。私も、あなたのために何かしたいと思った。あなたに感謝を伝えたかった。そしてあなたは私に本当の自分を見せてくれて──

　私は、あなたを××になっていた。

　もう、大事な気持ちを伝えられないのは嫌いやだ。

　私は、この呪のろいを解きたい。

　どうしても……夜や船ふね君に、伝えたい言葉があるから。

　それはきっと世界で一番、温かくて優やさしい言葉。




　　　　　　　　　　◆




「……《きらい》」

　全てを語り終えたあと、蒼あお月つきさんは再度その言葉を繰くり返かえした。

「《きらい》。夜や船ふね君のことが、《だいきらい》」

「……うん」

「《きらい》よ……あなたが……」

「……もっと言って」

「……馬鹿なの？」

「うん。俺は馬鹿だ」

　彼女の涙なみだを拭ぬぐうように、頰ほおに手を添そえる。

「……言葉の表面だけを聞くんじゃなくて、もっと、ちゃんと目を見ていればよかった」

　彼女がずっと、俺に伝えようとしてくれていた言葉。

　それは世界で一番温かくて優やさしい、『××』という言葉。




「──こんなに『好き』って、言ってくれてたんだ」




　潤うるんでいた瞳ひとみが優やさしく細まり、彼女の耳が染まる。

「ありがとう、蒼あお月つきさん」

　耳どころか、目もとも、頰ほおもぼっと桜色に染まって、長い睫まつ毛げが震ふるえて。それは言葉よりも雄ゆう弁べんに彼女の気持ちを物語る。

「ち、違ちがうの。ううん、ちがわ、ないけど」

　また、彼女の瞳ひとみから雫しずくが零こぼれて俺の指を濡ぬらす。

　だけど、その涙なみださえ温かい。

「私は呪のろわれているの。だから、絶対こう言ってしまう。あなたのことが、だいきらいって。でも……でも本当はもっと、ちゃんと伝えたいの。きらい、にならないコトバ……」

　素す直なおな言葉を封ふうじられている中でも、蒼あお月つきさんは一いつ生しよう懸けん命めい俺と向き合ってくれるから──

「……俺、さ。ほんと、ろくでもない奴やつなんだ」

　また俺の口から、本音が零こぼれ出だす。

「前、酷ひどいこといろいろ言っちゃったから、もう知ってるだろうけど。でもあれだけじゃない。あんなもんじゃない。普ふ段だんの、皆みんなの前での俺なんか、本当ただキャラを作ってるだけで。実際は真逆。おしゃれだの流行だの面めん倒どうくせえって思ってるし、いつもつるんでる奴やつらのことだって本当は友達だなんて思ってないし、それにアニメとかゲームとかむっちゃ大好きで。蒼あお月つきさんのことだって最初は、何だこの子ツンデレかよとか思ってた。……いや、趣しゆ味みとかそういう問題じゃないんだ。性格が駄だ目めなんだよ。性しよう根ねが腐くさってるんだ。最初からありのままの俺で接してたら、蒼あお月つきさんは俺なんか絶対好きにならなかったね」

「そんなこと……！」

「君はかわいそうだよ。愛情に飢うえてるんだ。本当は誰だれでもいいんだよ。なのに、たまたま優やさしくしたのが俺だったから、俺なんかに惚ほれてしまった。どうせ呪のろいがなくなったら……それこそ、魔ま法ほうが解けるみたいに、すぐ冷めるさ」

　自分がどれだけ屑くずかは、自分が一番知っている。

　作り物の幻げん想そうに好意を抱いだかれるのも、メッキが剝はげて幻げん滅めつされるのもごめんだった。

「君には、俺にデレたりしてほしくなかった。……デレられたくなかった、はずなのに」

　作り笑いじゃない、誰だれかに媚こびるためなんてものじゃない笑え顔がおが、自然と零こぼれて。

「……今、蒼あお月つきさんの気持ちを知って、俺はもう、どうしようもないほど、生まれてきた中で一番、ほんとに、めちゃめちゃ嬉うれしくて」

　同時に涙なみだもぼたぼたと零こぼれ落おち、止まらない。

「君は、俺を嫌きらいになっていいんだ。全然いいんだ。でも、でも、さ、もしも」

　多分今、俺の顔はぐちゃぐちゃになっているのに。

　彼女の指が、俺の涙なみだに触ふれる。

　どうしてこの子はこんなふうに、俺の弱さを全部受け止めてくれるんだろう。

　それも、「好き」ってことなのかな。

　俺はもう、勘かん違ちがいをしても、いいのかな。

「もし、もしも、本当の俺を知って、それでももし君の気持ちが変わらなかったら」

　ありえない妄もう想そうだ。

　でも、妄もう想そうは個人の自由だ。

　なら、ずっと叶かなわないと思っていた夢を見ることも、許されるだろうか。

「……そうしたら、そのときは、ちゃんと言って。『きらい』に反転する前の、言葉」







[image: たとえ、ゆるされなくても]

「……今日は、このくらいにしておきましょうか」

　空で朱しゆ色いろと金色の溶とけ合あいが終わり、星が見え始める時間。

　文化祭は、とうとう目前に迫せまっている。

「……それにしても蒼あお月つきさん、演技上う手まくなったよね。最初は本当に下手だったのに」

「下手だったは余計よっ！」

　坂さか名なも含ふくめた、三人での劇の練習の終わり。いじるように言ったけれど、彼女の上達っぷりは本気ですごいと思う。ボイストレーニング頑がん張ばるとは言っていたけど、本当に努力したんだなあ。

　そんなことを考えつつ、練習で声を出し喉のどが渇かわいたので、ペットボトルから水を飲む。

「ねーねー、俺、聞きたいことあるんだけどー」

「何、坂さか名な君。役についての質問？」

　蒼あお月つきさんもペットボトル片手に、耳にかかる長い髪かみをかき上げながら首を傾かしげる。

「蒼あお月つきさんと夜や船ふね、付き合うことにしたの？」

　劇にも役にもまったく関係ない、突とつ然ぜんかつ直球な質問に、ぶはっと噴ふき出だしてしまいそうになるのをギリギリでこらえた。

「げほっ、げほっ！」

　……なお蒼あお月つきさんのほうは、思いっきり咳せき込こんでいた。

「い、いきなりなんなの。坂さか名な君、おかしなこと言わないでくれる!?」

「だってー、なんか二人の感じ、変わったなーと思って。まろやかっていうか、初うい々ういしいっていうか？」

「……そんな変わったか？」

　だとしたら、ガミとか他のクラスメイト達にも、気づかれているんだろうか。やべえ、隠かくしていたし自然にしていたつもりだったのに。

「他の皆みんなは気づいてないと思うけどー。俺は演劇の練習で、二人と一いつ緒しよにいる時間多いし。それに俺、そーゆーのわかっちゃうタイプなんだよね。他人の気持ちとか、繊せん細さいな変化に気づいてあげられる男ってゆーの？」

　ドヤ顔してるけど、おまえが漫まん研けんの奴やつの漫まん画がにキモいとか言ったの、俺は忘れてませんからね。俺はめちゃくちゃ根に持つタイプなので。

「ちょ、ちょっと、勘かん違ちがいしないでくれる？　私と夜や船ふね君は、別にそういうのじゃないんだから、変なこと言わないで」

「なんでそーゆーこと言うの？　いいことなんだから、別に隠かくさなくていいっしょ。よかったじゃーん、お幸せにー！」

　うぇーい、とぱちぱち拍はく手しゆをする坂さか名な。

　そんなにからっと祝福されると、条件反射的に「ありがとう」と笑え顔がおになってしまいそうになる。相手は坂さか名ななのに。敵に回したくはない奴やつだけど、信用できる奴やつでもない。

　……けど。

　一つ嫌いやな部分があったからといって、全部嫌いやな奴やつってわけじゃないんだよな。

　坂さか名なは確かに軽いしチャラいけど、いつも周囲を明るく盛り上げてるし、ガミに睨にらまれるのも厭いとわず俺達に（一応）協力してくれている。

　逆に、部分的にいいところがある奴やつだって、総合的に見れば屑くずだったりすることもある。

　善人とか、悪人とか、基準があるわけでもないし、定規で測れるようなもんじゃない。

「夜や船ふねが蒼あお月つきさんという一人の女に縛しばられてくれれば、今後は夜や船ふねのこと狙ねらってた女子が俺のほうに流れてくるぜ！　ハーレム！」

　こいつがムカつくクソ野や郎ろうであることに変わりはないがな。

「あ、あのっ。べ、別に本当にそういうアレじゃないんだけど……こ、このことは、秘密にしておいてほしいの……」

「ふうん？　隠かくすことなんてないと思うけど……まあでも、秘密にしろってんなら任せてよー。俺、どう見ても口が固いタイプじゃん？」

　どう見ても口が軽いタイプだよ？　不安しかないよ？

「まいーや！　っとやべー、今日は吹すい奏そう楽がく部ぶの女子達、部活終わったら迎むかえ行いく約束してんだ。そろそろ時間だから行くわ。んじゃ、ごゆっくり～」

　坂さか名なが教室を出て行き、蒼あお月つきさんと二人きりになる。

「……ねえ、夜や船ふね君」

　妙みように甘あま酸ずっぱいような、こそばゆいような空気の中。蒼あお月つきさんが頰ほおを染め、こちらをチラ見する。

「……私達って、そういう関係……、で、いいの……？」

　俺が告白し、蒼あお月つきさんが過去を打ち明けてくれた。

　ただ、呪のろいのせいで蒼あお月つきさんは素す直なおな好意の言葉は口にできない。

　それにもしも蒼あお月つきさんと正式に付き合うことになった場合、今後クラスでどうしてゆくべきかも、ちゃんと考えて、決めなければいけない。

　──まあ、だからって今いま更さら蒼あお月つきさんを突つき放はなすとかは、絶対にありえないんだけどさ。

「そうだと嬉うれしい……と思ってるよ。でも、とりあえずは呪のろいが解けてから、だよね」

「そ、そうよね。うん」

「…………」

「…………」

　恋こい人びとともそうじゃないとも言えない、微び妙みような距きよ離り感かん。こそばゆくて、そわそわして、胸がむずむずしてしまう。

　慣れない感覚に耐たえきれず、俺から沈ちん黙もくを破る。

「そ、そういえば、蒼あお月つきさんの過去についてはわかったけどさ。ノートの持ち主が見つかったら、具体的に、どうするつもりとかはあるの？」

「ん……正直、最初は藁わらにも縋すがる気持ちで、持ち主を見つければ何か変わるんじゃないかって思っていたけど。

　でもシェルは、ノートの持ち主に嫌きらいと言ってしまったことを……本当の気持ちを言えなかったことを後こう悔かいしてる。だから、その後こう悔かいを晴らしてあげれば、私の願い……呪のろいを解いてほしい、っていうのも、叶かなえてもらえるんじゃないかな……」

　蒼あお月つきさんはそこで小さく息を吐はき出だし、過去の自分の甘さを悔くいるように呟つぶやく。

「タダで願いを叶かなえてもらえることはない、って、身をもって知ったもの」

　無む償しようで魔ま法ほうは使ってもらえない。だから、シェルの望みを叶かなえる──想おもい人びとに引き合わせる代わりに、呪のろいを解いてもらおう、と。

「ノートの持ち主も、私も、シェルと会ったのは丘おかの上。シェルはあそこを住すみ処かにしているんだと思う。だから、そこに持ち主を連れて行けば……」

「……けど、ノートの持ち主だって、シェルと会った夏の後も何度か丘おかを訪ねて、それでも会えなかったみたいだし。ただ行くだけじゃ、姿を現してくれないかもしれない」

　シェルは持ち主のことを思って、自分から決別を選んだ。

　後こう悔かいはしていても、かといって自らその決断を覆くつがえすことはないんじゃないだろうか。

「……そう、よね。私がシェルの立場だったら、自分が彼女に会う資格なんてない、とか思っちゃうかも」

　蒼あお月つきさんは、やっぱり駄だ目めなのかな、と不安げに顔を俯うつむける。

　でも……あの日記の内容で、少し引っかかっていた部分がある。

　シェルが別わかれ際ぎわに持ち主に言った、「私は、それを試ためすのが怖こわい」という言葉。

　最初は、単にずっと一いつ緒しよにいたら彼女の気持ちが離はなれていくのが怖こわいのかなって思っていたけど。

　でもシェルは、蒼あお月つきさんにこうも言っている。

　──「魔ま法ほう使つかいが人間に『××』という感情を抱いだくのは禁きん忌きとされている。だから人間が魔ま法ほう使つかいに触ふれれば、唯一の例外を除いて、肌はだがひどい熱に包まれ、焼ける」

　だったら、シェルの言う「唯ゆい一いつの例外」というのは、もしかして……。

「……あのさ、蒼あお月つきさん。俺に考えがあるんだけど……」

　俺は蒼あお月つきさんに、自分の考えと、それを踏ふまえての解決策を話してみる──







　文化祭一日目は、気持ちのいい秋晴れだった。

　体育館はカラオケ大会だの軽音部のライブだのスケジュールが埋うまりまくっているので、うちのクラスの演劇は教室で行う。

　教室を舞ぶ台たい部分と観客席部分に分け、幕代わりのカーテンで区切るだけで、人手がなくろくな飾かざりつけもできていない。

　それでも今日この教室が、俺達のステージだ。

　蒼あお月つきさんは人にん魚ぎよ姫ひめの衣い装しように着き替かえるため更こう衣い室しつに行っている。

　俺はわざわざ更こう衣い室しつに行くこともなく、教室で既すでに着き替がえを終え、段取りの最さい終しゆう確かく認にんをしていた。

　坂さか名なはあいかわらず女子と喋しやべっているけれど、まあギリギリ台詞せりふは覚えてるみたいだし、衣い装しようにも着き替がえ済ずみだし、なんとかなるだろう。てか、なんとかするしかねえ。

「夜や船ふね、ちょっと」

「……ん？　なんだよ、ガミ」

　教室の外から、顔貸しなさいよとばかりに、くいくいと手で合図される。

　……正直、嫌いやな予感はするけれど。

　本番直前に、わざわざ空気を悪くすることもない。

　何かトラブルでも起こされたら、たまったものじゃないし。

　だからいつも通り、爽さわやかな笑え顔がおで応じた。

　大だい丈じよう夫ぶだ。ここまでギリギリだったけど、ガミの機き嫌げんを損そこねるようなことはしていないはず。

　この前のカラオケだって、ガミの怒いかりを蒼あお月つきさんに向けないように、あのあと、すごく遅おそくなってしまったとはいえちゃんと行ったし……。ガミには「遅おそい！」って怒おこられたけど。

　俺はガミに連れられ、この文化祭の最中でも他に人のいない、屋上に続く階段の踊おどり場ばへ到とう着ちやくした。

「何、こんなとこまで連れ出して。俺、今から本番なんだけどー……って、うわ」

　ガミは俺の耳じ朶だを引っ張ると、その耳に唇くちびるを寄せ、甘い毒を流し込むように囁ささやく。

「ねえ。全部、放り出しちゃいなよ」

「──は？」

　ああ、嫌いやだな。空はあんなに晴れていたのに。

　嵐あらしの予感しか、しない。

「何、放り出すって。ガミってば、いきなり何言っちゃってんのもー」

「劇、ボイコットしろってこと」

「いやいやー。さすがにできないって～」

「できない？　なんで？　私の言うことが聞けないの？」

「そういうことじゃないよ。てか、なんで急にそんなこと言うの」

「あいつのこと、困らせてやろーって言ってんの」

　ガミの目は鋭するどく、声もひどく冷たかった。

　冗じよう談だんを言っている様子じゃない。

「……やー、さすがに駄だ目めっしょー！　いくらなんでもそれは、ねえ？　ほら俺、文化祭ヒーローですし？　あとで先せん輩ぱいに何言われるか……」

　だからこそ、努めて明るく。空気をピリつかせないよう、なんとかやりすごせるよう、笑え顔がおを保ち続ける。

「何。あんた、あの子のほうの味方につくわけ？」

「や、だから、そういうんじゃないけど……」

「あいつ、顔だけはそこそこだもんね。あんたみたいな駄だ犬けんは、すぐ尻しつ尾ぽ振ふっちゃうよね。でも」

「……っ」

　首の後ろに、ガミの腕うでが回される。

「私のほうが美人でしょ」

　ガミは俺の胸に、自分の胸を押おし付つける。

「犬には、躾しつけだけじゃなく、餌えさが必要だもんね」

　触ふれる身体からだは柔やわらかく、声は耳を刺さすように刺とげ々とげしい。アンバランスで、蠱こ惑わく的てきだ。

「私の命令がちゃんときけたら、夜や船ふねの好きなコト、なんでもさせてあげる」

　なるほど、ガミの顔と身体からだ目当ての男にとっては、涎よだれが垂れるような餌えさだろう。

　この柔やわらかさにまんまと釣つられた奴やつが、今まで何人いるんだか。

「正直私、あんたがあの子側についたこと、怒おこってんだけど。でも、今ならまだ許したげる」

　許したげる、ってなんだろう。

　なんで俺が、ガミの許しを請こわなきゃならないんだろう。

　おまえは一体、俺のなんなんだ？

「でも、ここで私を選ばなかったら、二度と許さないから」

　熱くなる頭の片かた隅すみに、冷静に計算をする自分がまだ残っている。

　この女王を敵に回すということが、どういうことなのか。

　今までは「文化祭ヒーロー」という大義名分を盾たてにとって、休み時間やスマホでのやりとりでガミのご機き嫌げんをとることで、なんとか見み逃のがしてもらっていたけれど。

　本気でこいつを怒おこらせたら、今まで通りではいられなくなる。

　俺の地位は転落し、居場所を失う。

　そう考えたら身体からだが凍こおりついて、足がすくみそうだ。

　今ここでガミに従えば、まだ間に合う。俺は俺の大事な、自分の地位も、平へい穏おんも、今まで通りの日常も何もかも守ることができる。

　だけど──

「……許されなくても、いいよ」

　ガミの肩かたを摑つかみ、身体からだを、離はなす。

「ガミに許されなかったとしても、俺は劇を投げ出したりしない」

　次の瞬しゆん間かん、平手打ちが飛んできた。

　俺みたいな犬なんか、どうせ服従すると思っていたんだろう。

　実際、俺は今までそういう奴やつだったし。

　女王のプライドを崩くずされたことがよほど悔くやしかったのか、目の前のガミは微かすかに涙なみださえ浮うかべている。
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　──いや。

　違ちがう、か。

「……どうして皆みんな、誰だれも、私の言うこと聞いてくれないの。どうして、私を見てくれないの！」

　女王なんかじゃない。

　ガミはガミで苦しんでる。

　ガミにだって、まだまだ俺の知らない事情や、悲しい出来事がたくさんあって歪ゆがんでしまったんだってわかっている。

　……けど、それで誰だれかの邪じや魔まをしたり、故意に誰だれかを苦しめるのは……違ちがう。

「絶対邪じや魔ましてやる。私に逆らったこと、後こう悔かいさせてやる！」

　バタバタと階段を駆かけ下おりていくガミを見送り、しばしその場に立ちつくす。

　けど、ぼんやりしている暇ひまはない。これから劇をやるのだから。

　教室に戻もどる途と中ちゆう、一応トイレに寄って鏡を見てみたけど、ビンタの跡あとはついていなかった。役に支障はなさそうで、ほっと胸を撫なで下おろす。

「夜や船ふね君、どこか行っていたの？」

　教室にはもう、着き替がえを終えた蒼あお月つきさんが戻もどってきていた。

　ガミとあんなことがあったなんて言っても、不安にさせるだけだろう。

「その衣い装しよう、ほんと可か愛わいいよね。似合うよ」

「ご、誤ご魔ま化かさないで」

「……可か愛わいいって思ってるのは本当だよ？」

　事前に衣い装しようを着て練習もしたから、見るのは初めてじゃないけど。何度見ても、よく似合っている。

　人魚っぽいキャミソールとマーメイドラインスカートにくわえ、頭にはパールのようなビーズをあしらったサークレットがキラキラと輝かがやいていて、豪ごう華かだ。そして、蒼あお月つきさん自身もまったく衣い装しように負けていない。

　というか、綺き麗れいな衣い装しようを纏まとっているからこそ、いっそう蒼あお月つきさんの美しさが際きわ立だっている。まるで本物の人にん魚ぎよ姫ひめみたいに。

「そ、そういうの、いいから！」

　蒼あお月つきさんは照れを吹ふき飛とばすようにぶんぶんと首を横に振ふったあと、じっと俺を見つめる。

「ねえ、何かあったんじゃないの？　何か、様子がおかしい気がする……」

「……えっと」

　心配してくれるのは嬉うれしいけど、文化祭開始直前なのに、変に不安を煽あおりたくはない。

　迷ったあげく、口を開く。

「あのさ。初めての文化祭だし、もしかして途と中ちゆうで何かトラブルとか、起きちゃうこともあると思うんだ。けどさ」

　蒼あお月つきさんの調子を崩くずしたくないというのもあるし、何より──

「もし、トラブルがあったとしても。慌あわてないで……楽しんでやろうって、思う。日記の持ち主を探すことも大事だけど、せっかくここまで二人で準備してきた文化祭だし」

　誤ご魔ま化かしとかじゃない、本心。笑え顔がおを作ろうと意識しなくても、顔が柔やわらかく綻ほころぶ。

「俺、頑がん張ばるから。全力で演じる。舞ぶ台たいに立っている間は、俺がシェルで、蒼あお月つきさんが人にん魚ぎよ姫ひめ……あの日記の持ち主だ」

　俺の言葉に、蒼あお月つきさんはふっと柔やわらかな息を落とす。

「……もう。なんだか、先に言われちゃったわね」

　気の強い瞳ひとみが、きらりと光を宿した。

「でも、もともと私がやるって言い出したことだもの。私のほうが、あなたよりいっぱいいっぱい頑がん張ばるんだから！」

「じゃあ、俺は更さらにその二倍頑がん張ばる」

「はあ？　何対たい抗こうしてるのよっ」

「そりゃーだって蒼あお月つきさんに、かっこいいとこ見せたいし？」

「は!?」

　眉まゆをひそめていた顔が、ぼっと赤く染まる。

「ば、馬鹿じゃないのっ」

「あはは。とにかく、一いつ緒しよに頑がん張ばろう」

「そんなの当たり前！」

　蒼あお月つきさんはすっと、握にぎりしめた手を出す。俺も同じように拳こぶしを差し出した。

「最後まで、やり抜ぬくわよ」

「ああ。楽しもう」

　コツンと、二つの拳こぶしが、重なる。
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「ありえない……」

　海み各務かがみ真ま鈴すずは、女子トイレの中で一人、わなわなと震ふるえていた。

　頭に過よぎるのは──過よぎってしまうのは、入学式の日のこと。

　親が再さい婚こんして以来、パパとは喧けん嘩かばかりで……。入学式の前日もパパと言い争って、「パパなんか嫌きらい、明日の式も、絶対来ないで！」って言ったら、本当に来てくれなくて。私は、独りぼっちだった。

　ムカつくほどよく晴れた青空と、満開の桜の下。「入学式」の看板の前で家族写真を撮とる他の生徒達を見ていたら、どうしようもなく惨みじめな気分になって。

「……入学式くらいではしゃぐとか、馬鹿みたい」

　そんなふうに、桜の下で一人、俯うつむいていたら。

　突とつ然ぜん目の前に、紙パックの飲料が現れた。

　パッケージには「ロイヤルストロベリーチョコレートミルクレモンティー」と書いてある。

「……何？」

　眉まゆをひそめて顔を上げると、知らない男子が立っている。

「これ去年、文化祭見学に来たとき、ここの自じ販はん機きで見かけて飲んでみたんだけどさ。すげー変な名前じゃん？　でも、意外とうまいんだよね。あげる」

「……なんで、私に」

「その名札からして、一いつ緒しよのクラスでしょ？　一年間よろしくー、みたいな？」

　男子はにっと笑って去っていく。

　私は紙パックを手にしたまま、ぽかんとしていた。

　何今の、ナンパ？　私、美人だからな。男子に声をかけられるなんて、珍めずらしいことじゃないけど。

「…………あまい」

　貰もらった飲み物は、くどい名前に反して、思いのほかおいしくて。

　あとで知ったんだけど、その男子は、夜や船ふね史し吹ぶき君というらしい。

　クラスで一いつ緒しよに過ごしていたら、なんだかとても空気を読む奴やつで、いつも周りに気を配ってて。……入学式で私に飲み物をくれたのも、口説こうとしたんじゃなくて、ただ私が暗い顔をしていたから、気を使ってくれたみたいで。

　……でも、別に、それだけ。

　あいつは単に、ちょっと気に入ってただけの犬。

　そうよ。断じて、それ以上の感情なんてないんだから！

　……でも。どんなに周りを従わせて、言うことを聞かせたって、いつもいつも、欲ほしいものばかりこの手をすり抜ぬけていくの。

　おかしい。ありえない。なんで私ばっかりこんな目に。

　そうだ。理り不ふ尽じんだし、犬のくせに生意気だ。

　私を怒おこらせたらどうなるか、思い知らせてやる！

「絶対、後こう悔かいさせてやるんだから……覚かく悟ごしてなさい」

　スマホを操作し、あいつじゃない、もっと従順な雄おす犬いぬ達にメッセージを送信した。
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　──事前のガミとのやりとりで、一時はどうなることかと思ったけれど。

「ああ、人にん魚ぎよ姫ひめに会いたい。どうして僕は、あんなことを言ってしまったのか……」

　もう、劇は終しゆう盤ばん。人にん魚ぎよ姫ひめと魔ま法ほう使つかい──蒼あお月つきさんと俺が、互たがいに想おもいを伝えたいと願うシーン。

　ここまで目立ったミスもなく、いい調子だ。

　お客さんの反応も悪くないし、これは、このままいける──

「つっまんねー劇」

　そこで、ふいに落とされた一言に。

　冷たい波は紋もんがひろがり、教室内の温度が下がった気がした。

「痛いっつーか、寒い。ねえわー（笑）」

「そーだそーだ、やめちまえー！」

　男子達が次々とそう言って、ゲラゲラ笑う。

　……あいつら、知ってる。

　別のクラスで、ガミを慕したってる連中だ。

　大方、ガミに何か言われたんだろう。

　俺達の劇を、盛り上がってるところで台無しにしてほしいだとか。そしたらご褒ほう美びあげるとかなんとか。簡単に想像がつく。

　下げ卑びた笑い声は止やまない。

　それでも蒼あお月つきさんは、演技を続ける。

「……シェル。一体、今どこにいるの……」

「まだ続けんのかよー、もーいーよー」

「金返せー！　って、払はらってねーけど（笑）」

　ヤジは次々とエスカレートして、聞くに堪たえない下品な言葉まで飛び出し始めた。

　周りのお客さん達も、戸と惑まどってざわつき始めている。

「……っ」

　握にぎりしめた拳こぶしに、力が入る。

　こんなふうに人の足引っ張って、楽しいのかよ。

　おまえら、それで満足なのか？　クソみたいな言葉で俺達を罵ののしることで、自分達のほうが上でーすみたいな顔して。マウントをとって他人を下げることでしか、自分の価値を主張できなくて。

　なんで、それを恥はずかしいと思わずゲラゲラ笑ってられるんだ。

　頑がん張ばってきた人間を、何もしねーで見てるだけの人間が、偉えらそうに笑うんじゃねえ！




「うるっっっっっせんだよ!!」




　一ひと際きわ大きく響ひびいた声に、皆みんなが目を見開き、しんと静まり返る。

　その声は、男子生徒達が発したものじゃなく。

　──俺の口から出たものだからだ。

「ああー、クソみたいな魔ま物ものどもの声がうるさいな！　僕の邪じや魔まをしたいみたいだが、そうはいかない！　そうだ……」

　お客さん達は、一いつ瞬しゆんとうとう俺がキレたのかと驚おどろいたみたいだったが。

　俺は、まるで最初からその台詞せりふが決まっていたかのように、ヤジすらも舞ぶ台たいの演出であるかのように振ふる舞まってみせる。

　実際にはこんなの完全なアドリブだし、本当は怖こわくて、足が震ふるえてしまいそうになるけれど──




「好きなものを好きだって言って、何が悪い！」




　一ひと際きわ、声を張り上げた。

　ヤジは飛んでこない。

　俺は普ふ段だん、爽さわやかでちょっと軽いキャラで通しているからな。

　こんなふうに叫さけぶなんて思われてなかっただろうし、度ど肝ぎもを抜ぬかれたのかもしれない。ざまあみろ。

「僕は負けない。これからは、もう自分の気持ちを偽いつわらないって決めたんだ！」

　割れそうになるほど声量を上げ、アドリブを続ける。

「そうよ！　私だって、絶対に負けるもんですか！」

　蒼あお月つきさんも、今までで一番の大きな声を出した。
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　どうだ、ヤジ野や郎ろうども。

　人の努力を平気で笑えるおまえらは、こんな熱血はお嫌きらいだろうよ。

　実際、あいつら皆みんな、白けたって顔してる。

　どうせ、俺達が狼狽うろたえるとか思ってたんだろう。涙なみだ目めになるとでも思ってたか？

　残念だったな。もう、そんな簡単に壊こわされてやるか。

　たとえ誰だれに嫌きらわれたって。

　隣となりにいるこの子に、わかってもらえれば。

　もう、それだけで構わない。

「おい！　今、迷めい惑わく行こう為いがあったって報告があったぞ！」

　そこで、ガラッと扉とびらを開け、生活指導主任の先生が入ってくる。

　見ると、彼の後ろには、うちのクラスの女子の姿。以前、体調が悪くて蒼あお月つきさんに水をかけてしまった子だ。

　どうやら劇を見ていたあの子が、こっそり教室を抜ぬけ出だし、先生に報告してくれたらしい。すぐ近くに先生がいてくれてラッキーだったな。

「出し物の妨ぼう害がいは違い反はんだ。来なさい」

　ヤジを飛ばしていた男子達は、先生に引っ張り出されていった。

　俺はほっと胸を撫なで下おろし、アドリブから軌き道どう修しゆう正せいして、劇の流れを脚きやく本ほん通りに戻もどす。

「人にん魚ぎよ姫ひめ。あのときは言えなかった言葉を、今度こそ、ちゃんと伝えるから」

「シェル……たとえあなたが私を嫌きらっていても、私は、あなたのことが……」

　そうして、劇は進行してゆく。一度は気持ちがすれ違ちがってしまった二人だけど、強くお互たがいのことを想おもい合あって、最後まで希望を失わない。

　その後も、滞とどこおりなく劇が進行し──

「絶対……絶対に、また、あなたを見つけ出すから……」

　蒼あお月つきさんが、最後の台詞せりふを言い終えた。

　坂さか名なが教室の電気を消し、スマホでロマンチックな音楽を流す。

　それが、終幕の合図だ。

　刹せつ那な──ワアッという歓かん声せいとともに、拍はく手しゆが飛とび交かった。

「面おも白しろかった！」

「泣けたー！」

「よかったよー！」

　鳴りやまない拍はく手しゆの中で、息を吐はく。

　心臓が高鳴っていて、身体からだは熱く、やり切った、という心ここ地ちいい疲ひ労ろう感かんに包まれていた。

　最初、この劇を手伝おうと思ったのは、蒼あお月つきさんのためだけど。

　でも、なんかもう……純じゆん粋すいに、楽しかったな。

　不覚にも、歓かん声せいを聞いて泣きそうになってしまうくらいには。

　これまでの時間に、夢中になっていた。

「これは本当にあった出来事です──魔ま法ほう使つかいシェルはまだ、想おもい人びとを探しているのです」

　そして、これが本当に最後の演出。

　蒼あお月つきさんは観客達に、祈いのるように語りかける。

「どうか、どうか。この劇をご覧になっている方の中にいるのでしたら。私に名乗り出てください──」







　初回の劇を終え、お客さんが全員教室を出たあと。

　坂さか名なも女子達と喋しやべりに行ってしまったので、幕代わりのカーテンを引いた教室内は、俺と蒼あお月つきさんの二人きりだ。

「や、夜や船ふね君、夜や船ふね君……っ！」

　シェルの想おもい人びととして名乗りを上げるような人は現れなかったが、蒼あお月つきさんは劇が終わったばかりで興奮しているのか、目をキラキラさせて何度も俺の名を呼ぶ。

「はは、落ち着きなって、蒼あお月つきさ──あれ？」

　自分の手足がカタカタと震ふるえていることに気づく。

　具合が悪いわけじゃない。これは──

「……あーあ、今いま更さらになって、震ふるえてきた。かっこ悪いよな」

　劇の最中は、熱くなって深く考えずあんなアドリブができたけど。

　本当は怖こわかった。他者から剝むき出だしの悪意をぶつけられることも、大勢の前であんなことを言うのも。

「《本当よ、かっこ悪い》」

　蒼あお月つきさんはそう言ったあと、はっと口を押さえる。

「あの、今のは……っ！」

「ああ、うん。わかってるって」

　そんなことない、かっこよかった、と言ってくれようとして反転してしまったんだろう。

　何も知らなかったら心にグサリと刺ささっていただろうが、彼女の事情を知った今となっては、むしろ喜ぶべき言葉だ。

「怖こわかったけど……でも、思ったこと言えて、よかった。すっきりしたし……俺、今まですっげー無理してへらへら笑ってたんだなって、実感した。ほんとはずっと、自分の気持ちを言いたかったんだな」

　震ふるえる掌てのひらを見つめながら、後こう悔かいしていない自分に、自分で驚おどろく。

　俺はずっと、周りからどう思われてるか気にして、自分の立ち位置を失うことを恐おそれてばかりで、常に溺おぼれそうな中でもがいているようだったけれど。

　たった一人、俺が俺であることを認めてくれる蒼あお月つきさんが目の前にいるだけで、息をするのが楽だ。

「ありがとう、蒼あお月つきさん」

「……なんで、あなたが言うのよ。それはこっちの台詞せりふでしょ。……私、それ、言えないけど……」

「いいんだ。言いたかったんだ。ありがとう」

「……っもう！　言えるようになったら倍返ししてやるんだから！」

　怒おこってるようなことを言いながら、彼女は頰ほおを染め、花が咲さくような笑え顔がおを浮うかべる。

　震ふるえはまだ止まらない。でも、気にならない。情けなく震ふるえている俺だって、彼女は馬鹿にしたりしないんだって、もう知っているから。

「……さーて、あんまり気を抜ぬいてるわけにもいかないよね。次の公演もあるんだし。次はもうあんなガミからの差し金も入らないだろうけど」

「……あのヤジって、海み各務かがみさんがそう仕向けたの？」

「そうだと思うよ。その、本番前に不安にさせたくないから言わなかったけど、実はガミとちょっと揉もめてさ」

「そうだったの……」

「まあ、途と中ちゆうで邪じや魔まされたとはいえ、なんとか最後までやり通せたし。こうなったら残りの公演も全部成功させて、見返してやればいいんじゃないかな」

「見返す……で、いいのかな」

「え？」

　蒼あお月つきさんは複雑そうな表情を浮うかべる。

「もちろん、邪じや魔まされたことはそりゃあ腹が立つけど。……でも、そもそも演劇をやりたいって言ったのは私の勝手な希望だし。海み各務かがみさんにとって仲のいい夜や船ふね君に協力してもらってるのは、彼女にとって気分が悪いだろうし。それに……」

「……それに？」

「……雫しずくさんが、言っていたじゃない。海み各務かがみさんは、家庭の事情で人を信しん頼らいできなくなってしまったけど、根は悪い子じゃないんだって。だから……」

　蒼あお月つきさんは、ガミの屈くつ折せつに自分の過去を重ねるように話す。

「……これは、私の想像でしかないけど。海み各務かがみさんはきっと今、一人でいるんじゃないかな……」

　──俺に平手打ちをしたときの、泣きそうになっていたガミの顔が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　確かに、俺達にこんなことをしておいて、平気で友達と文化祭を楽しんでいられるほど、自分勝手ではないだろう。

　ガミはクラスのボスだし俺を犬扱あつかいしてるけど、でも誰だれかの物を盗ぬすんだり落書きしたり、そういう典型的ないじめはしたことがないし、今までは取り巻きにさせたこともなかった。

　ガミが他人にここまで陰いん湿しつな嫌いやがらせをしたのは、今日が初めてだ。

　以前雫しずくさんの言った通り、ガミが根は悪い奴やつなんじゃないとしたら。

　今いま頃ごろ、自分のしたことを、後こう悔かいしているのかもしれない。







　結局、一日の公演を全部終えても、名乗り出てくる人なんていなかった。

　まあ、そんな簡単にはいかないだろう。

　でも、まだ明日だって文化祭だ。希望は捨てない。

「なんか、思ったよりすごかったねー」

「面おも白しろかったー」

「あー、やっぱり私も参加すればよかったかなあ。今からでも手伝えること、ない？」

　クラスメイト達も、何人かは気にかけて劇を観みにきてくれて、笑え顔がおで俺を労いたわってくれた。

　この様子だと、俺とガミが揉もめたことは、まだ皆みんなに知られていないみたいだな。

「お疲つかれー！　やあ、思ったより楽しかったなー」

　さっきまで女子達に囲まれてきゃーきゃー言われていた坂さか名なが、笑え顔がおで俺の背中を叩たたく。

　練習をさぼりがちだったから不安だったのだが、緊きん張ちようしない上に本番に強いタイプなようで、なんだかんだ危なげなく役をこなしていた。

「ヤジられたときの夜や船ふねのアドリブも、熱かったよねー。ドラマみたいだったじゃーん」

「……別に。ただ……」

　坂さか名なはニヤニヤと笑うけど、俺はまだ舞ぶ台たいに立っていたときの熱が、抜ぬけきっていなくて。

「頑がん張ばってきたこととか、好きなものを……馬鹿にされんのは、やっぱり、嫌いやだと、思った」

　今いま更さらかもしれないけれど──今だからこそ。

　あのとき言えなかったことを、ちゃんとぶつける。

「……ま、前、おまえもさ。漫まん研けんの奴やつの漫まん画が見て……キモい、とか言ってたじゃん。でも」

　真面目に伝えようと思うのに、どもってしまった。

　時間を置いてしまっているせいか、相手が坂さか名なだからか、舞ぶ台たいの上でヤジを一いつ喝かつしたときより緊きん張ちようする。

　本当にこの先を言うのか？　と一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしてしまったけれど。

　ふと坂さか名なの後方で、蒼あお月つきさんが俺を見つめていることに気づく。

　その視線がまるで、「頑がん張ばれ」と俺の背中を押してくれているように感じられたから。

　意を決して、口を開いた。

「俺は本当はああいう……漫まん画がとかも、好きで。なんであろうと、人が好きなもんとか、一いつ生しよう懸けん命めいやってること、見下して笑うのは……嫌いやだ。その、俺自じ身しんも、陽キャなんか、って流行とかおしゃれとか斜ななめから見がちなとこあるから、気をつけなきゃなと思うけど」

　恋れん愛あいだろうがＳＮＳ映ばえだろうが、人に迷めい惑わくかけず楽しんでやってる分には、誰だれにも文句つける権利なんかねえもんな。

「劇、協力してくれたことは感謝してる。でも、俺はあのときのおまえの態度は、どうかと、思った」

　本心を晒さらすのは、やっぱり怖こわい。どうせ「何マジになっちゃってんの？（笑）」みたいな反応されるんだろうし。

　いいんだ。自己満足なんだろうけど、ただ俺がきちんと自分の気持ちを伝えてすっきりしたかっただけ。一種のけじめのようなものだ。

　とりあえず最後まで言えただけでも一歩前進だろう。そう思って浅く息を吐はくと──

「おー、やっと本心言えたじゃん。おめでとー！」

　坂さか名なは、ぱちぱちぱち、と軽く拍はく手しゆをした。

「……は？」

「夜や船ふねって仮面被かぶってんなーって、前から気づいてたし。なんか俺、そういうの、空気でわかんだよね。おまえ高校デビュー？　元は結構地味で真面目だったタイプじゃね？」

「おまえ……わかってたのに、友達でいたのか？」

「別に今が楽しけりゃ過去なんてどうでもよくね？　なんつーの？　人それぞれ？　うわやべぇ、今俺ちょーかっこいいこと言った」

　けろっとしたいつも通りの態度に脱だつ力りよくし、さっきまでの緊きん張ちようが吹ふき飛とぶ。

「調子いいこと言ってんじゃねーよ。人ぞれぞれとか言うなら、オタクキモイとか言うんじゃねーっての」

「あれはねー、おまえのこと、怒おこらせたろーと思って」

「はあ？」

「だってさ、なーんかおまえ無理してんなーって気してたんだよねー。でもおまえみたいな拗こじらせ系けいって、なっかなか自分出さないからさー。なんかきっかけ作って、ブチ切れさせて本音引き出してやろーと思って煽あおったんだけど、我が慢まんしちゃったよねー。夜や船ふね、仮面被かぶるの板につきすぎ！」

　あっはっはー！　と軽く笑い飛ばされ、いっそう脱だつ力りよくするとともに沸ふつ々ふつと怒いかりが湧わいてきた。

「……意図は理解したけど、ムカつくから一発殴なぐらせろや」

「まあそう怒おこるなってー。つーかさ、怒おこる権利だったら俺にだってあるんじゃね？　おまえ親友みたいなふりして日々つるんでるくせに、表面上の付き合いーみたいなスタンスで実は心の中で距きよ離り置いてたろ？　普ふ通つうに失礼じゃね？」

「ぐ……そう言われりゃあそうだけど……」

「それにさー、前も言ったけど、蒼あお月つきさんとうまくいきそうだから、くっついたらいいなーと思ってたのも本当なんだぜ？　あの日以来なんかちょっと雰ふん囲い気き変わったじゃん、ある意味俺のおかげだろ？　チャラいふりして主人公とヒロインがくっつくのを陰かげから支えるなんて、友人キャラの王道じゃん！」

「おまえ友人キャラの王道とか知ってんの!?」

「漫まん画がやアニメも結構好きだぜ。現実の女の子のほうが好きだけどね」

　そこで、女子達に「坂さか名なくーん」と黄色い声で呼びかけられ、坂さか名なは笑え顔がおで彼女達に手を振ふる。

「まああの件についてはすまんかった！　別に本当にキモイとは思ってねーよ。本人……漫まん研けんのあいつに聞こえるようには言ってないし、わざとだったんだから許せ」

「わざとだったんだから許せって斬ざん新しんだな!?」

「あっはは！　劇はマジよかったよ！　明日も頑がん張ばろーな！」

　笑いながらひらひらと手を振ふって、坂さか名なは女子達の輪に戻もどってゆく。

　……はー、なんかどっと疲つかれた。

　一いつ旦たんトイレ行って、気持ちをリセットしよう……。







「……ん？」

　トイレから出て教室に戻もどろうとした途と中ちゆう。

　廊ろう下かで一人、窓の外を眺ながめるガミを発見した。

　普ふ段だんは取り巻きに囲まれ女王然としているガミが、一人で佇たたずんでいる姿は、なんだか見ていられない。

　……ていうか考えてみればあいつ、入学式の日もあんな感じだったよな。

　あのときは、なんだか妙みように寂さびしげで気になってしまったから声をかけたんだけど。

　今は……声を、かけるべきなのか？

　迷っていたら、教室から蒼あお月つきさんが歩いてきて、ガミの横に立った。

　え……なんだ？　何か話す気なのか？

　俺も行くべきなんだろうかと考えつつ、とりあえず様子を窺うかがうべく、陰かげから二人を見守る。

「……劇の最中、別のクラスの男子達に下品な言葉を投げかけられたのだけど。あの邪じや魔ま、あなたのせいなのよね？」

「──だったら何？　文句あるわけ？」

　ガミはじろりと蒼あお月つきさんを睨にらむ。

　だが蒼あお月つきさんは、怯ひるむこともなく、なぜかガミの前に掌てのひらを掲かかげた。

「……私とあなたは、ちょっと似てる。だから、私はあなたを馬鹿にできない。……それに、このままじゃ後味が悪いわ。ひとまずは、私のこれまでの頑がん張ばりを認めて、このくらいはしてくれたっていいんじゃない？」

「……いや、このくらいって、何よ？」

　目の前に掲かかげられた掌てのひらを見つめ、怪け訝げんな顔をするガミ。

「……ハイタッチ」

「はあ!?」

　ガミは大きく目を見開いたあと、信じられないものを見るように、蒼あお月つきさんを睨にらみつける。

「馬っ鹿じゃないの!?　なんで私が、んなことしなきゃなんないのよ！」

「う、うるさいわね！　このままじゃなんかすっきりしないのよ！　私は清すが々すがしく一日を終えたいの！」

「すっきりしないぃ？　はっ、何それ自己満足」

「自己中よりはマシでしょ」

「はあー!?　自己中って誰だれのことよ！」

「この流れで他に誰だれがいるってのよ！」

　二人はそのままぎゃんぎゃん言い合う。

　喧けん嘩かといえば喧けん嘩かなんだろうけど、なんだろ。不思議と不ふ穏おんな感じがしない。対等に、真正面から言いたいことを言い合っているからだろうか。

「うっさいうっさい、ばーか！」

「はああ!?　ばかって言ったほうがばーか！」

　ヒートアップするにつれ言葉が幼よう稚ちになっていって……なんか、猫ねこがお互たがい、ふーって毛ぇ逆立ててにゃーにゃー鳴いてる感じ。

「あーもぉ、ほんとムカつく！　ほんと馬っ鹿みたい！」

　ガミはせっかくの美しい髪かみをわしゃわしゃとかきむしったあと、盛せい大だいにため息を吐ついて──

　パン、と蒼あお月つきさんの手に、タッチをした。

「……これ以上馬鹿みたいなことして疲つかれたくないから、今日だけは折れてあげる」

　あれ？　いつの間にか雰ふん囲い気きがまろやかになってる。

　河原で殴なぐり合あって真の友情が芽生えた感じ。いや、実際には暴力はなかったけど。

「でも別に、あんたのこと認めたわけじゃないんだから！　調子に乗らないでよね！」

　短いスカートを翻ひるがえし、去っていくガミ。あれ？　なんだかあいつもツンデレじゃん。

　ともかく、結局俺が介かい入にゆうしなくとも解決したわけだ。

「……蒼あお月つきさん、すごいね」

　声をかけると、彼女は不思議そうに首を傾かしげた。

「ん、見てたの？　別にすごくないけど」

「いや、すごいよ」

「すごくないってば。ていうかね……あなたが坂さか名な君に本音を打ち明けているのを見て、私も一歩、踏ふみ出だしたいって思ったの。

　それに……海み各務かがみさんみたいに家庭の事情が難しくてひねくれる気持ちは、私もわかる。キツいことばっかり言って周りを困らせるのも、私だって同じだし……。

　私も彼女の立場で、誰だれも助けてくれる人がいなかったのなら、誰だれかに悪意のあることをしちゃう人間になってた可能性はある。私がそうならずにすんだのは、その……。こ、これ以上は反転しちゃいそうだから、察して」

　誰だれも、助けてくれる人がいなかったのなら。

　それはつまり、助けてくれる人が──俺がいたから、ってことでいいんだろうか。

「……反転してもいいから、できれば蒼あお月つきさんの口から、聞きたいな」

　俺がそう言うと、彼女は一いつ瞬しゆん恥はずかしそうに顔を赤らめたけれど、こほんと一ひと息いき吐ついて口を開く。

「……今日まで、ずっと。私一人だったら、ここまでできなかった。こんなふうにいられなかった。演劇なんて、やろうとすら思わなかった。皆みんなが文化祭で盛り上がってる中、隅すみっこで独りいじけて、文化祭なんかなくなれって思っちゃってたかもしれない。……でも、こんな私の傍そばに、あなたはいてくれた。だから、だからね……」

　蒼あお月つきさんは、柔やわらかく微ほほ笑えむ。

　それはまるで、陽ひが沈しずんだあとの空を優やさしく照らしてくれる、月のように。

「《あなたなんかと、出会わなきゃよかった》」

　こんな笑え顔がおでの言葉の意味を、もう、取とり違ちがえたりしない。

「俺も。蒼あお月つきさんと出会えて、よかった」







[image: きらい、なんかじゃなくて]

　文化祭二日目。泣いても笑っても、今日で最終日。

　ノートの持ち主が文化祭に来ているのか、俺達の劇を観みてくれるか。正直わからない。

　俺にできることは、もしも持ち主が劇を観みてくれていたとき、名乗り出てくれるよう真しん摯しに最後まで演じることだけ。

　そう思って、俺も蒼あお月つきさんも、どの回も全力で演じた。

　そして、ついに──

「……最後の回、終わったね」

「……うん」

　幕代わりのカーテンを閉じ、お客さん達からは拍はく手しゆと歓かん声せいが飛ぶ。

　これまでの人生で味わったことのない充じゆう足そく感かん。

　やりきった、という感覚があり、悔くいはない。

　このあと、名乗り出てくれる人がいなければ、当初の目的は達成できないことにはなるが──

「……やっぱり持ち主を見つけるのは、無理だったかしら」

　蒼あお月つきさんも俺と同じように充じゆう足そく感かんを抱いだきつつ、それでも少し悔くやしそうに苦く笑しようを浮うかべる。

「でも、やったことが無む駄だだったとは、俺は思わない。それに、その」

「……？」

「もし呪のろいが解けなくても、俺は蒼あお月つきさんのこと、好きだから」

「な……!?」

　一いつ瞬しゆんで、蒼あお月つきさんの顔がぼっと染まる。そんな反応をされると、俺まで照れくさくなってしまうんだが。

「も、もう、なんでそういうこと言うのよ……っ」

「や……ほら。これからは、好きなものは好きだって、ちゃんと言おうと思ってさ」

「っ……で、でもその、急にそんな、あ、う……」

　真っ赤な顔であたふた慌あわてる姿を見ていたら、蒼あお月つきさんのことが本当に愛いとおしくて、自然と顔に微ほほ笑えみが浮うかぶ。

「ねえ、蒼あお月つきさん」

「な、なにっ」

「文化祭、楽しかった？」

　ずっと準備が忙いそがしくて、本当に大変だったし、トラブルだっていろいろあったけど。

　他のクラスを見に行って遊ぶ、とかも全然できなかったけれど。

　それでも、こうして全部終わった今。胸の中でキラキラ、パチパチと、まるでサイダーの泡あわが弾はじけているみたいだ。

　蒼あお月つきさんはぱちぱちと瞬まばたきをしたあと、微ほほ笑えんでゆっくりと頷うなずく。

　俺達二人の間に、幸せな空気が流れ──

「あの……」

「「わっ!?」」

　その瞬しゆん間かん、カーテンを開け、ぴょこっと顔を出した人物が。

「すみません、お聞きしたいことがあるのですが……」

「あれ、雫しずくさんじゃないですか」

　来てくれていたのか。演技に集中していてあまり客席を見ていなかったから、気づかなかった。

「ええ。おひさしぶりです」

「ガ……真ま鈴すずさんを探してるんですか？」

「いえ、その……」

　雫しずくさんは、やけに緊きん張ちようした様子で口を開く。

「今の演劇の脚きやく本ほんを書いたのは、どなたですか……？」

「私、ですけど……」

　蒼あお月つきさんが軽く手を挙げる。

　雫しずくさんの瞳ひとみが、驚おどろきと、何か他の強い感情で揺ゆれた気がした。

「あなたは、シェルのことを……知っているのですか？」

「！」

　ドクンと、心臓が跳はねる。

　蒼あお月つきさんも、期待と歓かん喜きで胸を押さえながら、ノートを取り出した。

「あの……っ、このノート、もしかして」

「あ……私のノート……」

　マジかよ。三次元で本当に、こんなことがあるもんなのか。

　願うだけじゃ、奇き跡せきは起きないのかもしれない。

　だけど魔ま法ほうがなくても、俺達は奇き跡せきを呼び寄せられた。

「お願いします！　このあと、俺達と一いつ緒しよに来てください」







「シェル、魔ま法ほう使つかいシェル。いるんだろ。出てきてくれ」

　シェルの住すみ処かである、丘おかの上。俺は彼女の名を叫さけぶ。

　蒼あお月つきさんと雫しずくさんは、今ここにはいない。

　事前に立てた計画のため、頂上に辿たどり着つくより手前で待っていてもらっている。

「俺は、雫しずくさんのことが好きなんだ」

　そして俺は、堂々と噓うそをつく。

「告白したけど、彼女は過去に君に嫌きらいだと言われたことがショックで、他者を信じられなくなってしまったらしい。だから、俺の想おもいも受け入れてもらえない。

　シェル。君のせいだ。君があまりにも一方的に彼女を拒きよ絶ぜつしたから。君と、もっとちゃんと納なつ得とくのいく別れ方をしなければ、彼女はこの先ずっと、誰だれとも幸せになれない」

　俺の目に、シェルの姿は見えない。彼女は本当に、俺の言葉を聞いていてくれるのだろうか。

　不安がないわけじゃない。でも弱気になってはいけない。虚こ空くうに向け語り続ける。

　シェルの姿は、普ふ通つうの人間には見えないそうだが、シェルさえその気になってくれれば、魔ま法ほうで「見える」ようにすることはできるそうなのだから。

　シェルが雫しずくさんのことを想おもっているなら──彼女の幸せを願っているなら、出てきてくれると信じる。

「一度だけでいい。彼女に会ってくれないか」

　反応はない。ぎゅっと拳こぶしに力を入れ、語調を強める。

「彼女が心に傷を負ったまま一人で生きていく。そんなのが君の望みなのか。雫しずくさんが不幸なままでいいのか！」

　──次の瞬しゆん間かん。ふわりと、風のようなものを感じた。

　瞬まばたきの間に、一いつ瞬しゆん前まで存在していなかった人ひと影かげが現れる。

　夜色の三さん角かく帽ぼうとローブ、月のような金きん髪ぱつをした少女。

　身長は低いが、冷たさを帯びた瞳ひとみと神秘的な雰ふん囲い気きのためか大人びて見える。

「……君が……シェルなのか」

「ああ、そうだ」

　今まで、蒼あお月つきさんの前にも雫しずくさんの前にも、姿を現すことのなかった魔ま法ほう使つかい。

　こうして実際に対たい峙じしてみると、人間のような姿をしているのに人間とは異なる空気に包まれていて、圧あつ倒とうされる。

「こちらの事情は、今言った通りだ。一いつ緒しよに来てくれないか」

「……今からか？」

「早いほうがいいだろう。さあ、行こう」

　躊ちゆう躇ちよする間を与あたえることもなく、彼女を先導して元来た道を下る。

　一歩一歩緊きん張ちようしながら、けれどそれをおくびにも出さず、予定の場所を目指す。

「……雫しずくはまだ、私のことを気にしているのか」

　一いつ緒しよに歩きながら、シェルはそう聞いてきた。

「当たり前だろう？　誰だれより大事に想おもっていた相手から嫌きらいなんて言われて……あんな一方的な別れ方をされて、傷つかないわけがない」

「…………」

　シェルは黙だまってしまう。無言のまま、二人で歩いてゆく。

　目的の位置に近づくにつれ、心臓が音を立てる。

　もう少し、あと少し──

「……おまえは、雫しずくを幸せにすると約束するか」

　静かに足を動かしながら、シェルが尋たずねてきた。

「いいや」

「……何？」

　雫しずくさんと幸せになる相手は、俺じゃない。

「──シェル！」

　長い年月、曇くもることのない想おもいを募つのらせていた声が、彼女の名を呼ぶ。

　次の瞬しゆん間かん、雫しずくさんがシェルの背後から彼女に抱だきつこうとして──

「……っ!?」

　すんでのところで避さけられてしまった。

　失敗といえば失敗だけど、二人を直接対面させることには成功だ。

　あとは、ここからシェルの心がどう動くか──

「なんだ……っ、一体どういうつもりだ!?」

　動どう揺ようしている様子のシェルに、俺と雫しずくさんが真実を話す。

　木の陰かげに隠かくれていた蒼あお月つきさんも出てきて、俺達のことを見守っていてくれた。

「俺が雫しずくさんを好きっていうのは、噓うそだよ」

「騙だますような真ま似ねをしてごめんなさい。でも私、どうしてもシェルに会いたかったんです」

　雫しずくさんがシェルを見つめ、真しん摯しな想おもいの込こめられた言葉を彼女に向ける。

「シェル。私は今でも、あなたのことが──」

　けれどシェルは、彼女の想おもいから目を背そむけるように、走り出してしまう。

「逃にげないでくれ！」

　咄とつ嗟さに俺は、シェルに手をのばしていた。

　刹せつ那な、細い腕うでを摑つかんだ手からジュウッと音がして、まるで熱せられた鉄を摑つかんでいるような痛みが走る。

　──「人間が私に触ふれると危険だ。絶対に触さわるな」

　──「魔ま法ほう使つかいが人間に『××』という感情を抱いだくのは禁きん忌きとされている。だから人間が魔ま法ほう使つかいに触ふれれば、唯一の例外を除いて、肌はだがひどい熱に包まれ、焼ける」

　雫しずくさんの日記に書かれていたことと、蒼あお月つきさんが過去にシェル自身から聞いた言葉。

　……なるほど、これは確かに危険だ。シェルの腕うでを摑つかんでいるだけで、掌てのひらが焼やけ爛ただれそうになる。超ちよう痛ぇ。すげえ痛ぇ。

　それでも、この手を放はなすわけにはいかない。

　蒼あお月つきさんの呪のろいを解くためという理由はもちろんあるけど、それだけじゃない。

　ここでこの手を放はなしたら、誰だれも幸せになれない。

　それに──シェルは嫌いやがるかもしれないけれど、俺は彼女に、自分と同じものを感じてしまうんだ。

「わかる。わかるよ。いや、俺はひねくれ者ものだから、簡単にわかるだとか言われんのもムカつくってのもわかるけど。

　傷つけられるのも、傷つけてしまうのも、怖こわいよな。

　俺だって、人からの好意を信じるのはすごく怖こわかった。

　そんなはずない、そんなの幻げん想そうに過ぎないって思ってた。

　そう思うほうが楽だからだ。向き合うことより、逃にげ続つづけることのほうが傷を負わずにすむと思っていたから」

　説教じみた真ま似ね。しかも自分語り多め。痛いってことはわかってる。あとで冷静になって思い返したらきっと恥はずかしくてのたうち回るのかもしれない。

　けどな、熱いんだよ。マジで手が熱いんだよ。痛みでなんか興奮物質でも出てるんじゃないかってくらい、頭まで熱くなってるんだ。

　だからさ、少しくらい恥はずかしい台詞せりふを言ったって、いいだろう？

　言葉というのは、想おもいを伝えるために存在するのだから。

「でも、君が雫しずくさんからの想おもいを否定して、信じないで拒こばみ続つづけていることでも、雫しずくさんを傷つけてるんだ」

　必死で説得する。けど、手が火で直じかに熱せられているみたいだ。絶対に放はなさないという意思に反して手が震ふるえ、握あく力りよくが弱まってしまう──

　すると、俺の横から誰だれかの手が滑すべり入いってきて、がしっとシェルの手首を摑つかむ。

「蒼あお月つきさん!?」

　彼女は激痛で苦く悶もんの息を吐はき出だしながらも、シェルの手を放はなそうとしない。

「何してるの、痛いでしょ」

「痛いけど……っ、私だって、頑がん張ばるって決めたんだもの。呪のろいを解きたいし、雫しずくさんのことだって、放っておけるわけない。それに……夜や船ふね君のそんな姿を見て、私だけ何もしないなんて、できるわけないじゃない！」

　蒼あお月つきさんは痛みに耐たえシェルを摑つかんだまま、彼女に語りかける。

「シェル……雫しずくさんを想おもう気持ちがあるなら、ちゃんと彼女の気持ちに向き合ってあげてよ。あなたは、雫しずくさんに嫌きらいって言ってしまったこと、後こう悔かいしているんでしょう。

　私もずっと、他人と関わらないようにしてきた。温かな感情は、自分は抱いだいちゃいけない、自分には関係ないものなんだと思って蓋ふたをしてきた。だけど夜や船ふね君と一いつ緒しよに過ごしていて、わかった。誰だれかを想おもう気持ちって……とても大切なものなんだって……！」

「やめろ！　そんな綺き麗れいごと、聞きたくない……！」

　シェルは蒼あお月つきさんの言葉を否定するように、頭を左右に振ふった。

　頑かたくなだとは思うけど──わかる。自分は辛つらい思いをしたんだ、自分は傷ついているんだって悲劇の主人公みたいな顔して、ちゃんと周りを見ようともしない。耳を塞ふさいで目を閉じ、「どうせ自分なんか」って繰くり返かえし続つづける気持ち。

　だから俺もまた、口を開いた。

「シェル。君は、雫しずくさんのためだとか言って、自分を守ろうとしてるんだろ。それが悪いことだとは言わねえよ。俺だってそうだった。でも、でもさ──」

　彼女の気持ちがわかるからこそ──その下に隠かくされた本当の心だって、わかってしまう。

「本当は、納なつ得とくなんかしてねえんだろ！　伝えたい気持ちがあるんだろ！」

　好かれたくないとか、信じないほうがいいなんて、傷を負わないため自分に言い聞かせてるだけだ。本当の気持ちの裏返しだ。

　本気で人と向き合うなら、多かれ少なかれ、傷を負うことなんて避さけられないのに。

「今までずっと姿を現さなかったのに、このままじゃ雫しずくさんが幸せになれないって聞いて、それで君は出てきてくれたんだろ！　俺に、雫しずくさんのこと幸せにするかって聞いただろ！　君は雫しずくさんに、幸せになってほしいんじゃねえか！　──なのに、なのにどうして、自分が幸せにしてやるって言えねえんだ！」

　ゼエゼエと息を吐はき出だす。こっ恥ぱずかしい言葉をまくし立てたせいなのか、シェルの腕うでを摑つかんでいる手がもう限界なのか、額から汗あせが流れて止まらない。

　シェルは俺と蒼あお月つきさんを見つめている。

　その瞳ひとみは、胸がしめつけられているような、苦しげな色を宿して揺ゆれていた。

「……そうです、シェル」

　──そして、そんな彼女を。

「もう逃にげないで。……私の気持ちを、ちゃんと、信じてください──」

　後ろから包み込むように、雫しずくさんが、抱だきしめる。

「雫しずく……っ!?　熱くないのか！」

「はい、ちっとも」

　人間が魔ま法ほう使つかいに触ふれると、ひどい熱に包まれ焼けてしまう。

　唯ゆい一いつの、例外を除いて。

「ねえ、シェル。これが、私が本当にあなたを想おもっているという証しよう拠こでしょう？」

　シェルは蒼あお月つきさんに、人間が魔ま法ほう使つかいに触ふれてはいけない理由は、魔ま法ほう使つかいが人間の私利私欲のための道具になってはいけないからだと言っていた。

　なら、その唯ゆい一いつの例外とは──「相手の人間が、心から魔ま法ほう使つかいのことを愛しているか」じゃないのか。

　不ふ埒らちな気持ちなら許されない。

　だけど、真実の愛でさえあれば触ふれられる。

　確証があるわけでもないのに挑ちよう戦せんするのは、かなりの賭かけだったけれど。

　それでも、事前に雫しずくさんに「危険かもしれないですけど、本当にやりますか？」と聞いたら、雫しずくさんは笑え顔がおで「やります」と即そく答とうしてくれた。

　彼女は自分が傷つくことを恐おそれず、シェルを抱だきしめた。

　そして実際に、雫しずくさんは俺と違ちがい、少しも苦しそうじゃない。シェルを愛いとおしむような微び笑しようを浮うかべている。

　──シェルはきっと、彼女が自分に触ふれることが、怖こわかったんだと思う。

　もしも雫しずくさんからの想おもいが本物でなければ、彼女は傷つき、シェルも心に傷を負うことになるから。

　だからあの夏、二度と会わないことで、お互たがい傷を負わない道を選んだ。

　だけど結局、シェルも雫しずくさんもお互たがいのことを忘れられず引きずったままになってしまった──

「シェル……。好き……大好き、です」

　二人は、長い間辛つらい思いをしていたのかもしれない。

　……けどきっと、もう大だい丈じよう夫ぶだ。

　そう思い、俺と蒼あお月つきさんはシェルから手を放はなす。

「シェル、あなたは私からあなたへの気持ちなんて、偽物に違いないと言いましたよね」

　語っている途と中ちゆうで、雫しずくさんの瞳ひとみは潤うるみ、透とう明めいな涙なみだが零こぼれ落おちる。

「でも私は、ずっと、あなたが好きでしたよ」

　その涙なみだが波は紋もんを呼び起こすように、シェルの瞳ひとみも潤うるむ。

「会いたかった。ずっと、会いたかったです」

「…………」

　幼く見えるけれど、きっと俺なんかよりずっと長い間、孤こ独どくとともにあったであろう魔ま法ほう使つかい。ひどく不器用で素す直なおじゃない、ひねくれ者ものの魔ま法ほう使つかい。

　彼女の手は、雫しずくさんを突つき放はなすべきか、迷っているように震ふるえていたけれど──

「…………私、も」

　シェルの腕うでは、恐おそる恐おそる雫しずくさんの背へ回され。

　彼女の口から、過去に言えなかった言葉が──

　ずっと言えなかった言葉が、溢あふれる。

「本当は……私も、雫しずくのこと、嫌きらいなんかじゃない。……好き、だ」

[image: ]




　ぎゅっと。強く、シェルが雫しずくさんを抱だきしめる。

「雫しずくのことが、大好きだ……っ！」

　二人の瞳ひとみから零こぼれる涙なみだは、星みたいに、夜の中に輝かがやき落おちていった。

　二人は泣いている。泣いているけれど──

　三日月の浮うかぶ夜空の下、強く抱だきしめ合あっている二人は、この上なく幸福に見えた。







[image: 絶対にデレてはいけない彼女]

　文化祭の代休が明けた、朝の教室。

　授業が始まる前、登校してきたクラスメイト達が、仲のいいグループでわいわいとお喋しやべりに興じている時間。

「……ちょっと、皆みんな」

　いつかのホームルームのときのように、蒼あお月つきさんが黒板の前──クラスの皆みんなの前に立つ。

　皆みんな、今度は何事かと、また突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出すんじゃと、彼女に注目した。

　クラス中の視線を浴びる中、蒼あお月つきさんはキッと眉まゆを吊つり上あげる。

　腰こしを九十度直角に折り曲げ、文化祭までのボイストレーニングの成果である大声を教室の隅すみまで響ひびかせ──

「すみませんでしたあ──────────っっっっっ!!」

　それはそれは清すが々すがしい、謝罪をしたのでした。

　──文化祭のあと……シェルと雫しずくさんが再会したあと。蒼あお月つきさんはシェルに呪のろいを解いてもらったそうだ。

　シェルは「呪のろいをかけてから数年経たっているから、解くのに一晩かかる」と言って、あのあと蒼あお月つきさんの家まで一いつ緒しよに行っていた。

　本来人間から見えないシェルと違ちがい、俺が一いつ緒しよに彼女の家に行くわけにはいかないのでシェルに任せて帰ることになったが、無事に解呪が成功したらしい。

　それまで言えなかった「ごめんなさい」も「ありがとう」も……素す直なおな好意の言葉全部、言えるようになったんだ。

　だからこそ、彼女は今、こうして皆みんなに頭を下げている。

「私、今まで本当に……皆みんなに失礼なことばっかり言って……反省、して、います」

　演劇で人前に立つことは慣れたとはいえ、台詞せりふじゃない本心を話すのは、やっぱり緊きん張ちようする様子で。彼女は心臓を押さえながら話す。

　や……そりゃ緊きん張ちようするよな、こんなの。

　それでも逃にげずに正々堂々やり通す、彼女の勇気は本当に尊敬する。

「こ、心を入いれ替かえるので……その……もしよかったら、これからは……よろしく、お願いします……」

　彼女は、一度上げた頭を再度深く下げなおす。

　教室内は、静まり返っていた。

　気まずいというより、皆みんなぽかんとしていて、どう反応していいかわからないといった様子だ。

　ただ、そんな沈ちん黙もくもあまり続くとドキドキしてくる。

　とはいえ、誰だれも第一声になって、下手に滑すべった空気にしたくないと伝わってくるし、かといって俺が口出しするわけにもいかない。教室内に緊きん張ちようが漂ただよっていたのだが──

「許すか、ばーかっ！」

　そこで飛んできたのは、小学生のような、子どもじみた罵ば声せい。

　両りよう腕うでを組んでふんぞり返った、ガミのものである。

「はあ!?」

　ついさっきまでは心から頭を下げていた蒼あお月つきさんだが、それによって短い導火線に火を点つけられたように、言葉が爆ばく発はつする。

「人の劇邪じや魔ましといて、どの口が言ってるのよ！」

「何その態度！　全然反省してないじゃん！」

「あんただけは別よ！　私は、今まで迷めい惑わくかけちゃった人達に謝ってるの！　あんたにはむしろ、迷めい惑わくかけられた立場だし！」

「はああー？　もとはといえば、勝手に演劇やりますとか、あんたが周りの意見も聞かず突つっ走ぱしったのが原因でしょうが！　自分勝手すぎんのよ！」

「だ、だからそれについては謝るってば！　でも、卑ひ怯きような手段使って劇を潰つぶそうとしてきたあんたにだけは言われたくないんですけどぉ!?」

「あーもーっ、あんたほんっとムカつく！　いつか絶対負かしてやる！　泣かしてやる！」

　ぎゃんぎゃん言い合う蒼あお月つきさんとガミ。

　周りは皆みんなぽかんとし──あ、そういうノリでいいの？　と教室の空気が一気に弛し緩かんする。

　やがて、蒼あお月つきさんとガミが息を切らしてはあはあ言い出したタイミングで。他の生徒達も「そんなノリでいいなら」と面おも白しろがり、ようやく蒼あお月つきさんに好意的な声を飛ばし出した。

「でもほんと蒼あお月つきさん、雰ふん囲い気き変わったよねー」

「うん。文化祭中も思ったけど、前ほどとっつきづらくないっていうかー」

「はいはーい！　ていうか、蒼あお月つきさんに、ずっと聞いてみたかったことがあるんですけどー」

　皆みんなから一気に話しかけられ、蒼あお月つきさんはドキドキした様子ながらも質問に応じる。

「……聞いてみたかったこと？　何？」

「蒼あお月つきさんは、夜や船ふねのことが好きなんですかー？」

　何か飲み物を含ふくんでいたとしたら、きっと噴ふん水すいのように噴ふいていたと思う。口の中が空でよかった。

　いやいや何その質問!?　まだ蒼あお月つきさんにはレベルが高すぎるだろ。

　俺は質問した馬鹿に「ちょっ何言ってんだよー（笑）」とでも言ってやろうと思ったのだが──




「……は、はい……。そう、です……」




　俺が言うよりも先に。

　顔を真っ赤にした彼女が、そう、言っていて。

　しん、と一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと──

　わっ、と教室中が沸わいた。

　女子達はきゃーきゃーと高い声を上げるし、男子では、ひゅー！　と漫まん画がのように口笛を鳴らす奴やつまでいる。

　公開生告白なんて、刺し激げきに飢うえた高校生にとっちゃ最大の餌えさみたいなもんだもん。文化祭は終わったっつーのに、皆みんなお祭まつり騒さわぎのように「おめでとー！」「お幸せにー！」などと祝福の声を上げる。

　その場のノリなんですよ、こういうのは。よくわからんけど、とりあえず盛り上がっとけ！　みたいな空気。大半の生徒は、それほど俺達を応おう援えんしてるとかじゃなく、ただ雰ふん囲い気きに流されて祝福してるってことくらい、理解はしてますけど。

　……でもぶっちゃけ、嬉うれしいことは嬉うれしいですね!!

「ちょっと夜や船ふね、どうなんですかー？　蒼あお月つきさんはああ言ってますけどー？」

　近くにいた奴やつが、手でマイクを向けるような仕草をし、インタビュアーのごとく俺に質問してくる。

「……あー……う、うん……。嬉うれしい、です……」

　脳がどろっどろに溶とけてて、なんかもう、普ふ通つうに素で答えてしまったよね。

　嫌いやじゃない。別に嫌いやではないけど。

　でもこういうの、死ぬほど恥はずかしいなあ、おい!?

「やだ夜や船ふね君、顔真っ赤。可か愛わいい～」

「普ふ段だんはいつも、余よ裕ゆう～って感じなのにね。ギャップ萌もえってやつ？」

　くそ、皆みんな面おも白しろがってからかってくるし……。あ～もう自や棄けだ自や棄け。開き直ってやる。そうです俺ツンデレなんです可か愛わいいでしょ。こんなん正気でやってられっか。恥はずかしすぎるわ。

　幸せオーラ全開のバカップルな俺達を見て、ガミはふるふると小刻みに震ふるえ不ふ機き嫌げんそうにしていた……かと思えば。

「──わかった、蒼あお月つき水み悠ゆう。あんたに勝つ方法」

　急に、猫ねこのようにきらりと目を光らせ、ビシッと蒼あお月つきさんを指さした。

「付き合ったらそれでハッピーエンドだとか、浮うかれてんじゃないわよ。私が夜や船ふねのこと、寝ね取とってやる！　あんたのこと、惨みじめな負け犬にしてやる！」

　ひゅーっ！　と、また教室中から盛り上がる声が湧わく。

「うっそガミ、夜や船ふね君のこと好きだったの？」

「やば、三角関係じゃん！」

「え……っ」

　蒼あお月つきさんへの当てつけかと思ったんだが、まさかマジでそうだったりするのか……？　一いつ瞬しゆんそう思って言葉に詰つまったのだが。

「そ、そんなわけないでしょ！　ただ、このままじゃ私のプライドが許さないだけ！　夜や船ふねあんた、惚ほれさせて捨ててやるから覚かく悟ごしなさい！」

「そんなこと言われて惚ほれる奴やつがいるか！」

　めちゃくちゃなことを言われ、思わずつっこんでしまった。

　つい先日まで、こいつを女王として恐おそれ言いなりになっていたなんて、信じられないくらいに。

　そしてそんな俺達を見て、坂さか名ながゲラゲラ笑っている。

「やばい、ちょー面おも白しれぇ。おまえらやっぱ、そーいうほうがいいよ。ウケるー」

「っせー、面おも白しろがってんじゃねーよ！」

　つっこみながら、俺もゲラゲラ笑ってしまう。蒼あお月つきさんも、クラスの皆みんなも腹を抱かかえて笑っている。

　──この楽しさがずっと続いていく保証はない。未来のことなんて誰だれにもわからないから。

　なんだかんだいって上辺を取とり繕つくろってたほうがうまくいくときだってあるだろうし、馬鹿正直に誰だれにでも自分の全部を曝さらけ出だして生きていくことだけが正しいとも思わない。──本当の自分は、わかってくれる人が、一人でもいてくれれば、それでいい。

　もう自分を歪ゆがめるほど偽いつわったり、好きなものを過度に隠かくすのはやめようとは思う。ガミや坂さか名な──俺が「リア充じゆう」とか一ひと括くくりにしてた奴やつらだって、上辺だけじゃなくちゃんと関わっていけば、そう悪い奴やつらばっかりでもないのかなと思ったし。……はい。皆みんな上辺ばっかりだなんて思いつつ、一番上辺ばっか見ていたのは俺だったんでしょうね。反省。

　とはいえ人生甘くない。落とし穴なんていつどこに潜ひそんでるかわからない。……なんて考えてしまうほどにはひねくれている。俺はそういう人間だ。

　……でも、少なくとも今は、こうして心から笑えてる。

　平へい穏おんな日常は崩くずれ去さったけれど、これからはきっと、誰だれより大切な人の隣となりで、騒さわがしくも愛いとしい日々を過ごしてゆける──

　ガラにもなくそんなことを思ってしまう程度には、幸せってやつを、実感していた。







　朝、蒼あお月つきさんの公開告白（？）があって。

　今日一日中、俺達はずっとそのネタでいじられまくって。

　なんだかんだそのノリで、坂さか名なと女子達にカラオケに連れて行かれたりして、自や棄けくそで馬ば鹿か騒さわぎして。もうすっかり空も暗くて──

　……やっと、蒼あお月つきさんと二人きり、だ。

　家に帰る途と中ちゆう。お互たがいを意識したぎこちない距きよ離りで、肩かたを並べて歩く。

　考えてみたら、今いま更さらなんだけど、実は。

　──文化祭が終わってからこうして二人っきりになるの、初めてかも。

　丘おかに行った帰りは、シェルと雫しずくさんが一いつ緒しよだったし。

　今まで、文化祭という目標、やるべきことがあったから、ただひたすらに駆かけ抜ぬけてきたけれど。

　あらためて、全て終わった上でこうして二人でいると──

　……な、何、喋しやべればいいんだ？

　これまでの俺は、クラスメイト達と適当な話題で盛り上がるとか、そういうことを繰くり返かえしてきたのに。

　蒼あお月つきさんといるとドキドキして、頭が真っ白で……なんの言葉も出てこない。

　彼女もさっきから、黙だまったままだし。

　せっかく呪のろいが解けたんだから、何か言ってくれてもいい気がするんだが。

　無言に耐たえきれなくて、とりあえず口を開く。

「あのさ、蒼あお月つきさん」

「ふぁっ、な、なな何!?」

　蒼あお月つきさんはビクッと反応し、妙みようにそわそわ手足を動かした。

「そ、そんなに驚おどろく？」

「やっ、あっ、そ、その……い、いい天気ね！」

「え？　うん……夜だけどね、雨は降ってないし、いい天気だよね」

「そ、そうだけど、そうじゃなくて、えっと、その」

　やっぱり様子がおかしい。あっちこっちへ視線を彷徨さまよわせ、目がぐるぐるになっているぞ。

「……もしかして。緊きん張ちよう、してる？」

「！」

　指し摘てきすると、彼女は真っ赤な顔を全力で背そむける。

　ああそうか、恥はずかしがっているだけなんだ。

　それがわかると、どうしようもなく可か愛わいく思えて仕方なかった。

「……蒼あお月つきさん。こっち、向いてよ」

「む、むり」

「無理ってことはないでしょ」

　やばいな、口元がゆるむ。

「……ど」

「ど？」

「ど、どうしていいのか、わかん、なくて」

　ぎこちなく、たどたどしく、彼女の口が動く。

「だって、その……今まで、素す直なおに、言えなかったから。急に、言えるようになっても……。ど、どう言えば……。しかも朝、あんな……あんな……あの……ぅ……」

　──ああ、もう。本当に、可か愛わいい。

　こちらを見ないようにしている彼女の髪かみに触ふれ、梳すくように指を通す。

「……こっち、向いてって」

「…………っ」

　ギギギと音がしそうな感じでこちらに顔が向けられるけど、生まれたての小鹿みたいに足がぷるぷる震ふるえている。

「ま、待って。待って待って待って……。こ、心の準備、するから……」

　そう言うと蒼あお月つきさんは胸を押さえ、すーはーと何度も何度も深呼吸を繰くり返かえして、やっとのことで俺と目を合わせた。

　その一挙一動が、愛いとおしくて仕方がない。

「……こほん。え、えっと。えっとね」

　真しん剣けんな瞳ひとみに、熱が灯ともる。

「今まで言えなかったこと……ちゃんと、伝えるね」

　触ふれていなくても、向けられた視線から、じわりと温ぬくもりが伝わってくるようで。

「……私はまだ、あなたのことを、全部なんて知らない」

　彼女の想おもいが、言葉となって俺の中に染しみ込こんでゆく。




「全部は、知らないけど──

　私は、あなたが私の寂さびしさを、わかってくれたことを知ってる。

　一人で泣いていた私を放っておけなかった、優やさしさを知ってる。

　自分の立場が危あやうくなるかもしれないのに、劇を手伝ってくれた勇気を知ってる。

　周りに気を配るあまり自分を責めてしまう、繊せん細さいさを知ってる。

　心ない声を飛ばされても、自分を貫つらぬいた強さを知ってる」




　蒼あお月つきさんは赤らんだ顔で、それでも真しん摯しな気持ちを、一つ一つリボンをかけるように贈おくってくれる。

「──ねえ。それだけで、十分だと思わない？」

　小さく首を傾かしげられながら微ほほ笑えまれると、不覚にも目の奥から、熱く何かが込こみ上あげてきて。

「…………そう、かな」

「あとのことは、これから知っていけばいいでしょ」

「知れば知るほど、嫌いやになるかもしれないけどね」

　照れくさくて、ひねくれた返事をしてしまう。ああもう、これじゃ本当に、俺のがツンデレじゃんか。

「──じゃあ、嫌きらいになっちゃうくらい、たくさんのあなたを見せてね」

　ずるい、と思う。

　素す直なおじゃないキャラだったのに、呪のろいが解けたとたん、こんなこと言うなんて。

「でも、絶対無む駄だだと思うわよ？　私、一度好きになったら、しつこいんだから」

「そうなの？」

「噓うそ」

「えっ」

「……だ、だって、誰だれかを好きになったのなんて、初めてだもの。……自分が人を好きになったらどうなるかなんて、知らない」

　恥はじらいながらも、彼女は反則級の笑え顔がおを咲さかせる。

「……でも、きっと私、夜や船ふね君を嫌きらいになったりなんて、しない」

　あ……なんか、無理。

　今度は俺のほうが、顔が熱くなって、彼女の顔をまともに見られなくなってしまう。

　骨ほね抜ぬきにされるように身体からだから力が抜ぬけ、ずるずると座り込みたくなる中。それじゃさすがに情けないのでなんとか立ち続け……頭を抱かかえたくなる思いで、告げる。

「……駄だ目めだ。蒼あお月つきさんは、絶対に、デレちゃ駄だ目めな人だ」

　だって、蒼あお月つきさんのデレは──

　──あまりにも、破は壊かい力りよくが高すぎる。

「……そう？　じゃあ、やめようかな」

「えっ……」

「噓うそ」

「二回目!?」

　ふにゃっと悪いた戯ずらな笑えみが向けられる。呪のろいが解けたからって浮うかれてるな。くそっ、マジ可か愛わいいなおい！

「そ、それでね、夜や船ふね君。今から……一番大事なことを、言うから」

　蒼あお月つきさんは恥はずかしそうにこほんと咳せき払ばらいすると、片手を腰こしにやり、もう片方の手でビシッと俺を指さす。

「い、いい？　一度しか言わないから、よく聞いておきなさいよ」

「え……一度しか言ってくれないの？」

「えっ、あ、いや……そ、それも……噓うそ」

「三度目ですよ!?」

「う、うるさいな。その場のテンションってものがあるのよ、いちいちつっこまないの！　と、とにかく……」

　再度咳せき払ばらいをし、蒼あお月つきさんは真しん剣けんな顔になる。

　俺も照れを落ち着け、真正面から、彼女と向き合った。

「……今まで、言えなくてごめんなさい。これからは、いっぱい、いっぱい、伝えるね」

　柔やわらかくて、優やさしくて、温かくて、キラキラと眩まぶしくて。

　昔の俺がずっと欲ほしくて、手に入らないと思っていたもの全部を。

　彼女が今、溢あふれるほどに、届けてくれる。

「ずっと、ずっと……あなたに、伝えたかったの」

　そうして満面の笑え顔がおを浮うかべた蒼あお月つきさんが、俺の腕うでの中に飛び込んでくる──

「あなたのことが、大好き！」
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あとがき




　自分の書いた物語を好きだと言ってもらえると、どうしようもないほど嬉うれしくなります。

　作品を一つ作り上げるには、プロットを作って、十万字くらいの原げん稿こうを書いて、没ぼつになったり、何度も改かい稿こうを繰くり返かえしたりしていますが。ＳＮＳやお手紙で「面おも白しろかった」等などのお言葉をいただくと、それまでの苦労など一気に吹ふき飛とびます。

　誰だれかからの温かい言葉というのは、それだけのパワーがあるのではないでしょうか。

　本作は「好き」と言えない呪のろいにかかった女の子が、それでも主人公に自分の気持ちを伝えようとする物語です。そしてその気持ちによって主人公も救われてゆくことになります。

　誰だれかを救ったことがありますか、と尋たずねたら、多くの人は「いいえ」と答える気がします。

　だけど、何か作品に対して「好き」とか「面おも白しろい」とか言ったことのある人は、それだけでその作者を救っていると、私は思います。

　少なくとも、私はいつも読者様に救われています。本当にありがとうございます。




　さて、謝辞です。




　今作から担当してくださった田た端ばたさん。以前から田た端ばたさんのことは存じていたので、担当交代の際には驚おどろきましたが、一いつ緒しよにお仕事できて嬉うれしく思います。原げん稿こうを丁てい寧ねいに読よみ込こんで様々なアイディアやご指し摘てきをくださり、とても参考になりました、ありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。




　イラストレーターのＡあちきさん。毎回素す晴ばらしいイラストを描かいていただき感謝感激です。このあとがきを書いている時点では蒼あお月つきのキャラデザを拝見した段階で、想像通りの強気な感じ、想像以上の可か愛わいさにテンションが上がりまくりでした。もう三冊もイラストを担当していただいていることを、とても光栄に思います。本当にありがとうございます！




　他、歴代の担当様方。校こう閲えつ様。デザイナー様。書店様・販はん売ばい店てん様。この本の出版・販はん売ばいに関わってくださった全ての方々。家族。親しん戚せき。前作の発売時、購こう入にゆうしてくださったり、ＳＮＳやお手紙で応おう援えんしてくださったりした皆みな様さま。いつも誠まことにありがとうございます。




　そして、この本をお手にとってくださった読者様。

　読んでいただいて、本当に、ありがとうございました！


神かん田だ夏なつ生み
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